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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　小こ悪あく魔まペデラスティリアは小柄な体をベッドの上で伸ばすと、週刊少年漫まん画が誌を放り投げた。

　都内某ぼう所の安アパート。

　冷たく輝かがやく銀色の髪を気け怠だるげに振りながら、ベッドを降りて冷れい蔵ぞう庫こへ向かう。Ｔシャツにパンツ一丁、人間界にいるというのに角つのも尻尾しつぽも羽根も隠かくす気なしの、何ともだらけた格かつ好こうだ。でも、どうせ見ている人がいるわけじゃないから構やしない。それに見られたところで、羽根や尻尾がホントに生はえてると思う人間なんて今時いやしない。精せい々ぜいでコスプレか何かと思われるだけだろう。

　コップを取り出し、七分目まで牛乳を注そそぐ。

　仰のけ反ぞるようにして、ぐいっと一気に空からにした。華きや奢しやな体に不相応に大きいバストがぐっと下からシャツを突き上げる。

「ぶはぁ……」

　大きく息を吐くと、手の甲でグッと口元を拭ぬぐう。それと同時に、はぁ……、とため息が漏もれた。

　三ヶ月前に日本へ赴ふ任にんが決まった時は、正直言って喜んだ。キリスト教圏けんからは外れているから、ちょっとくらい協定違反の悪さをしたところで天使どもの制せい裁さいはまず来ない。現地の八百やお万よろずの神々や仏教の天てん部ぶ連中が厄やつ介かいと言えば厄介だが、いざとなったら西欧まで逃げてしまえば手は出せない。ぶっちゃけた話、やりたい放題のはずだった。

　ところが……。

「キリスト教文化圏けんじゃないってことは、悪あく魔ま主義者もいないのよね……」

　所しよ詮せん、悪魔というのは神に対するアンチテーゼにすぎない。キリスト教的な意味での神がなければ、その反対者としてしか意味のない悪魔などいないも同然なのだ。

「反抗する事にしか意義のない存在ってのは、確固たる中心が存在しないとやる事失なくすんだよなぁ……」

　ロックも自分がメインストリームになった瞬しゆん間かんに、死んで単なるポップカルチャーに堕おちたし……と、どうでもいい事をボヤきながら流しでコップを洗う。

　欧米でも確かにここ百五十年ほどの間に無神論は力をつけてきた。もはやインテリ層では、自分は無神論者だと憚はばからず公言する者がほとんどだ。だがその事は、宗教の力が衰えた事を必ずしも意味しない。むしろその逆だ。誰だれも神を信じないのが常じよう識しきの世界では、わざわざ自分が無神論者であることを主張するまでもない。わざわざ自分は「無神論」だと主張しなければならないのは、宗教の力が未いまだに強いからこそである。つまり結局、欧米諸国ではキリスト教がすでに「文化」として根づいているのだ。だからこそ、それへの反発としての悪魔主義もそれなりに盛んだし、「悪魔主義者が幼児を攫さらって生いけ贄にえにしている」なんていう都市伝説もリアリティを持つ。そこにペデラスティリアたちの活かつ躍やくの場もあった。

　それに引き替えこの日本ときたら……。

　赴ふ任にんしてから今日に至るまでの三ヶ月、召しよう喚かんされた事は一度もない。直接名指しで指名されなくても、悪魔の召喚ならどこへでも飛んでいく準備をしていたにもかかわらず、ただの一度もだ。以前ニューヨークにいた頃ころは、毎週末には必ずと言っていいほどどこかでお呼びがあったというのに。

　上司が言うには、先進国でありながらイマイチ悪魔の活躍の少ない日本で、より活動の場を広げるために優秀なペデラスティリアを派は遣けんするとの話だった。「日本での活動において、君以上の適任者は考えられない」。そう肩を叩たたかれた時は正直悪い気はしなかったものだ。日本なら、やおい本もいくらでも手に入るし……。

　だが、実際こうして来てみると、結局は体ていのよい左さ遷せんだったような気がする。敵対している天使たちの中に美形な男たちを見つけては、勝手にカップリングを妄もう想そうしてキャーキャー言ってたのが上司の心しん証しようを悪くしたのだろうか。それとも、サバトが苦にが手てでいつも仮け病びようで欠席してたのが響ひびいたのかもしれない。

「でも生なま々なましいの苦手だし。しょうがないわよねー……」

　鏡きよう台だいの前にしゃがんで自分の顔を覗のぞき込む。

　……肌の張りが少し衰えてる気がする。

「最近ちょっと『他人ひとの不幸分』が不足気味だからなぁ……」

　他人ひとの不幸は蜜みつの味。それは悪あく魔まにとっても同様だ。いや、むしろ悪魔にとってのほうが切実である。日々他人の不幸に接していないと、気力も体力も萎しぼんでしまう。ペデラスティリアのような下級悪魔だと、ひどい時には死ぬ事さえある。三ヶ月間、一度もお呼びのかからなかったペデラスティリアは、当然他人の不幸分を補給する事も出来ず、そろそろ不幸失調気味になりかけていた。このところずーっとダルいのも、もしかしたらそのせいかもしれない。

「……召しよう喚かんされるの待ってるだけじゃなくて、ちょっと自分から営業に回ったほうがいいかも」

　コキコキと首を鳴らすと、えいっと気合いを入れて立ち上がった。

　指を一つぱちんと鳴らすと、髪から突き出た角つのとシャツから覗のぞいた黒い羽根、そしてパンツからはみ出た尻尾しつぽを消す。そして手早く身支度を調えた。鏡かがみを覗いて指さし確認。

「髪型オッケー！　服オッケー！　おっしゃ！　気合い入れて行くか！」

　パンと両手でほっぺたを叩たたく。

　そろそろ五百歳さい近いペデラスティリアだが、背せ丈たけや顔立ちがまだまだ子ども規格だから化け粧しようはしない。もっとも、化粧などしなくても、肌も唇くちびるもそんじょそこらの人間より遥はるかに綺き麗れいだ。それに必要とあれば、偽りの美しさで身を装よそおう術はいくらでもある。

「それじゃ、行ってきまーす」

　部屋の片隅に置かれたお気に入りのうさぎのぬいぐるみに向かって声をかけると、こないだ買ったばかりのサンダルをつっかける。そしてペデラスティリアは安アパートのドアから出て行った。

　月の明るい夜だった。
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　とある休日の昼下がり。

　賀か茂も是これ雄おは居間のテーブルで真ま面じ目めに明日提出の宿題をやっていた。

　すぐ隣となりでは、熾し天てん使しで賀茂の守しゆ護ご霊れいのアブデルがアニメのＤＶＤを大音量で鑑かん賞しようしている。出来れば自室で静かにやりたいところだが、残念ながら賀茂の部屋は三畳一間の納なん戸どで、その上アブデルと二人で共用だ。勉強机など置くスペースはどこにもないのである。

「……三角形ＡＢＣにおいて、外心Ｏ、重心Ｇ、垂心Ｈはこの順に同一直ちよく線せん上にあって、ＯＧ：ＧＨ＝１：２であることを証明せよ……」

「シモーヌ・ペテロたんキタ────────！　お寝坊さん萌もえ────────っっ!!」

「……要するにＯＧ：ＯＨは１：３の関係にあるわけだから、え～っと……。あ、いや待てよ、ベクトルＯＧを三倍した点が垂心Ｈと重かさなる事を示せば早いのか」

「出た────────っ！　イスカリオテのジュディいいいいいいいっっ!!　素直になれないところが可愛かわいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃっっ!!」

「ええと、一般にベクトルＡＢとベクトルＣＤを掛けた時に０になる時線分ＡＢと線分ＣＤは直角だから、それを利用して証明出来るかな……。３×ベクトルＯＧ＝ベクトルＯＡ＋ベクトルＯＢ＋ベクトルＯＣが一般に成り立つから、そいつを利用して式を立てると、え～と………」

「シモーヌたん、『イエスさまなんて知らないっ！』発言キタ──────────!!」

「あーっ！　もう！　さっきからうるさいそこ！　いちいち大声張り上げて、何観みてんだ一体？」

　思わず賀か茂もはテーブルを叩たたいて怒ど鳴なりつけた。

　ちっとも悪びれた素そ振ぶりを見せずに振り返るアブデル。

「ん？『使徒ター・プリンセス　～イエスさま大好き～』のＤＶＤだが？」

「何だそりゃ……？　っていうか、使徒ターって、その『ター』は何……？」

「まあ、上手うまい語呂合わせが見つからなかったのだろう。気にするな。で、内容を簡かん単たんに説明するとだな……」

　ケースを高らかに掲げながら売りのコピー文を読み上げるアブデル。

「ある日突然、あなたに十二人もの使徒が出来たらどうしますか？　それも……とびっきり素直でとびっきり愛らしくてとびっきりの寂さびしがりや。その上……彼女たちはみんなみんな、とびっきりイエスさまの事が大好きなんだぞっっ!!」

「はあ……？」

「でも残念な事にイエスさまは人類の原罪を購あがなうべく磔はりつけになってしまって、イエスさまと会えるのは死後三日目の復活の日だけ！　大好きなイエスさまと会えない使徒たちは寂しくていつもイエスさまの事ばかり想おもってしまうんだ！『神様……どうか、早く御み国くにが来ますように……私の大事な大事なイエスさま……会えないでいると……寂しい気持ちでいっぱいになっちゃうよ……』ってな！　くはぁっ！」

「え～っと……」

「しかもアニメ版オリジナルキャラとして、なんと十三番目の妹『イスカリオテのジュディ』まで出てくるんだぞ！　コイツはイエスさまが好きすぎて嫉妬と独占欲に狂った挙あげ句く、銀貨三十枚でイエスさまを敵に売る裏切り者になってしまうんだ！　分かるか？」

「分かるかって何がだ……」

「この作品の萌もえツボがだ！」

「分からん」

　一言で切り捨てる賀茂。だがそんなくらいで引っ込むほどやわなアブデルではない。

「まあ、こればっかりは口で説明しても分からんかもしれん。やはり実際に自分で経けい験けんしない事にはな。というわけでお前も一いつ緒しよに観ろ！　観て萌もえろ！　萌え尽きろ！」

「いや、だからボクは宿題が……」

「そんなもの、寝る前に五分で片づければいいだろうが。勉強などより大切な事は世の中いっぱい溢あふれているぞ」

「それはそうかもしれないけど、でもアニメ観るよりは勉強のほうが大事だろ」

　至し極ごく優等生的に切り返す。

　そこへ、居い候そうろうの悪あく魔まっ娘こ、桂かつらたまが入ってきた。

「あの～、すみません。今忙いそがしいですか……？」

　入り口から遠えん慮りよがちに顔だけ覗のぞき込ませる。

　アブデルが振り返って答えた。

「すまんが賀か茂もは今から俺おれと一いつ緒しよにアニメを鑑かん賞しようするところでな。すまないがそのあとにしてくれないか。何なら一緒に観みても構わないが」

「あ、そうなんですか。じゃあ、一緒に観てから……」

　うなずきかけるたま。賀茂が遮さえぎる。

「いや、そのわけ分からんアニメはもうどうでもいいから。で、たまちゃんどうしたの？」

「待て賀茂キサマ！　宿題が忙しいからと言って俺のアニメは無視したくせに、たまちゃんの用事ならホイホイ聞くのか！」

「うん」

「く……っ！　あっさりうなずきおって！　確かに美少女から用事があると言われれば何を置いても最優先すべきかもしれんが、それならこのＤＶＤにだって十二人もの美少女たちが待っているというのに……！」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった様よう子すで怒りに体を震ふるわせるアブデル。

　たまは、いいのかな、といった調子でおずおずと賀茂を見上げる。

「あの、賀茂さん、宿題中だったんですか？　だったら私の用事はあとでも……」

「いや、別に大丈夫。焦あせらなくたって夜にやってもいいし」

　シャーペンを片づけプリントをたたみながら、たまのほうへ向き直る賀茂。ここで引き下がられると、またアブデルにアニメ鑑賞を迫られる。

「で、どうしたの？」

「あ、はい。え～とですね、その……」

　ちょっと言い淀よどむたま。

「……ちょっと前に、魔ま女じよのサラさんが来た時のこと憶おぼえてますか？」

「ん？　ああ、あのインチキくさい魔法の国のプリンセス？　憶えてるけど」

「あの時サラさん、私の力を上じよう手ずに使って色んな魔法使ってましたよね」

「うん」

「あれって、私でも練習したら同じ事出来るようになるんでしょうか……？」

「そりゃまあ元はたまちゃんの魔力なわけだから、本人であるたまちゃんに出来ないわけはないけど……」

「じゃっじゃあっ、あのっ、どうやったらいいか教えてもらえないですか？」

「え？」

「あの、べ、別に今すぐじゃなくてもいいんで、暇ひまな時に……」

「いいけど、いきなり何で……？」

「え……？」

「いや、たまちゃんどっちかっていうと今までそういうの避さけてたような感じだったから。オカルトっぽいのは苦にが手てだって言ってたし、それに……」

　それに、かつてたまは自らの妖よう気きを自覚せずに垂たれ流していて、身近な人も含めて十万人規模の被害を出した事がある。その中には育ての親である神父や親友のクラスメイトなども含まれており、たまの中で強いトラウマとなっている。以来たまはずっと、悪あく魔まとしての自分、過剰な魔力を持った存在としての自分に対して拒絶感を抱き続けていた。普ふ段だんの生活においても、寝る時も食事の時も常に自分の妖気が外へ漏もれないよう気を配り、賀茂たちもたまの事を妖気など帯おびていないただの人と同じように扱うよう出来るだけ心がけてきた。そのたまが、何故なぜまた突然こんな事を言い出したのだろうか。

　不ふ思し議ぎに思っていると、たまはＣＤのケースを差さし出した。

「こないだみきさんにこのＣＤ借りたんです」

「何？　さだまさしベスト？　みきさんこういうの好きなのか……」

「それで、この中に『償つぐない』っていう歌が入ってて……。交通事故で人を轢ひいてしまった『ゆうちゃん』っていう主人公が、死なせてしまった人の奥さんに償うために少ないお給料の中から七年間も仕送りを続ける歌なんですけど……」

「な、何かヘヴィだな……」

「それで、ゆうちゃんは七年もの間、仲間から『貯金が趣しゆ味みのしみったれた奴やつ』って馬ば鹿かにされながら黙だまってずっと仕送りを続けてたのに、それに比べて私は一体何をやってるんだろうって……。何一つ償いになるような事してないんじゃないかって……」

「あー、なるほど……」

　単純に影えい響きようされやすいだけなのか、ずっと気に病やんでいるからこそ簡かん単たんに影響を受けるのか。多分両方なのだろうが。

「それで……だけど今の私じゃ、償いとして出来る事ってないですし、ゆうちゃんみたいに仕送りしようにも通帳とか全部賀か茂もさんのお母さんに預けちゃって自分じゃ動かせないですし、そもそも自分で稼かせいだお金じゃないですし……。それで、せっかく持ってる自分の魔力を使って何か出来ないかな、って……。この力のせいでたくさんの人を病気にしたり傷つけたり死なせたりしちゃったけど、それをいい方向に使えないかって……。今までは自分の力は悪い事にしか使えないと思ってましたけど、こないだのサラさんみたいに上じよう手ずに使えば色んな事出来るんだったら、何か人の役に立つ使い方も出来るかもしれないって……」

「そういう事か。いいんじゃないかな」

　賀茂はうなずくとアブデルのほうを振り返った。一応アブデルの意見も聞いておきたい。

「どう思う？」

「自らの魔力で償いか……」

　アブデルは難しそうに顔をしかめて唸うなった。そしてたまのほうを向く。

「で、たまちゃんよ。償つぐないとして具体的にどういう事をするのかは考えてあるのか？」

「え？　あ、いえ、それはまだあんまりしっかり考えてないですけど、とりあえず相手の人のお願い事とかを頑がん張ばって叶かなえてあげるとか……。悪い事した償いですから、ちゃんと満足して許してもらえるまでどんな事でも、って……」

「そうか。う～む……」

　再び考え込むアブデル。

「どうしたんだ？　何か問題でも……？」

　賀か茂もが問うと、アブデルはたまに聞こえないよう少し声を潜ひそめた。

「いや、特に問題というわけではない。償いはいずれしなければならない事だ。ただ、彼女にはまだ早いのではないかと思ってな」

「まだ早いって？」

「つまりだな。償うという事が何なのか、何を以て償いとするのか、己おのれの罪が購あがなわれるとはどういう事なのか……。そういった事柄について充分な考えを彼女が持っているのかどうかが、ちと心配でな。彼女は生来、人が喜ぶのを見るのが好きなお人好しであり、加えて負い目がある。償うつもりが、やりすぎてしまって逆に相手を堕だ落らくさせかねん」

「堕落させかねないって例えば……？」

「つまりだ。もしいきなり目の前にたまちゃんが現れて、あの小さい体を申し訳なさそうに縮ちぢめながら上うわ目め遣づかいで『ごめんなさい。償いのために何でもします』なんて言ったら普通の人はどうする？」

「どうするって……？」

「あんな可愛かわいらしくて純真な女の子が殊しゆ勝しような態度で『何でもします』だぞ？　そんな事を言われてみろ！　思わず相手の負い目につけ込んで、文字どおり『何でも』させてしまうだろうが！　だが！　美少女の純じゆん潔けつは幻まぼろしの一一八番目の元素ウンウンオクチウムよりも重い！　それを汚けがすような真似まねをする輩やからは神の手によって地じ獄ごくの業ごう火かに投げ込まれるべき者だ！　善良な一般人をそのような咎とが人びとへと転落させていては、償うどころか誘ゆう惑わくし堕落させているだけではないか。違うか？」

「え、え～っと……。『何でもします』って言われたら誰だれでもいかがわしい事をするに決まってる、っていうのは確定事項なのか……？」

「そのとおりだが？」

「あっそう……」

　こんなに堂々と即答されては引き下がるしかない。

　アブデルはもっともらしい顔で続けた。

「人の心は弱く、欲望には限りがない。善よい事をしたつもりで相手を駄だ目めにしていては、償うどころかかえって罪の上うわ塗ぬり。たとえ善行であっても、行きすぎれば結果として悪になる。『相手が望むから何でもする』ではなく、適正な範はん囲いはどこまでなのかを自分できちんと見定める事が大切になってくるのだ。さっきの歌の話でもそうだ。もし主人公が月に何十億と稼かせぐような地位にいて、事故後もその収入を維い持じしていたとしよう。そんな収入のある奴やつが毎月数万円程度の仕送りをしていたところで誠意など感じられまい。だが、かといって『自らの身を削る思いをせずに償つぐないとは言えない。被害者の奥さんの望む額を送ろう』などと考えたら一体どうなると思う？　ごく普通の一庶民だった被害者の奥さんの暮らしは、突如としてもし望みさえすれば何十億、何百億もの金がすぐ舞まい込んでくる生活に変へん貌ぼうするのだ。当然働くのは馬ば鹿からしくなって、遊ゆう蕩とう三ざん昧まいの暮らしに堕おちてしまうのは目に見えているだろう。そして一度その味を覚えてしまえば、もう元の庶民暮らしには戻れない。口先では『お金なんかでは主人を亡くした心の痛みは癒いやされない』などともっともらしい事を嘯うそぶきながら、いつまでも寄生虫のように金を貪むさぼり続け、そうして内面まで腐くさり果てていくのが人の常だ。たまちゃんは強すぎる魔ま力りよくを持ち、常人に及ぼす影えい響きようも尋じん常じようではないが故ゆえに、そこの自覚は一層大切になってくる」

「な、何かもっともらしい形にまとめたな……」

　上じよう手ずに正論へとつなげたアブデルに、賀か茂もは呆あきれた調子で呟つぶやいた。だが、確かに人間誰だれしも楽なほうへ流されてしまうものだ。そして、たまほどの膨ぼう大だいな魔力を自在に扱えるようになれば、どんな不可能な事だって出来るようになってしまう。その時、「償いだから」という理由でどんな望みも聞いていては、結果的に相手を堕だ落らくさせてしまいかねない。どの辺あたりに線せん引びきをするかは慎重に考えなければいけない問題である。

　賀茂は黙だまって考え込んだ。

　二人のやりとりを黙って見ていたたまが尋たずねた。

「あ、あの……ダメ……ですか……？」

「ん？」

　振り返ったアブデルの目に、おどおどと不安げに見上げるたまの姿が入った。その瞬しゆん間かん、アブデルは「はうぁっ！」と顎がく関節脱だつ臼きゆうを起こさんばかりに愕がく然ぜんとした。

　親を悲しませようが妻を泣かせようがそんなものは「芸の肥こやし」で済ませればいいが、美少女をがっかりさせるのだけはやってはならない。人として、否いな、全すべての理性的存在者にとって、超えてはならない一線だ。ましてや純粋思考を本性とする熾し天てん使したるアブデルにとって、これは断じてあるべからざる失態である。

「いっ、いやっ、ダメって事はないぞ。俺おれはいつだってたまちゃんの味方であり、たまちゃんがやりたいというのなら問答無用で賛成だ。当然だろう？」

　前言を思いっきり無視して態度を豹ひよう変へんさせるアブデル。

　その無節操な振る舞いに、思わず賀茂が呟く。

「って、いいのか？　今さっき言ってた事は……」

　だがアブデルは即答だ。

「構わん。そもそも、ドジっ娘こであるたまちゃんがまともに魔ま力りよくを行使出来るようになるには百年単位の時間がかかるだろうし、その頃ころにはどうせ被害者の遺い族ぞくなど全すべて死に絶えているだろうからな。そうなれば、さっきのような懸け念ねんなどもはや必要なくなるではないか」

「……何かそれもまた色んな意味で問題発言だな」

　不ふ謹きん慎しん極きわまりない発言である上に、さりげなくたまにも失礼だ。

　だがアブデルは何食わぬ顔で真しん摯しに続ける。賀か茂もの呟つぶやきなど端はなから無視である。

「それに何より、自分の過ちを償つぐなうために何か行動しようという気持ちは大事なものだ。これは尊重してやらねばならん。また、自らの魔力をもって償いをするという目標によって自分自身の持って生まれた力を肯こう定てい的に捉とらえ直せるのなら、それはたまちゃん自身の今後の人生にとっても大いにプラスになる。過去の過ちを償い、自らの魔力を受け入れてこそ、初めて彼女は『呪のろわしい存在としての自分』から解放されるのだ。彼女の人生を第一に考えるなら、どこにも反対する理由などないではないか。違うか？」

「え……え～っと……」

　これはこれで正論なので言い返せない賀茂。というか、そもそも賀茂は最初っから賛成していたのであって、むしろ反対してたのはアブデルだ。今いま更さらもっともらしく説得されても困る。

「………結局賛成するんだったら、最初っから反対とか言わなきゃいいのに」

　面おも白しろくなさそうに愚ぐ痴ちってから、賀茂はたまに向き直った。

「とにかく、アブデルもオーケーしてくれたみたいだし、やってみようか」

「はい！」

　たまは満まん面めんの笑えみでうなずいた。

　アブデルもリモコンに手を伸ばしてＤＶＤを止める。

「よぉし！　ではこの俺おれがせんせいさんになって、あれもこれも教えてやるとするかぁ！　すごい秘密や言えない事も全部なぁ！　はっはっは」

　らんらんら～んと鼻歌を歌いながらやる気満々で立ち上がった。

「はいっ！　よろしくお願いしますっ！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で嬉うれしそうに応じるたま。

「アブデルはアニメ鑑かん賞しようしてていいから……」

　一体何を教える気なんだか。無邪気に「よろしくお願いします」とか言ってるたまもたまだ。

　賀茂はこめかみを押さえると、困ったようにため息を漏もらした。
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　家の裏手の鎮ちん守じゆの森を抜けて、少し広い河原に出る。以前たまに霊れい視しの練習をさせた時と同じ場所だ。

　たまの妖よう気きの強さは尋じん常じようではない。少し漏もれただけでも周囲にどんな被害を及ぼすか分かったものではない。だがこの河原なら人ひと気けも少ないし、万が一練習中に妖気が漏れても人家に被害が及ぶ前に賀か茂もたちで対処出来る。

　結局一いつ緒しよについてきたアブデルが、賀茂に問うた。

「で、修しゆ行ぎようと言っても具体的に何をやるか考えてあるのか？」

「うん。たまちゃんはもう霊視は出来るわけだから、とりあえず妖気を集中させる練習から始めようかなー、と」

　賀茂は家から持ってきたランタンを取り出すと、適当な岩の上に置いた。

「妖気を集中させる練習ですか？」

　たまが首を傾かしげた。

「うん。かなり昔にちょこっとだけ言ったと思うけど、方向性もなく漠然と漂ただよってるだけの状態が妖気とか霊気で、それを一つの目的に向けて集中させると魔ま力りよくとか霊力になるんだ。で、色々と術を使おうと思ったら、魔力の形に集中させてやらないと使えないわけ。だから、妖気を集中させるのは基本中の基本なんだ」

　説明しながら、ライターでランタンの中のロウソクに火を点つける。

「じゃ、ちょっと手本見せるから、霊れい視ししてしっかり『見て』て」

「はいっ」

　小さな拳こぶしをギュッと握って、こくっとうなずくたま。

　賀か茂もは少し離はなれた所からロウソクをじっと凝ぎよう視しした。そして全神経を集中させる。

　しばし沈ちん黙もくが訪れる。

　五秒……。十秒……。

　近くの木から鳥が飛び立った。ザッと木この葉の音が響ひびいた。

　その時。

　ゆらり……。

　ランタン内のロウソクの火が突然揺ゆらめいた。

「あっ！」

　一いつ瞬しゆん声を上げるたま。

　だがその時にはすでに炎は小さな音を立てて消え、あとには白い煙けむりが漂ただよっているだけだった。

「ふぃ～……っ」

　賀茂は大きく息を吐くと、吹ふき出した額ひたいの汗を拭ぬぐった。たかがロウソクの炎とはいえ、賀茂自身の霊力だけではかなりキツい。

「どう？　ちゃんと『見』れた？」

「はいっ！『見』ましたっ！　びっくりしました！　すごいです賀茂さん！　尊敬し直しましたっ！」

「そう？　ありがと」

　感かん激げきしすぎて大はしゃぎのたまを見て、賀茂はちょっと困こん惑わく気味に苦く笑しようする。そんな賀茂にはお構いなしに、ひたすら感激しまくるたま。

　それを見ていたアブデルが、後方で秘めやかにいじける。

「くそっ！　賀茂の奴やつ、自分だけいいところを見せつけやがって……。俺おれが本気になればロウソクの火どころか太陽でも消し去ってみせるというのに……」

　地上で受じゆ肉にくし、天使としての本性に真っ向から逆らう「肉体」を纏まとってしまっている状態のアブデルは、守しゆ護ご対象の賀茂を媒ばい介かいしないと自分の霊力を発はつ揮き出来ない。従って、熾し天てん使しという天使の階級で最上級の霊力を持ちながら、たまの見ている前でいいカッコしてみせられないのである。

　そんな可哀かわい想そうなアブデルの事はほっといて、賀茂はたまの特訓に話を戻す。

「で、今ボクが火を消した時の霊力の様よう子すはどんなふうに『見え』た？」

「あ。はい。えっと、賀茂さんのおでこの辺あたりからロウソクに向かって、細～い線せんみたいな感じでつながってました。それで、だんだんその線みたいなとこに集中してる霊力が増えていって……」

「うん。そうやって自分とロウソクの間をつないで霊れい力りよくを送り込んで、火に影えい響きようを与えて消したんだ。簡かん単たんでしょ？」

「か、簡単ですか……？」

　不安そうな目で見上げるたま。

「で、でも私、どうやって賀か茂もさんみたいにロウソクのとこまで妖よう気き届かせたらいいか全然分かんないです……」

　おろおろと困り切った瞳ひとみにうっすらと涙がにじむ。

「あ……。いや、簡単って言ったのは、たまちゃんくらい強い妖気があれば火を消すのなんてすぐだろうって……」

　慌あわてて言い訳をする賀茂。普ふ段だんの生活で妖気を体の外に漏もらさないようにするのは完かん璧ぺきに出来ているから、制御の仕方なんて分かってると思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

　賀茂はたまの隣となりに並ぶと、体を屈かがめて目め線せんの高さを合わせた。

「えっと、ロウソクまで妖気を集中させて届かせる方法だけど、まずは自分とロウソクの間に細い線がつながってる様よう子すを強くイメージするんだ」

「はい……！」

　たまは小さくうなずくと、ロウソクを一いつ生しよう懸けん命めい見つめる。

　本当を言えば、霊力は物体ではないので空間には縛しばられないから、距きよ離りなどすっ飛ばしてもっと直接ロウソクの火に働きかけるイメージでも構わない。だが、初心者にはこういう空間的なイメージのほうが思い描きやすくてやりやすい。しっかりと強固なイメージが必要とされるのだから、具体的に想像しやすいほうが良いのだ。

「しっかりイメージ出来た？　そしたら『眼』を開いてよ～く『見て』みて。もうすでに、ほんのわずかだけどロウソクとたまちゃんを結ぶ影響関係の線がつながってるのが分かると思うんだけど」

「え～と……。あっ。はい。『見え』ます」

　必死で霊視の『眼』に神経を集中させながら、こくこくとうなずくたま。

「そしたらそれに沿って、自分の妖気を少しずつそっちへ流していくんだ。その時、『火よ消えろ』って強く念じながら流す事で妖気が方向づけられるから」

「はい……！」

「後は、自分とロウソクをつないだ線のイメージをしっかり保持し続けてれば制御出来るよ。ただしイメージが狂ったりすると制御が乱れるから注意して」

「は、はい……」

　たまはごくりとつばを飲む。

　その隣で賀茂はじっと『眼』を見開きながら、妖気の流れを注視する。

「そうそう。いい感じ。そうやって何かの目的に方向づけられて集中させた妖気が、いわゆる魔ま力りよくっていう奴やつで……」

「あ、あの、賀か茂もさん……」

「ん？　どうかした？」

「あの、何て言うか、私の妖よう気きなんですけど、勝手に動き回ろうとする力がすごくって、そっちの力に引きずられて、自分とロウソクをつないでる線せんのイメージが引っかき回されるっていうかその……」

「え……？」

「あっ！　わわっ！　だっ、だめですっ！　線じゃなくて何か別のイメージに……っ！　ちょっ、ちょっと……待って……っ！　ああっ！　だっ、だめっ！」

　伸びていた魔力が突然制御を失った。

「あーっっ！」

　暴ぼう発はつする魔力。ランタンごとロウソクが吹ふき飛んだ。ガラスの破片が音を立てて弾はじけ飛ぶ。さらに拡散した妖気に曝さらされて、河原の草がものすごい勢いで立ち枯れていく。

「マズい！」

　賀茂は咄とつ嗟さに精神を集中させると唱えた。

「熾し天てん使しアブデルの名において命ずる！　邪悪なる妖気よ去れっ！」

　言い終わると同時に賀茂の体を通じてアブデルの霊れい力りよくが放出される。その霊力はあっという間に漏もれた妖気を覆おおい尽くし、一気に消し去った。

「や、ヤバかった……」

　ふぅ～、っと息を吐つくと同時に吐き気が込み上げた。

「……うぷっ!?」

　そのまま地面に軽く嘔おう吐と。

　どうやら自分も少したまの妖気の煽あおりを喰くらったらしい。妖気自体は消し去っても、狂わされた体調が即座に回復するわけではない。

「だっ、大丈夫でしたかっ!?」

　たまがあたふたと駆け寄ってくる。泣きそうな顔だ。

「ごめんなさい。あの、私……」

「ああ、いや、大丈夫……げほ……」

「す、すみません……」

「いや、こっちもちょっと油断してたから……」

　完全に妖気を漏らさない無害な存在になってから長いせいで意い識しきが緩ゆるんでいたが、やはりたまの力は尋じん常じようじゃない。何の安全対策もせずに練習に付き添そうなど、無防備すぎた。せめて護ご符ふくらい身に付けておくべきだった。

「とにかく、妖気は祓はらったしもう大丈夫だから。ホントに。だから心配しないで」

　賀か茂もはしゅんとなるたまの頭を軽く撫なでて慰なぐさめる。

　後ろからアブデルが賀茂の肩を叩たたいた。耳を貸せと身振りで示す。

　賀茂はたまに少し待ってもらって、アブデルと二人でちょっと離はなれる。

「……もっと簡かん単たんにやれると思ったんだけどなぁ。普ふ段だんの生活でも全然妖よう気き外に漏もらさないし、制御する能力は充分ありそうなのに……」

　正直、失敗するとは思っていなかった。というよりも、寝ても起きても食事の時も風ふ呂ろの時も、ちっとも周囲へ被害を出さないくらい完かん璧ぺきに制御出来ているのに、何でこんな程度で失敗するのかそっちが疑問だ。

「まあ、体から外へ漏らさないようにするだけなら、無む意い識しきに持っている身しん体たいのイメージをそのまま使えるからな。霊れい魂こんは肉体の形相エイドスであり、肉体こそは精神の最良のイメージ。目をつぶっていても自分のつま先に正確に触れる事は容易だろう。それほどまでに、自じ己この身体イメージとは根元的なものなのだ。だが、体の外部へ全く新しいイメージを形成して維い持じし続けるとなると、まるで違った困難が伴う。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかんだろう」

「そっか。んじゃ、ホントに初心者と一いつ緒しよって考えないと駄だ目めなのかな」

「うむ。そのほうが無難だな」

「それじゃ、結界でも張って妖気漏もれ対策しとくか」

「そうだな。彼女の妖気で新たな犠ぎ牲せい者が出た時は問答無用で封ふう印いんするという一巻の頃ころの約束もあるしな」

　ガラスケースに封印すれば生きたフィギュアとして鑑かん賞しよう可能なので、アブデルとしてはたまを封印してしまう事にさほど抵抗はないのである。否いな、むしろ、封印してしまえば自分の所有物として扱えるわけで、そう考えればむしろ、今の状況より好ましい。現状ではどう足あ搔がいても、たまは賀茂のものであってアブデルの手には入らないからだ。

「あの約束って今でも生きてたのか……。ボクが死んだ時点でもお咎とがめなしみたいだったから、もう無しって事になってたと思ってた」

「まぁ、俺おれの中ではお前は数に入ってなかったというだけの事だ。それにこうして臆おく面めんもなく転生して復活してきているのだからごちゃごちゃ言うな」

「いやまぁ別にいいけど……」

　前ぜん世せの記き憶おくを持ったまま転生して元どおりの暮らしに復活出来たのは、アブデルの手回しのおかげだ。立場的にあまり口答え出来ない。それに、昔の約束があろうとなかろうと、たまの妖気で他人ひとに被害を出してはいけないという事に変わりはない。

「とりあえず、結界張っとくか」

　そううなずくと、賀茂はたまのところへ戻った。

「あのさ、たまちゃん。今みたいに失敗すると妖気があちこちに散らばって危険だからさ、周囲にちょっと結界張っとくから、その中で練習する事にしよう」

「あ。はい。分かりました」

「じゃあ今から張るからちょっとだけ待っててくれる？」

「はい。すみません、お手数おかけして……」

「別に気にしなくていいから」

　うなだれるたまを軽く慰なぐさめてから、賀か茂もは結界を張る準備にかかった。

　座っているたまを中心に、河原の石を円状に積つみ上げて内外を区切る。その円の中に三角形を描く。更さらにもう一つ三角形を逆向きに重かさねて六ろく芒ぼう星せいとし、その内部を霊れい的に独立させる。あとはそこへアブデルの霊力を正確に注入してやれば完成だ。アブデルの霊力以上の強さを持った魔ま力りよくでない限り、結界を通り抜ける事は出来ない。たまの妖よう気きがいくら強いと言っても、所しよ詮せんは方向性の定まらない曖あい昧まいな力。熾し天てん使したるアブデルの霊力を借りて張ったこの結界を超えて外に漏もれ出す事はまず不可能だ。

「……ついでに溜たまった妖気を浄化するような仕掛けもしといたほうが安全だよな。あれってどうやったっけ……」

　昔やった事があるが、アブデルに逐ちく一いち指示されながらだったのでうろ覚えだ。

　だが、アブデルは首を振った。

「いや、妖気を浄化するような働きは抑えめでいいだろう。浄化作用が強すぎると魔力の集中をも阻害してしまって、練習の妨げになるからな」

「それもそうか。分かった」

　どっちみち結界に触れた妖気はアブデルの霊力で勝手に浄化されてしまうから、放っておけばいずれ綺き麗れいになる。それより、余計な浄化作用をつけて練習の邪魔になっては悪い。

「じゃ、こんなもんでオッケーかな」

　賀茂はうなずくと、箱はこから新しいロウソクを取り出して火を点つけた。

　さっきと同じ岩の上に溶けたロウを垂たらしてロウソクを立てる。ランタンは壊こわれたが、今日は風がないから剝むき出しでも大丈夫だろう。

「それじゃたまちゃん、もう一回やってみよっか」

　たまに向かって声をかける。

　だが、何故なぜかぼーっと地面を見て無反応のたま。

「たまちゃん……？」

「え……？　あっ、は、はい！」

　再度呼びかけると、慌あわてて顔を上げた。

「どうしたの？　ぼけーっとして……？」

「あ、いえ、その、私なんてさっきみたいな少しの力でも集中させられなくて苦労してるのに、賀茂さんはこんなものすごい霊力を簡かん単たんに使いこなしてて、すごいなぁ……って……」

　尊敬と感嘆の眼まな差ざしで見つめるたま。

「あ……、いや、その……、まぁ、大したことないけど……。引き出せてる力も、アブデル本来の霊れい力りよくからしたらほんのわずかだし……」

　賀か茂もはどう答えていいか分からず、赤くなって目を逸そらす。褒ほめられるのはあまり得意じゃない。

「と、とにかくその、練習！　練習しなきゃ！　ホラ！」

　照れ隠かくしに急せかしてみる。

「そうですね。じゃあもう一度……」

　たまは素直にうなずくと、ロウソクを見つめた。

　アブデルが助言する。

「ちょっと待ったたまちゃんよ。さっき見ていて思ったのだが、怖こわ々ごわやるより思いきってたくさん妖気を放出するくらいのつもりのほうが成功するかもしれん」

「そうですか……？」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるたま。

　賀茂が考えながら呟つぶやく。

「確かに、たまちゃんは元の力が強すぎるから無理に抑えようとするとかえって難しいかもしれないな……。ボクもアブデルの力を、ロウソクを消す必要最小限だけの力に絞って引き出せって言われたらまず不可能だし」

「なるほど……」

「というわけだ。今度は結界が張ってあるからミスしても心配いらん。持てる妖気の全すべてを注そそぎ込むくらいの勢いで行け」

「分かりました！」

　アブデルの言葉にたまはぐっとうなずくと、一いつ生しよう懸けん命めいこぶしを握って再び集中。自分とロウソクをつなぐ線せんをイメージし、思いきってさっきよりも多おおめに妖よう気きを流し込む。

　しかし。

　少量でもコントロールしきれなかったのに、量を増やして制御出来るわけもなく。

「あ────────っ！」

　絶望的な悲鳴と共に、またもや思いっきり失敗した。それも今回はさっきと違って、魔力として集中させる事さえ出来ずに暴ぼう発はつだ。飛び散った妖気の煽あおりを喰くらってロウソクの火は搔かき消されたが、これは到底成功とは呼べない。

「ま、また失敗です～……」

　たまは賀茂にがっかりした顔を向けた。

「ま、まあ、一度や二度ですぐ成功するものじゃないし。あんまり落ち込まないで。ボクも一年くらいかかったし、気長にいこう」

　賀茂は慌あわてて慰なぐさめる。

「はい」

　たまがうなずいたその時。

　弾はずみで揺ゆれた頭のリボンが、ボロボロになって崩くずれ去った。

「あれ……？」

　頭に手をやるたま。

　すると今度はその動きに引っ張られて上着が音もなく破れた。

「あわわわわっ!?」

　慌あわてて両手で抱き留とめるが、押さえたところから塵ちりとなって風に消えていく。

「なっ、何だ一体!?」

　思わず声を上げる賀か茂も。

　アブデルが冷静に言った。

「分からんのか。妖よう気きだ。失敗して拡散した妖気は結界に閉じ込められる事でその濃度を保ち、内部に存在するもの全すべての調和を乱し劣化させているのだ。たまちゃん本体は自ら纏まとう妖気がバリアとなって影えい響きようはないが、それ以外のものはあの妖気には到底耐えられん」

「それって要するに……」

「そう！　彼女の衣服は妖気によって塵と化し、そうして彼女の一いつ糸し纏わぬ白い肌が露あらわに現れるっ！　しかもこれはあくまで練習中の不幸な事故であり彼女の自じ業ごう自じ得とくとなるから、彼女の裸をいくら目もく撃げきしたところで決して俺おれたちが咎とがめられる心配はない！　全すべては俺の読みどおりだっ！」
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　とてもナイスな笑え顔がおでさわやかにガッツポーズを決めてみせるアブデル。

「あのな……」

　賀か茂もは呆あきれを通り越して殺意の波動に目覚めそうになる。

　だが、たまの服の劣化は上着を崩ほう壊かいさせたところで止まった。

　たまは下に着ていたシャツを恐る恐る引っ張り、崩くずれない事を確認してホッと安心する。

「そっ、そんな……っ！」

　一転して、愕がく然ぜんと大地に崩れ落ちるアブデル。

「だから……っ、だからあれほど思いきって全力の妖よう気きで行けと噓うそ忠告をしておいたのに……っ。全ぜん裸らとは言わんが、せめて下着姿くらいは拝おがませてくれても……」

　妖気や霊れい気きが物質に影えい響きようを与えるには、ものすごい力を必要とする。さっきの量程度では、リボンと上着を塵ちりにするくらいで限界だったらしい。もっとも、それだけでも常じよう軌きを逸いつしたとんでもない力ではあるが。

「妖気の浄化はやらないでいい、って言ったのも全部それが目的か…………」

　結界内に溜たまった妖気を浄化しながら、何だか頭が痛くなってくる賀茂だった。




　その夜。

　みんな引き上げたあとの河原に、一つの人ひと影かげがあった。少女だ。小柄な体は黒い服で覆おおわれ、髪は凍るように冷たく輝かがやく銀の色。

　ニューヨークから左遷されてきて三ヶ月の小こ悪あく魔ま、ペデラスティリアだ。営業回りで通りかかったら変な結界を見かけたので、ちょっと寄ってみたところである。

　物珍めずらしそうに結界を眺めて呟つぶやく。

「うっわ～……。こんなとこにこんな強力な結界張って、何やってんだろ……」

　中を覗のぞくが、肉眼に映るのは何の変哲もない石だらけの河原の地面。唯ゆい一いつ変わった事と言えば、あちこちに生はえている雑草や苔こけが、結界内だけは綺き麗れいに全部枯れ果てているくらい。

　ペデラスティリアはしばし結界の中をじっと凝ぎよう視ししていたが、やがてあきらめて小さくため息をついた。

「やっぱ『見え』るわけないか。こんな強力な結界越しじゃね」

　だったら結界内に入ってみようかと手を伸ばす。その瞬しゆん間かん、暗い夜の闇やみに一瞬青い火花が散る。

「あつ……っ！」

　慌あわてて手を引っ込めた。

「あ～びっくりした……、さすがに私レベルが触れたらヤバいかな……。いや、でも……」

　弾はじかれた指先を見つめて首を傾かしげる。

　何か妙だ。

　さっきの反発力。結界に込められた霊れい力りよくから想像したほど激はげしい威力じゃなかった。指先も怪け我が一つしていない。それに、拒絶されたのは体の周囲に漂ただよっている妖よう気きだけで、体内に充満している魔ま力りよくへの干渉はあまり感じなかったような気がする。もっとも、そんな微妙なところまで正確に分かるわけではない。あくまで、何となくそう感じただけだが。

「……ちょっと、試してみよっか」

　足元の石ころを拾うと、そのまま結界内に放り込んでみる。

　投げられた石はあっさりと結界の中まで到達し、地面に当たってカツンと音を立てた。

　……物理的な障しよう壁へきとしての作用はなし、と。

　続いて今度は、携帯している鶏にわとりの血で石の表面にペデラスティリア専用の紋章を描き、軽く魔力を込めてやる。そして、結界内に飛び込むよう命令を与えて再び放り込む。

　ペデラスティリアの手を離はなれた石は、自らの意志を持つかのように唸うなりを上げて飛び、結界へ突入していく。が、しかし。結界に触れた瞬しゆん間かん、ジュッと小さな音がして白い煙が上がった。そして石は力を失い、重力に引かれて鉛えん直ちよく下向きに毎秒９・８メートルずつ加速しながら放ほう物ぶつ線せんを描いて自然落下。地面にコツンとぶつかると、そのまま少し跳はね転がって止まる。

　落ちた石を見ると、表面に鶏の血で記した紋章が焦こげて剝はがれ落ちていた。

　……魔力を帯おびたものは拒絶ね。

　そこでペデラスティリアは少し考え込んだ。

　魔力を帯びたものを拒絶するというのなら、石それ自体が弾はじかれてもおかしくないはずだ。しかし実際は、今見たように石ころ自体は問題なく中へ入り、外部から賦ふ与よされた魔力だけが拒絶されている。

　つまり、石ころが本来持っているはずのない霊的なものが与えられている時に、その分だけを除去しているのか。いや、違う。それなら、ペデラスティリアが結界に触れて弾かれた理由にならない。この結界は、確かにペデラスティリアの妖気に対して反応したが、その妖気はペデラスティリア自身が本来持っているものだ。では、普通の結界のように邪悪な妖気だけに反応して拒否しているのか？　否。それも違う。ペデラスティリアは体の中も己おのれの魔力で満たされているが、しかしさっき触れた時、この結界は体の中の魔力には反応しなかった。

　という事は……。

　ペデラスティリアは何か考えつくと、髪の毛を一本抜いた。そこに魔力を込めて、まっすぐ針のようにピンと立たせる。そして、それを結界に向けて突き出した。

　髪の周囲に漂ただよう妖気に反発して、バチッと青い火花が散る。しかし、髪の毛は棒のように固く伸びた状態のまま結界の内部まで達した。毛の中に込められた魔力はそのままだ。

　引き戻して調べてみる。髪の毛は全く傷んでいない。キューティクル一つ傷ついていないようだ。

「なるほどね……」

　ペデラスティリアは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「純粋に霊れい的てきな状態のものだけ拒絶して、物体の内部にあったり一体化してるものは魔ま力りよくであっても素す通どおしなわけね……」

　生き物が出入りした時に魂が遮しや断だんされてしまわないようにとの配はい慮りよだろうか。しかし、普通の生物であれば魂と肉体の結びつきは非常に強固だし、悪魔であるペデラスティリアと違って邪悪な魂というわけでもないから、わざわざそんな事をしなくても結界の出入りに問題が出るとは思えないのだが。たとえば、神社の鳥とり居いをくぐった瞬しゆん間かんに魂が抜けたなんて話は聞いた事がない。とすると、一体どういう目的で……？

「ま、とりあえず中入ってみるか……」

　体の外に漏もれ漂ただよっている妖よう気きだけにしか反応しないと分かれば心配する事はない。

　出来るだけ妖気を漏らさないように体内に押しとどめる。霊能力を具そなえた者の前で正体を隠かくすための必ひつ須す技術だ。そして身を縮ちぢめると、目を閉じ息を止める。そして、思いきって中へ飛び込んだ。

　バリバリと静電気のような軽い反発があったが、思ったとおり無事に結界内へ入り込めた。

「ふぅ……っ」

　大きく一息。念のため体を見るが、どこも異常はないようだ。

「さてと………」

　立ち上がって『眼』を開き、周囲を見回す。

　その瞬間。

　思わずペデラスティリアはその場に凍りついた。

「な……？」

　結界内に立ち込める異様なまでに強い妖気。かつてないほどのプレッシャーを感じて、しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「この妖気の感じは………お仲間さん………？」

　ようやく我に返ると、掠かすれた声で呟つぶやいた。

　雰囲気から察するに、自分と同じく堕だ天てん使しの系けい譜ふに連なる悪魔のはずだ。

　とすると、この結界は悪魔召しよう喚かんのためのものか。呼び出した悪魔が勝手な行動をしないように、この結界内に止めておくために張ったと見なすのが一番ありえる。だがその割には召喚のための供きよう犠ぎが捧ささげられた様よう子すもないし、それに結界の張り方にも疑問が残るが……。

　それはともかくとして、この妖気は普通じゃない。同じ悪魔のペデラスティリアでさえ、この中にいたらおかしくなりそうだ。一体どんな上級悪魔だろう……。日本こっちに赴ふ任にんしてくる時は、特に先任者がいるとは聞かされていなかったが……。

　とにかく、自分とは桁けた違いの上位者だ。粗そ相そうがあってはマズい。ちゃんとご挨あい拶さつをして、何か適当な付け届けでもしておかないと。機き嫌げんを損ねたら、今後の日本滞在が非常に居い心地ごこちの悪いものになりかねない。最悪、消される恐れだってある。

「今度また日にち変えて、召しよう喚かんされてる時に来てみよ。そうすりゃ誰だれなのか分かるだろーし」

　そう呟つぶやくと、目をつぶって結界から外へ飛び出る。

「ふぅ……っ」

　強すぎる妖よう気きのプレッシャーから解放されて、ペデラスティリアは思わず伸びをした。

　ふと気がつくと、いつの間にか服の裾そでがボロボロになっている。妖気の影えい響きようだ。こんな短時間でここまでボロボロになるなんて……。改めて冷や汗が浮かんだ。

「………とりあえず、会った時にちゃんとご挨拶に手みやげ渡せるように、しっかり稼かせいどかないとなー。今晩は地道に売り込み続けるか……」

　くるりと向きを変えると歩き出す。

「あ～、しかしもぉ営業やりたくないなぁ……。さっきの客なんて、人が礼れい儀ぎ正しく『悪あく魔まです』って自己紹介してんのに、いきなり黄色い救急車呼ぼうとするしなぁ……」

　ぶつくさと愚ぐ痴ちを吐きつつ、ペデラスティリアの姿は夜の闇やみに溶けるように消えていった。
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　数日後。

　学校から帰ったたまは、賀か茂も家の裏手の河原に座っていた。周囲には賀茂が張ってくれた結界。たまの目の前にはランタンが置かれ、中には火を灯ともしたロウソクが小さく揺ゆれていた。手を触れずにロウソクの火を自分の魔ま力りよくだけで消す、という当面の課か題だいはまだクリア出来ていない。

　気持ちを集中させると、じっとロウソクを見つめるたま。

「む[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……っ」

　小さな手をぎゅっと膝ひざの上で握り締しめ、習ったとおりに自分と火とをつなぐ細い線せんをイメージする。そしてそのまま、自分のイメージした線に沿うように妖よう気きを集中させ、火まで届くように伸ばしていく。だが、妖気は強い力で暴れるため、たまの作ったイメージは激はげしく搔かき乱される。それを上回る強い集中力でイメージを保持し続けなければならない。イメージが崩くずれれば、せっかく集中させた妖気は統制を失って霧む散さんしてしまう。

　慎重に意い識しきを凝こらして、暴ぼう発はつしないよう少しずつ妖気の量を増やしていく。たまの持ち前の妖気はただ漂ただよっているだけでも、本格的に修しゆ行ぎようした人間が呪のろいをかけるために集中させた霊れい力りよく並みの強さがある。初心者のたまでは、制御出来る量は本当にわずかしかない。自分の限界を超えないように妖気の量を増やしていくのは、まるで口の前に垂たらした薄うす紙がみの短たん冊ざくを揺ゆらさないように息を吐くような注意深さが要求される。

　じっと霊れい視しの『眼』を凝こらして、イメージした線せんに妖よう気きが整えられてつながっているのを『見る』。イメージした線の周囲へは、妖気は漏もれていない。大丈夫。きちんと綺き麗れいにコントロールされて、魔ま力りよくとして整えられている。

　あと少し。もう少し力を加えてあげれば、ロウソクの火に影えい響きようを与えるくらいは出来そう。もうちょっとで消せそうかも……。

　思わず胸が躍おどるたま。この間の休みに修しゆ行ぎようしたいと賀茂に言ってから、今日で三日目。一度も上手うまくいかなかったけど、今日こそはとうとう成功しそうだ。

　成功したら真っ先に賀茂さんに報告しなくっちゃ。びっくりしてくれるかな？　ホントは見てる前で成功させたかったけど。でも、帰ってきてからもう一度目の前でやって見せたらいいし。上手くいったご褒ほう美びに頭撫なでてくれたら嬉うれしいな……。

　ふとそんな事を考えて頰ほおが緩ゆるんだその瞬しゆん間かん。

「あ……っ！」

　集中力が緩み、維い持じしていたイメージが乱れた。

「あああぁぁぁぁっっ！」

　わたわたと手を動かすたま。しかし今いま更さら慌あわててももう遅い。統制を失った魔力は、いつものようにただの妖気となって辺あたりに霧む散さんし、ランタンは煽あおりを喰くらって弾はじけ飛んだ。

「はぁ～……」

　がっくりと肩を落とす。

「やっと上手くいきそうだったのに……」

　嘆きにも似たため息を漏らしつつ、結界の外へ出た。

「外に漏らさないだけだったらちゃんと出来てるんだけどなぁ…………」

　手近な石にちょこんと腰掛けて、しみじみと自分の手を見つめるたま。

　妖気を自分の外部に出して制御するのは、単に外へ漏らさないのに比べて段違いに難しい。そもそも、思い浮かべたイメージというのは変わりやすい。それをしっかり正確に同じままで維持し続けるというのは予想外の集中力を必要とする。自分とロウソクをつなぐたった一本の線でさえ、イメージしているうちに太さが変わったりたわみ具合が変わったり勝手に本数が増えたりしてしまうのだ。また、いざ妖気を送り出すと、今度は「やっぱりもう少し太くイメージしといたほうが良かったかな」とか「線の向きがちょっとズレてたかも」とか余計な事を考えてしまい、そこでまたイメージが崩くずれる。

　更に妖気それ自体が、思い浮かべたイメージに干渉して勝手に発散し暴ぼう発はつしようとしてくる。上手く言えないが、妖気のほうから「破裂した線」や「ぐるぐる巻きになった線」などのイメージが勝手に押しつけられてきて、最初のイメージが変えられてしまうのだ。頭の中で歌がかかって止められなくなった状態にちょっと似ている。自分の意志とは全く無関係にイメージが押しつけられてくるのである。もっとも、妖気の押しつけるイメージの強さは、頭の中で勝手にリピートされる歌なんかよりずっと強力だ。これを押さえ込んで最初のイメージを維い持じし続けるのは、ものすごい疲労を伴う。並大抵の精神力では出来ない。

　イメージの仕方と制御しやすい妖よう気きの量には関係がありそうな感じなのだが、それがなかなか摑つかめないし、妖気の量を調整するコツもまだ分からない。イメージした線せんと妖気の量とのバランスが悪いと、本当に一いつ瞬しゆんで暴ぼう発はつしてしまったりする。一いつ見けん簡かん単たんそうだが、実際にやるとなると相当難しい。

　足元の結界に『眼』をやった。賀か茂もが注そそぎ込んだアブデルの霊れい力りよくは、とんでもない量と力にもかかわらず、見事な調和を保って完かん璧ぺきにコントロールされている。暴発しそうな気け配はいなど微み塵じんもない。こういう事をやろうと思ったら、必要な霊気の量と、それを制御するのに一番ピッタリなイメージとを正確に判断出来なくてはならない。それを、賀茂ははんの一瞬であっさりとやってのけたわけである。アブデルや賀茂の両親はいつも賀茂の事を未み熟じゆく者もの扱いしているが、それでもたまから見れば神かみ業わざとしか思えない。そして賀茂がアブデルの霊力をこんなに自在に使いこなしているのを見るにつけ、すごいなぁと憧あこがれる反面、自分はよっぽど不器用なのかと落ち込んできてしまう。

「こんな調子じゃ、自分の魔ま力りよくで償つぐないなんて………」

　何をするのが償いとしてふさわしいのかをしっかり考えなきゃ駄だ目めだとアブデルは言っていた。だが、出来る事が何もないんでは、そんな難しい事を考える以前の問題である。

「そういえばアブデル義兄にいさま、最初あんまり賛成じゃなかったみたいだったけど…………」

　あれは、私には無理だって見抜いてたからなのかなぁ、などと悲ひ観かん的な考えがつい頭をよぎる。

　自分の魔力で償いをしたいと言った時、一番念頭にあったのは賀茂の事だ。賀茂は過去に一度、たまの妖気によって命を落としている。色々あって実質生き返ったも同然ではあるが、それでもたまにとっては一番身近にいる自分の犠ぎ牲せい者だ。しかも他ほかの被害者と違って、賀茂はたまを救うために命を落としている。だからたまにとって賀茂は誰だれよりも最初に償いたい相手であり、自分の力で賀茂に何かしてあげられるようになりたいとずっと思っていた。賀茂のために何かしてあげられるようになれたら嬉うれしいと思っていた。ずっとそう思っていて、でも自分は無力で不器用で、何かしてあげるどころか反対に被害者であるはずの賀茂に世話になりっぱなしだった。甘えっぱなしだった。そんな折、サラという魔女っ娘こによって、自分の魔力でも使い方次第で色々な事が出来る事を知った。それを賀茂のために、そして他の被害にあった人たちのために、上手じようずに使えるかもしれないと思った。自分の力で、賀茂を喜ばせる事が出来るかもしれないと思った。思ったのだが。だがしかし。

「はぁ[image: ～][image: ～]………」

　不器用で能なしの自分は、魔力の扱いに関してもやはり不器用だった。そして、練習のために結局またもや賀茂の世話になり、しかもそれはこの先いつまで続くか分からない。これでは、賀か茂もの負担を一つ増やしただけだ。

　何だか駄だ目め駄目な気分でいっぱいになって、たまはしょんぼりとうなだれた。




「お！　誰だれかいる。ラッキー！」

　ペデラスティリアは土手の上から呟つぶやいた。例の結界の中に人が座っているのが見えたのだ。

「頑がん張ばってこの時間に出てきて正解だったな～。ふふふ……」

　先日の深夜にこの結界を発見して以来、何度かこの河原に足を運んでみたのだが、全然人に遭そう遇ぐうする気け配はいがない。もしかしたら夜ではなく昼に何かやっているのかもしれないと、思い切って今日は日が沈む前に出てきてみたのである。

　今日の出いで立ちは長い黒マントに鍔つば広ひろの帽子。マントの下も長なが袖そでのブラウスに普通の丈たけのスカートに腿ももの上まであるニーソックスで、自じ慢まんの肌はほとんど露ろ出しゆつしていない。日焼け対策である。闇やみの眷けん属ぞくとしては、直射日光は苦にが手てなのだ。

　小こ悪あく魔まとしては、せめてマントの下は色っぽい悩殺的なコスチュームで決めたいところだが、屋外にいる時に風などでマントがはだけた場合を考えてやめておいた。そろそろ夕方とはいえまだ日ひ差ざしは強い。日光に触れたくらいじゃ死にはしないが、やはり健康にはよろしくない。まぁ、露出過剰な服装よりも、ガード堅めなのに一カ所だけ崩くずれて無防備だったりというほうがかえって色っぽくなったりする事もあるから、その辺あたりは臨りん機き応おう変へんにやってきゃいいのだ。

　土手の上から結界の中の人ひと影かげを観かん察さつする。

　栗くり色の髪のショートヘアの女の子。頭に大きなリボンを付け、全体的に小柄で、まだ小学生くらいに見える。生いけ贄にえだろうか？　だが、そうだとすると他ほかの人間が見あたらない。生贄を捧ささげる儀ぎ式しきなら、儀式を進行するための人が別にいないとおかしいだろう。

　それに少女の様よう子すも何となく変だ。座ったまま前方を睨にらんで何やら力んでいる。その目の先には、火を灯ともしたロウソクを入れたランタン。

「何やってんの……？」

　人間が精神統一するのにロウソクを凝ぎよう視ししたりするのは知っている。

　だが、まさかあの少女が悪魔召しよう喚かんをしているわけではあるまい。あそこに残っていた妖よう気きから考えて、呼び出されていた悪魔は相当の大物だ。あんな小娘など相手にするはずがない。

　だったら何だろう……。見た感じ、やはり精神を集中させている様子に間違いないが……。

「あの結界さえなきゃ、『見て』分かるんだけどなぁ……」

　忌いま々いましげに舌打ちする。霊れい力りよくの流れが見えれば、何をしようとしているのか大ざっぱな見当くらいはつくのだが、生あい憎にくと結界に阻はばままれて中の様子は霊視出来ない。

　しばらく様子を見ていると、少女の表情は真剣な様子から喜びを伴った驚おどろきへと変わり、そして一いつ瞬しゆんにへ～っと気の緩ゆるんだ笑えみが浮かんだと思った瞬間、突然ランタンが弾はじけ飛んだ。

　それを見て慌あわてふためく少女。やがて落胆した顔で結界から出てきた。

　何だったんだろう……。

　念ねん動どう力りよくの練習か……？　でもそれならランタンを弾はじき飛ばすほどの力が出せた事にもう少し喜んでもよさそうだが。それとも、それくらいの力が出せる事は彼女にとっては当たり前の事で、もう少し高度な操そう作さを練習していたのだろうか。それなら、つい破は壊かいしてしまってガッカリしたのも理解出来る。が、しかし、そういう練習のためだったらもう少し頑がん丈じようなものを使ったほうがいいような気もするが。ランタンみたいな割れ物を使わずとも、河原の石ころで充分だ。

　それにそもそも、そんな練習のためにあんな結界の中に入る理由がない。それに、あの結界内に充満していた妖よう気きの説明もつかない。

「まぁ、こんなとこで考えてるより本人に聞いてみりゃ済む事か……」

　ペデラスティリアはマントの裾すそを搔かき合わせると、少女のほうへ向かって土手の斜面を下りていった。




　たまがじっと手を見てため息をついた時、ふと背後で砂利を踏む音がした。

　賀か茂もが帰宅したのだろうか。こんな場所へわざわざやってくる人など他ほかにいない。さっき失敗してなかったら、いい報告が出来たのになぁ……、などと思いながら振り向く。

「賀茂さんお帰りなさ……」

　そこで口を閉じた。背後には、賀茂ではなく一人の少女が立っていた。

　輝かがやくような銀髪に、氷のような透すける肌。全身をすっぽり覆おおうマントと鍔つばの広い帽子が何ともへんてこりんな格かつ好こうだ。

　少女はにこやかな笑え顔がおで、まっすぐたまに向かって近づいてきた。

「こんにちは」

「あ。はい。こんにちは」

　知らない人だが、挨あい拶さつされたらお返事するのがお行ぎよう儀ぎ良い子の振る舞まいだ。きちんと会え釈しやくを返すたま。

「ちょっと聞きたい事があるんだけどいいかしら？」

「何ですか？」

　道でも尋たずねたいのかな、と思いつつ尋ねる。こんな町のはずれの何もないとこに来るなんて、道に迷ったんでもない限りまずないはずだ。

　だが、少女の問いは全然違った。

「この結界の事なんだけど、これ、あなたが張ったの……？」

　ちらりと地面に描かれた六ろく芒ぼう星せいに目をやってから、じっとたまを見つめる。

　予想外の質問に、ちょっとどぎまぎしながら答えるたま。

「あ、いえ。これは賀茂さんが……」

「賀か茂もさん？　それはどういう人？」

「あ、えっと、私の一つ上の先せん輩ぱいで……。今一いつ緒しよのお家うちに住んでるんですけど……」

「一つ上って、まだ子供なの……？　歳としはいくつくらい？」

「十七歳さいです」

「十七？　ってことはあなた今十六歳？」

「あ、私は誕たん生じよう日びが遅いんで、まだ十五ですけど……。学年が一つ上っていう意味で……」

「まぁ、十七歳でも充分子供だけど……。で、その人どういう人なのか、もう少し詳しく教えてくれる？」

「え？　詳しく……ですか？　えっと、賀茂さんは、私の事を命を捨ててまで助けてくれた大の恩人で、すごく優しい人で、色んな事知ってて、え～っとそれから……」

　とりあえず思いつく限りのいいところを並べ立ててみようとしたら、あまりにもたくさん思いつきすぎて、どれから言おうかと口ごもる。もっとも思いついた事の大半は、たまが賀茂に抱いている感情によって相当にバイアスがかかっているため、必ずしも現実に即しているわけではないが。

　少女はそんなたまの惚のろ気けじみた紹介には興きよう味みなさそうに遮さえぎった。

「そういう事聞きたいんじゃなくて……。それよりその人、どういう目的でこんなもの作ったのか知ってる？」

「えっ？　あっ、はい」

　慌あわてて顔を上げるたま。我に返ると焦あせりながら答える。

「えっとこれはあのっ、私が自分の魔ま力りよくをちゃんと使いこなせるようになりたいって言ったら、そしたら練習してる最さい中ちゆうにうっかり妖よう気きが漏もれて人に被害を出したらいけないからってわざわざ作ってくれたんです」

「妖気が漏れないように……？」

「はい。私、悪魔で妖気とかすごく強くって、以前にも知らないうちにいっぱい被害出しちゃった事があるんで……」

「悪魔……？　あなたが……？」

　怪け訝げんそうな顔を浮かべる少女。

　その表情に、たまははっとして言葉を切った。うっかり馬ば鹿か正直に答えてしまったが、あんまり知らない人に自分の正体を話しちゃマズかった。賀茂さんからも、人には内緒にしておくように言われてるのに……。

　少女はこちらをじっと見つめる。目つきが怖い。眉まゆをしかめた。何だろう。怪あやしまれちゃったんだろうか……。

「……妙ね」

　少女の口から独ひとり言が漏れた。

「あなた今、お守りとかそういう類たぐいのもの身に付けてる？」

「えっ？　いえっ、特に何も……」

「そう……。それなのに何も『見え』ないなんて……」

　まばたきを数度繰くり返して首を傾かしげる少女。

「………つまりそれってもしかして、纏まとってる妖よう気きが強すぎて私じゃ『見れ』ないって事？　もしそうだとしたらやっぱ、この結界内の妖気も彼女の……？」

　たまには聞こえない小さな声で独ひとり言を漏もらすと、再び真っ直ぐ向き直った。

「あの……、何か証しよう拠こ見せていただけますか……？　あなたが悪あく魔まだっていう……」

　何故なぜか突然敬語になる。

「しょ、証拠ですか……？　えっと……これとかどうですか？」

　たまは以前送られてきた、国際悪魔認定証のカードを差さし出した。自分ではよく分からないのだが、昔アブデルがこれを見て本物だと言っていたから、多分証拠になるんじゃないかと思う。

　が、手渡したところでたまはハッとした。証拠を要求したってことは、私が悪魔だって信じてはいなかったって事。だったら証拠なんて出さなかったら、悪魔だって言ってしまったのも噓うそだって思ってもらえたんじゃないだろうか。そうしたら、正体を内ない緒しよにしておくようにとの賀か茂もさんの忠告だってちゃんと守れたはずなのに……。

　しかし、今いま更さら気づいてももう遅い。

　目の前の少女はカードとたまを交互に見比べながら、信じられないといった表情を浮かべている。指先も小刻みに震ふるえているようだ。

「ら、ランクＳって……。確か一人だけで撃げき墜ついスコア十万人以上出さないと認定もらえないんじゃ………。私が直じかに見た事あるの、最高でも２Ａまでよ……」

「あっ、あのっ、やっぱり違うんですっ。あのっ、私やっぱりホントは悪魔じゃなくて、だからえっと、そのカードは見なかった事に……」

　かなり無理な前言撤てつ回かいを試みるたま。

　だが、少女は安心させるように微笑ほほえむと、姿勢を正した。

「大丈夫です。慌あわてなくとも。私も仲間ですから」

「へ……？」

「ですから、私も正体は悪魔です。ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。日本こつちへ赴ふ任にんしてまだ日も浅く、右も左も分かりませんが、今後よろしくご指し導どうご鞭べん撻たつ……」

「あっ、あのっ、え……っ？　あ、悪魔です、って……」

「ええ。ですから『見て』のとおり」

　霊れい視ししてみれば分かると言っているのだ。たまは恐る恐る『眼』を開いて目の前の少女を『見た』。

「ひ………っ！」

　思わず息を吞のむ。

　霊れい視しの『眼』に映ったのは、禍まが々まがしい妖よう気きに包まれた異い形ぎようの姿。羊ひつじのような二本の角つの、コウモリのような不気味な羽根、狼おおかみのような牙きば……。本物だ。本物の悪あく魔まだ……。

「いやあぁあぁあぁあぁあぁぁっっ！　出たあぁあぁあぁあぁあぁあぁっ！　お助けぇえぇえぇえぇえぇえぇぇぇっっ!!」

　たまはいきなり怯おびえた泣き声を上げると、一いち目もく散さんに逃げ出した。

　一方、少女は突然のたまの退たい避ひ行動に、慌あわてて追いすがる。

「ちょ、ちょっと待って！　何で逃げるんですかっ!?」

「私、怖いの駄だ目めなんです────────っっ!!」

「怖いのって、アンタだって悪魔でしょ────────がっっっ!?」

「それでも怖いものは怖いんです────────────────────っっっ!!」

　逃げまどうたまに少女はどうにか追いつくと、腕を摑つかんだ。

　その途と端たん、大声で泣き喚わめくたま。

「やああああぁぁぁぁぁぁあああああああぁぁぁぁぁぁっっっっ!!　助けてええぇぇぇぇぇぇえええええぇぇぇぇぇっっっっっ!!」

　この世のものとは思えない絶ぜつ叫きようを上げると、十字を切ってお祈りを唱え出す。

「てっ、てててて天におられるわたしたちのちちち父よ、みみみみ名が聖とされますように。み国が来ますように。みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆるします。わたしたちを誘ゆう惑わくにおちいらせず、悪からお救いください。アーメン……」

　昔拾って育ててくれたのが神父さんなので、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつや南な無む妙みよう法ほう蓮れん華げ経きようよりもこういうお祈りのほうが咄とつ嗟さに出てくる。

　その瞬しゆん間かん、たまの腕を摑む力が緩ゆるんだ。

　何やら様よう子すがおかしいと気づいて振り返るたま。

　見ると、少女はうずくまって苦しそうに口元を押さえている。霊視の『眼』を閉じてみると、普通の人間の少女が苦しんでいるようにしか見えない。

　思わず反射的に駆かけ寄るたま。

「あ、あの……、だ、大丈夫ですか…………？」

「駄目……。私、お祈りとか聞くと吐き気が…………うぷ……っ」

「あ、あの、ごめんなさい……。私……」

「あなた……、自分で唱えて何ともないの……？」

「え？　わ、私は別に……」

「さ……さすがＳ級…………がくり……」

　そう呟つぶやくと、少女は意い識しきを失った。

　残されたたまは、無視して帰るわけにもいかず、かといって家まで運ぶ腕力もない。しょうがないので目が覚めるまで傍かたわらに座って、顔など拭ふいてやったりするしかなかった。







[image: 第四章　善意でも悪意でも、不幸をもたらすのがよい悪魔]







「うぅ[image: ～][image: ～]……ん………」

　ペデラスティリアは小さく唸うなると、うっすらと目を開けた。

　日の光が眩まぶししく目を射いる。

　まだ太陽の出ているこんな時間に、外で自分は何をやってるんだろう……。

　そう考えてから、思い出す。

　そうだ。例の謎なぞの結界の様よう子すを見に来て、妖よう気きの主を発見して、なのに私も悪あく魔まですって名乗ったら何故なぜか逃げられて、慌あわてて追いかけたら祈りの文句を唱えられて、そのままあえなく気絶してしまったのだった。

「あっ、気がつきましたか？」

　頭上から声がした。

「あ……」

　声はさっきのショートヘアの女の子だ。いや、女の子は仮の姿。正体はＳ級の悪魔である。ペデラスティリアは慌てて起き上がろうとして、顔をしかめた。まだ少し頭が痛い。

「あ、無理しなくていいですよ」

　心配そうに気き遣づかう声が聞こえたが、上級悪魔の前で粗そ相そうがあってはマズい。何と言ってもペデラスティリアは五百年かかって未いまだにＤクラスの下級悪魔に過ぎないのだ。もっとも国際認定のクラス分けはあくまで純粋な撃げき墜つい実じつ績せきのみによって付けられるので、悪魔社会での地位や階級とは必ずしも一致しないが、どのみちペデラスティリアは悪あく魔ま社会の中でも下したっ端ぱである。

　無理をして何とか起き上がる。

「すみません、みっともないところをお見せしまして……」

「いいえ。いきなり倒れるからちょっとびっくりしましたけど。もしかしてお体の具合悪いんですか……？　良かったら、お家うちすぐそこなんで、そこで休んでも……。私、居い候そうろうですけど、ちゃんと事情話せばお家の人もオーケーしてくれると思いますし」

「いえ、ホントにもう平気ですから……」

　ペデラスティリアは手近な石に腰を下ろすと、安心させるように笑え顔がおを作った。

　そして、目の前のたまをまじまじと見つめる。

　……これがＳ級？

　子どものような容よう姿しといい、本気でこちらを気き遣づかっているお人好しな態度といい、とてもそうは思えない。大体、悪魔のくせに他人ひとの心配なんていちいちするか？　そこからして間違っている。それに、さっき聞いた話だと、妖よう気きを集中させてちゃんと魔力として使う練習をしてたところだっていうじゃない？　Ｓ級ともあろうものが、何でそんな初心者みたいな真似まね事を？　上級者ほど基き礎そを大切にするものなのかもしれないが、それにしてもさっき見ていたところでは明らかに失敗していた様よう子すだった。

　おかしい。腑ふに落ちない。
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「あの……たまさんでしたっけ……？」

　さっき見た認定証に書かれていた名前を思い出しながら話しかける。

「はい？　何ですか？」

「あの結界内で練習していたのって、初歩の初歩でしたよね……？」

「あ、はい。私、そういうの全然初心者なんで」

「全然初心者……？　え？　いや、でもだって、さっき見せていただいたカード確かＳ級って……？」

「あ。あれは勝手に送られてきたんでよく分かんないんですけど……」

「よ、よく分からないって………」

　よく分からないのはこっちのほうだ。……と言いたい気分をグッと堪こらえる。何だか話が嚙かみ合わないが、しかしカードは本物だ。下手へたに機き嫌げんを損ねては命に関かかわる恐れもある。

「じゃあ、確認しますけど……」

　大きく息を吐きながら話を仕切り直す。

「……あなたは自分の魔ま力りよくを使って何かする事はズブの素人しろうとなんですか？」

「ええ。そういうのやったことないです」

　……ありえない。だって、Ｓ級認定を受けようと思ったら、最低十万人の犠ぎ牲せい者が必要なのだ。しかも特別ランクであるＳ級の認定に当たっては、自分一人だけの力で出した犠牲者数しかカウントしてもらえない。仲間と共同作戦の場合には、アシスト付きの戦果と見なされて評価外になってしまうのだ。自分の魔力も満足に扱えないのに、たった一人で一体どうやってそれだけのスコアを叩たたき出せるっていうわけよ？　どう考えても不可能だ。それにそんなに被害を出していたら、天使どもが黙だまっていないはず。原則として、人間が自らの自由意志を行使した結果の堕だ落らくや破滅以外に悪魔は関わらないという協定が、天使サイドとの間で結ばれている。要するに、人間が自分の意志で悪魔と契約し、己おのれの願望を叶かなえようとし、その結果として破滅するという以外の形以外は御ご法はつ度となのだ。これを破れば、あの小うるさいクソ天使どもが大挙して天あま降くだってきて、違反者は封ふう印いんされるか滅殺されるかの運命を辿たどる。それを避さけて、人間の自由意志に任せて堕落させようと思ったら、ペデラスティリアの常じよう識しきではどんなに頑がん張ばっても年間十人が限界である。だから、十万キルなんてスコアは、よっぽど巧妙で効率のいいやり方を何千年もの間勤きん勉べんに続けたか、協定を破って無む茶ちやな被害を出しても天使サイドの制せい裁さいを力尽くで振り払えるような異常な力の持ち主か、そのどちらかしかない。そしてそれ故ゆえ、３Ａの上に特別ランクとしてＳ級は君くん臨りんしているのだ。

「あの、今あなたさっき確か十五歳さいって言ってましたけど……それは実じつ年ねん齢れい？　それとも……」

「え？　実年齢ですよ……？」

　ますますありえない！　たった十五歳でＳ級って……。仮にたまが生まれた時からすぐ被害者を出し続けたとしても、一年で六六六六人という計算になる。いくら昔に比べて人口が増え、ターゲット数が飛ひ躍やく的に増大したといっても、これは努力や根性や創そう意い工く夫ふうでどうにかなる数字じゃない。ましてや、自分の魔ま力りよくも満足に使えないような子供が………。

　っていうかそれ以前に！　満足に魔力が使えない状態でそれだけやれたら、何も今いま更さら魔力を行使する練習なんてする必要ないんじゃないの？

　ますますわけが分からなくなってきた。

「あのさ、アンタ確か魔力を自分で使えるように練習してるって言ってたけど……」

　あまりにも年下なのと、悪魔界での地位も全然なさそうだと判明したため、無む意い識しきのうちに口調が敬語からタメ口に変わる。

「……一体何のためにそんな練習してるわけ？」

　ズバリ正面から聞いてみた。考えたってどうせ分かりっこない。だったら本人に直接聞くのが一番手っ取り早いだろう。

「何のためって、えっと……話すと長くなっちゃうんですけど……。何から話したらいいのかな……」

「そういう時は結論から言うといいのよ」

「あ、はい。じゃあ、えっと、償つぐないをするために自分の魔力が使えたらって思って……」

「償い？」

「はい」

「何の？」

「えっと…………」

　少し口ごもるたま。脳天気そうな表情に、少し影かげが差さす。何があったんだろう。

「……実は私、つい最近まで妖よう気きの制御どころか霊れい視しも全然出来なくて、……それで、自分がものすごいたくさんの妖気を持ってる事も、それをいつの間にか外に漏もらしちゃってる事も、全然知らなくて……」

　うつむき加減で、ぽつりぽつりと言葉を吐き出す。

「それで……私の妖気、ものすごく強くって、それだけでも普通の呪のろいとかと同じくらいの影えい響きよう力りよくがあるらしくって、それで……、それで私、自分を育ててくれた神父さんも、仲の良かったお友達も、それ以外の人たちも、全然関係ない人たちも、ものすごくたくさんの人を死なせちゃったり病気にしたり事故に遭あわせたりしちゃってて………」

「あ～……なるほどそれでか……」

　結界内に残っていたあの尋じん常じようでない妖気を思い出してうなずいた。確かにあの妖気なら、普通の人間くらいすぐ殺せそうだ。それに、特定の目的に添そって放たれた呪いなら目的を果たせば消えるが、妖気の場合は浄化されない限り簡かん単たんには消えない。

　もっとも普通なら、何の方向性も持たない漠然とした妖気が人に及ぼす害などたかが知れている。精せい々ぜいで悪お寒かんを走らせる程度だ。それにすぐ風に吹ふき散らされて無害なレベルまで薄うすまって、日の光で数日と経たたずに自然浄化されてしまう。

　だが、彼女の場合は別だ。あれだけ濃こく強烈な妖よう気き。自然浄化するのに任せておいたら、早くても五百年はかかるだろう。そしてその間、触れるもの全すべての調和を狂わせ続け、生き物なら突然の体調不良を起こして死亡、車や機械なら原因不明の動作不良から事故を起こして大破、和平会かい議ぎならまとまるはずの交渉が決裂して民族紛ふん争そうから大量の死者というわけだ。

　本人の自覚もないままに、ただ妖気を垂たれ流すだけで十万人。ペデラスティリアなんて、毎日一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって地道に努力しても年間三人が自己最高記き録ろくだというのに。しかもその数字は「道を踏み外させた人数」だ。ペデラスティリアがした事は、善良な市民をダメ人間の道に誘さそい込んで死ぬまでダメ人生を送らせ、周囲にも色々迷めい惑わくをかけさせた程度である。自分の魔ま力りよくで人を死なせるなんて、そんな事とても出来ない。……怖いから。いや、魔力自体も不足しているんだけどそれはそれとして。

　…………Ｓ級かぁ。

　何となく虚むなしい気分になって、ペデラスティリアは小さく吐と息いきを漏もらした。神様ってホント不公平だ。

「それで私、何でこんな妖気なんて持って生まれたんだろうって思ってて、こんな力なんてなくなっちゃえばいいのにってずーっと思ってたんですけど、ちょっと前に魔女の人が来た事があって、その人が私の力を使ってすごく色んな魔法を使って見せてくれて、それで私、自分で自分の力がちゃんと使えたら色んな事が出来るのかなぁ……って思って、そしたらその力を使って何か少しでも自分がした事の償つぐないが出来るかもって………。それでこの間から練習を始めたんですけど……」

　たまはそう言い終わると、ペデラスティリアの反応を窺うかがうように黙だまった。

　そういや、何で魔力を使う練習なんてしてるのか聞いてたとこだった。けど、何だかもうどうでもいい。努力も何もせず、ただ息を吸って生きてるだけであっさりＳ級認定受けておきながら、今度は自分の魔力で償いだ？　何で魔力に『魔』の字が付いていると思ってやがるコンチクショウ。悪魔の魔力は悪事をするためにあるのだ。こっちは毎日必死で人間たちを破滅させるべく頑張ってるというのに、よくまあ気楽に償いなんて。寝ね言ごとは寝てから言ってほしい。

「で？　自在に魔力が使えるようになったらどんな償いする気なわけ？」

　無視するのもちょっと可哀かわい想そうなんで、一応質問を返す。口調が投げやりになるのは仕方ない。ちゃんと相手してやってるだけでも感かん謝しやしてほしいくらいだ。私もつくづくお人好しよね、と内心ひっそり嘆息する。こういうところが、未いまだにＤ級でくすぶっている原因なのかもしれない。

　ペデラスティリアの質問に、たまはちょっと困った様よう子すでうつむいた。

「実はそれがまだ考えてないんです……」

「は？」

「あの、具体的に何をしたら償つぐなった事になるのかが実はよく分からなくって……。初めは、死なせちゃった人の家族のとこへ行って謝あやまって、お詫わびに許してくれるまで私に出来ることだったら何でもしますって言おうかなって思ってたんですけど」

　あー、そら殊しゆ勝しようなこって……、とペデラスティリアは呆あきれ顔で内心呟つぶやく。せっかくの魔ま力りよくをそんなくだらない事に使うくらいだったら、いっそ自分に使わせてほしい。そうすれば人間の十万や二十万、たちどころに不幸と混乱のどん底へ陥おとしいれてやれるのに……。

「でもあんまり何でもやるっていうのはいけないって言われて……」

「ふーん。何で？」

「よく分からないですけど、『ここまで』っていう限度をちゃんと決めておかないと、かえって相手の人にマイナスになっちゃう危険があるからって……」

「あー……」

　そりゃもっともだ。実際人間の欲というのは際限がない。叶かなえられれば叶えられた分だけ欲望は増大していって、あっという間に自分でコントロール出来なくなる。ペデラスティリアも狙ねらう人間を破滅させる時は、まず相手の願い事を叶えてやって、どんどんエスカレートさせていき、結果として自滅するように持っていく。欲望を刺激して自滅させるというのは、昔から多くの悪魔に共通のセオリーだ。しかも、この場合自滅してもあくまで人間自身の自由意志の結果であって、こちらはその意志の実現の手助けをしただけだから、天使サイドとの協定にも引っかからない。

　……っていうか、ちょっと待てよ？

　ペデラスティリアはふとある事を思いついた。

　たまが償いとしてやろうとしていた事と、ペデラスティリアが普ふ段だん仕事でやってる事は、結局同じわけだ。という事はだ。たまの償いを手伝ってやる振りをしながら、自分の仕事を手伝わせる事が出来るんじゃないか？　しかも彼女の魔力はペデラスティリアとは比べ物にならない。何たってただの妖気として垂たれ流しただけで十万人。この魔力を思うさま使ってやれば、ペデラスティリアも一気に業ぎよう績せきアップだ。国際認定も、現状のＤ級からＣ級など軽く飛び越えてＢ、いや、上手うまくいけばＡ級の仲間入りも夢じゃないかもしれない。Ａ級認定を受けていれば出世も早くなるし、他所よそへ行った時も国際Ａ級の認定があれば現地の妖よう怪かいたちに何かと融ゆう通づうきかせてもらえる。それにＡ級の資格があれば、赴ふ任にん地もこんな東洋の端はしっこなんかじゃなくて、未いまだファンダメンタリズム渦巻くアメリカ南部のバイブルベルトとかに配置換がえしてもらえるかもしれない。ついでに最近不足しがちな不幸分も一気に摂とれて、お肌もツヤツヤだ。摂りすぎて逆にお腹なかを壊こわすかもしれないが。

　ともあれ、たまと手を組むのは非常に都つ合ごうがいい。

　よし……！

　ペデラスティリアは決心すると、たまに向かって顔を上げた。

「あのさ、あなた……たまちゃんって呼んでいい？」

「あ、はいどうぞ」

「たまちゃん。私さ、今のたまちゃんの話聞いてすごく応援したくなっちゃった」

「え？　あ、ありがとうございます」

「やっぱねー、たとえ知らずにやっちゃった事とはいえ、自分のせいで人を不幸にしちゃったっていうのは辛つらいもんね。でもたまちゃんは、自分の力できちんとそれを償つぐなおうとしてる。それってとってもえらいと思うの」

「え、えらいですか……？」

　たまは嬉うれしそうにほっぺたを赤らめた。悪い事をしちゃったんだから償うのは当然なんだけど、褒ほめられるとやっぱり嬉しい。でもあんまり嬉しく思ってしまうと、なんだか褒められたいために償おうとしてるみたいな気がしてしまって、あんまり喜ばないようにしたほうがいいのかな、なんて気もする。だけどせっかく褒めてくれたのに無愛想なのはよくないし、嬉しいのも本当なのに、自分の気持ちに噓うそを付いて喜ばないようにするのも何だかいやらしい。

　どんな気持ちで少女の言葉を受け止めたらいいのか頭がこんがらがっていると、少女が更さらに言葉を継ついだ。

「うん。とっても立派。だから私も、たまちゃんのお手伝いしたいの」

「お、お手伝い……ですか？」

「うん。お手伝い。いいでしょ？　お願い。ね？」

　まっすぐな目でたまのことを見つめる。

　すごくきらきらしてて、本心からやる気満々だというのがヒシヒシ伝わる。だけど、せっかくの気持ちはとっても嬉しいけど、残念ながら自分はまだ実際の行動に移れるほどに練習出来てない。

「でも私、まだホントに練習し出したばっかりですし、償いとか始めるのはまだ当分先になりそうですから……」

「大丈夫。そこは私がサポートしてあげるから。それだけの魔ま力りよくがあるなら、今いま更さら修しゆ行ぎようなんて馬ば鹿からしいわよ」

「ですけど……」

「平気平気。さっきも言ったとおり私も悪魔だし、それにこう見えてももう五百年以上生きてるのよ。技術も経けい験けんもあなたよりずっと豊富なんだから心配ないって」

「ご、五百年ですか……？」

「ええ。そうよ。ま、これでも悪魔としちゃ若いほうだけどね」

「そうだったんですか」

　驚おどろいた。正直、自分と同おない年かちょっと上くらいかと思っていた。

「で、どう？　あなたの魔力が暴ぼう発はつしないように呪じゆ具ぐとか呪法とか色々教えてあげられるし、それにあんまりグズグズしてたら自分の魔ま力りよくが自在に使える頃ころには遺い族ぞくも全部死に絶えて償つぐないどころじゃなくなっちゃうわよ」

「そ、それは……」

　確かに言われてみたらそうだ。今の調子じゃまともに自分の力が使えるまで何年かかるか分からないし、もしかしたら不器用な自分には何十年経たっても駄だ目めかもしれない。その間に償うべき相手がいなくなってしまう可能性は充分ある。

「……でも私、償いっていってもまだ具体的にどうすればいいのかよく分かってないですし」

「そんなの簡かん単たん。基本は原状回復よ」

「げんじょうかいふく……？」

「つまり、被害を受ける前の状態に戻す事。それが無理なら、被こうむった損失と釣り合いがとれるだけの利益を与えてあげればいいだけの話よ」

「あ……。なるほど……」

「あなたの場合は、被害者たちは何の前触れもなく唐とう突とつに不幸に見み舞まわれたわけだから、今度は何の前触れもなく唐突に幸福を見舞ってやればいいのよ。つっても人によって幸福なんて違うだろうから、直接本人に会って相手の願いを聞いて叶かなえてやるってのが簡単かしらね。一回しか被害に遭あってない場合は願い事も一回だけ。二回重かさねて被害を受けてたら二回。単純な話でしょ？」

「は、はい」

　明快だ。ものすごく簡単で分かりやすい。それに、アブデルに注意されていた「どの程度までしてやるのか」についても、回数制限という形でちゃんとしてるような気がする。

　さすが五百年も生きてるだけはある。この人、親切なだけじゃなくて、私なんかよりずっと頭いい……。

　たまは、むくむくと頭をもたげてきた尊敬の念に目をキラッキラさせながら言った。

「あっ、あのっ、じゃ、じゃあ、お手伝いしてもらってもいいですか……？」

「もちろん。最初に頼んだのはこっちのほうよ。いいに決まってるわ」

　クスッと笑う少女。その笑い方一つ取っても年相応の余裕を感じるような気がする。

「じゃ、じゃあ、お願いします、えっと……」

　少女の名前を呼ぼうとしたが、まだ聞いていなかった事を思い出して口ごもる。

「そういえば私の自己紹介がまだだったわね。うっかりしてたわ」

　少女は自分の胸に手を当てた。綺き麗れいな銀髪がふわりと揺ゆれる。

「私の名前はペデラスティリア」

「ぺ……ペデラスティリアさん…………ですね」

「長いから愛称でいいわ。ペディかエラスティかティリア。どれでも好きなの選えらんで」

「えっと、じゃ、じゃあ、…………ペディさんで」

「じゃあそれで。よろしくね、たまちゃん」

「こちらこそ、よろしくお願いしますペディさん」

　たまは差さし出されたペデラスティリアの手をぎゅ～っと固く握った。
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「さてと」

　協力態勢を取る事に合意を得たペデラスティリアは、傾きかけた太陽を仰あおぎ見ると軽く伸びをした。まだちょっと明るすぎるが、そろそろ自分の時間帯に近づきつつある。

「それじゃ、どういう感じで被害者の人たちの願いを叶かなえるか考えましょっか」

「どういう感じって言うと……？」

　小首を傾かしげるたま。

「だからね、被害に遭あった人たちはたまちゃんのせいだなんて知らないわけでしょ？　だから、たまちゃんが原因なんて事は言わないで、願いを叶えてあげる理由にはもっと違うものを考えたほうがいいかなーって」

「でも、私はちゃんと話してきちんと一人一人謝あやまっていきたいです……」

「駄だ目め」

　即座に却きやつ下か。

　そんな事を馬ば鹿か正直に打ち明けたら、復ふく讐しゆう心しんに火を点つけられた遺い族ぞくから「願いはたまの死だ」なんて言われかねない。たまに死なれたら、たまを利用して業ぎよう績せきを上げようという目もく論ろ見みもパーになってしまう。

「だ、駄目ですか……？」

「駄目に決まってるわよ。いい？　被害に遭った人たちはみんな、自分の身に降りかかった事は運命だと思って、何とか静かに受け入れようと努力してるのよ。なのにそこへノコノコ出ていって『あれは私のせいです』なんて言ったら、相手の人はどうなる？　当然たまちゃんを憎むでしょ？　つまり、それまでは存在しなかった『憎しみ』の感情を芽め生ばえさせちゃうのよ？　可哀かわい想そうでしょ？　知らなければ心を惑まどわすのは悲しみだけで済んだのに、更さらに余計な憎しみの感情にも苦しめられなくちゃいけないなんて……」

「そ、そう言われればそうですけど……」

「憎しみをずっと抱いて生きていくのは辛つらい事だわ。そして一度憎しみを憶おぼえた相手を赦ゆるす事はもっと困難な事。誰だれにでも出来る事じゃないの」

「それは……、はい。そう……ですよね……」

　うなずくと黙だまり込む。何か思い当たる節ふしでもあるような素そ振ぶりだ。ならばここを一気に攻める。

「自分一人が謝あやまってすっきりしたいために、相手にそんな重荷を負わせるなんて許される？　それは償つぐないじゃなくて、ただのわがままだと思わない？」

「わ、わがまま……ですか？」

　一いつ瞬しゆんどきっとした様よう子すを見せるたま。だが少し考えてからすぐにしょぼ～んとうつむいた。

「そう……かもしれません……」

「だからね、あなたは正直に話して謝った上で相手の赦しが欲しいんだと思うけど、でもそれは我が慢まん。『突然ですが、あなたが理不尽な不幸に見舞まわれた事を可哀想に思うので、その不幸に見合う分だけの幸福をプレゼントに来ました』って言うだけにしよ。本当に、相手の気持ちを考えた上で償うつもりがあるんなら」

「そう……ですね……」

　まだ少し悩んでいる様子だ。何か考えるように、一人で呟つぶやいている。

「……賀か茂もさんたちが言ってた『何をどこまでやるか』の線せん引びきって、きっとそういう事も含んでたのかなぁ……」

　頭を抱えて、う～ん……と唸うなっていたが、やがて顔を上げた。

「……分かりました。とりあえずペディさんの言うとおりにやってみます」

　まだ少し悩んでいる様子だが、ひとまずはこれでよし。我ながらなかなか上手うまく話を誘ゆう導どう出来た。ちょっとご機き嫌げんになるペデラスティリア。

「んじゃ、善は急げって事でさっそく動くとしますか。まずはチーム名決めないとね。『ペデラスティリア含む　でぃあぼりっく☆しすたぁず』でいい？　安直すぎ？」

「あ、それでいいと思います」

「よし。決定ね」

　そう言うと、腰に付けたポーチから、古びた小さなトネリコの枝を取り出した。軽く一振りすると、にゅっと伸びて杖つえになる。

　たまが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「何ですかこれ？」

「これ持って願い事を唱えると実現するのよ」

「そ、そんなホントに魔ま法ほうみたいな物があるんですか……」

「うん。ここのグリップ握ると中に自分の魔力を溜ため込む事が出来てね、声出して命令しながら一振りすると、最高度の魔術を編あみ込んだ複ふく雑ざつ精せい緻ちな呪じゆ印いんが溜め込まれた魔力をもっとも適正な形で発動させるの。本来は特別契約を交かわした人間に貸してあげるグッズなんだけど、レベルの低い悪魔なんかは自分用に持ってたりするわ」

　実はそのレベルの低い悪魔というのは自分の事だったりする。でも、実際便利なんだから使わないともったいない。魔力を溜めておけるから、何日もかけてたくさん溜めれば本来の実力の何倍もの力が出せる。しかもペデラスティリアが百年かけて溜めても一杯にならないくらいの大容量だ。加えて、技術面においても全自動でやってくれるから自分の技量では到底不可能な事も簡かん単たんに出来る。高度な技術に属する物理現象だって簡単に起こせる。その上、本来ただの人間に使わせる目的で作られているから、いちいち霊れい視ししたりする必要さえないのだ。こんなに便利すぎる文明の利器、自分で使わないほうが馬ば鹿かだと思う。まぁ、危険物という事で天使側から一斉取り締しまり対象になって、現存するのはペデラスティリアが持っている物が恐らく最後の一本と言われているくらいだから、他ほかの悪魔たちは使いたくても使えないのだが。希少品になって値上がりする前に無理して買って、本当に良かったとつくづく思う。

「すごい道具があるんですね……」

「でしょー？　ふふふ」

　これを買うためにコツコツと三百年も貯金したのだ。ダテに長生きはしていない。

「ただし起こせる現象は、溜め込まれた魔力で可能な範はん囲いに限られるけどね。あと、命令受付時間が大体五秒くらいしかないから、あんまりややこしい願い事も無理だけど。ちょっとやってみようか？　見たい？」

「あ、はい！　是ぜ非ひ！」

　ものすごくわくわくした目をするたま。

「よーし。それじゃ、何をやってみよっかな……」

　ペデラスティリアはちょっと考えてからたまを見た。

「そうだ。その格かつ好こうじゃ、そこら辺の女の子と変わりないわね。もうちょっと『悪魔です』って服装に着替えたほうが良さそうかも……。よし」

　決心すると、杖つえを一振り。

「何か悪魔っぽい衣い装しよう、出なさい！」

　ボンっと小さな破裂音がして、真っ白い煙けむりが上がった。

　そして煙の晴れたあとには、折りたたまれた黒い布地のコート。中世のヨーロッパの喪も服ふくみたいな感じだ。ゴシックな感じのレースのフリルが襟えりや袖そで口ぐちにもわもわと付いている。いわゆるゴスロリ系だ。

「ほら出た」

「わ！　す、すごい……」

　驚おどろくたま。信じられないという表情だ。ちょっと気分いい。

「着ていいわよ。あなたにあげる」

「い、いいんですか？　じゃ、じゃあ……」

　たまはおっかなびっくりした調子で手に取る。だが、何かに気づいて手を止めた。

「あ、あの、ペディさん……」

「何？」

「あの、何かこれ値ね札ふだついてるんですけど………？　それに、『もわもわメーム・モワティエ』ってブランド名らしいタグも……」

「ん？　値札なんて切っちゃったらいいじゃない。あっ、そっか。ハサミがないわね」

「いえ、あの、そうじゃなくてその…………、これってもしかして、魔ま法ほうで出したっていうより、どこかのお店から取ってきたんじゃ……」

「そうよ？」

「そっ、そうよってそれじゃ泥どろ棒ぼうじゃないですかっ！」

「え？　だって、それが一番魔力の消費が少なくて済むし」

「ま、魔力の消費が少なくて済むって……」

　困った顔で口ごもるたま。何をそんな困こん惑わくしてるんだ一体……？

　ちょっと考えてから、ペデラスティリアはハッとした。

　もしかしたらこの子、悪魔のくせに、泥棒はしちゃいけない事とか思ってるのかもしれない。……ありうる。何たって、十万人の犠ぎ牲せい者を誇るどころか反対に償つぐないたいとか言い出す馬ば鹿かだ。悪事を働いてこその悪魔だなんて発想は微み塵じんもなくて不ふ思し議ぎはない。

「あの……もしかして泥棒は駄だ目めって言いたいわけ……？」

　恐る恐る確認してみると、たまはほとんど反射的に答えた。

「あっ、当たり前ですっ。泥棒なんて絶対やっちゃ駄目ですよ！」

　あちゃ～、やっぱり……。なんてズレた奴やつ……。

　ため息をついていると、今度はたまのほうから言ってきた。

「も、もしかしたらペディさん、泥棒しても平気な人なんですか……？」

　困惑と疑念と不安がないまぜになったような目だ。

「え？　あ、いや……」

　マズい。「泥棒くらい当たり前」なんて態度してると、「やっぱり手伝ってもらうのやめます」なんて言い出しかねない雰囲気だ。ちょっとフォローしておかないと……。

「い、いや、だからね、私が言いたいのはつまり、説明するの忘れてたけど、この杖つえって、細かい指定がない限り、一番魔ま力りよくの消費が少なくて済む方法を自動的に選せん択たくして願いを実現するようになってるの。そういう仕し様ようなのよ」

「あ、そ、そうなんですか……」

「うん。だ、だからね、気をつけて命令しないと、失敗して今みたいに泥どろ棒ぼうになっちゃう事もあるわけ。べ、別に盗む気はなかったんだけどね。ちょっとうっかりしてて失敗しちゃったみたいね。えへへ……」

　カワイコぶって舌を出しつつ頭を搔かいてみる。けど相手が女の子じゃ、こんな仕し草ぐさでごまかされてはくれない気もするが。

　だけど、一番魔力の消費が少ないやり方を自動選択するというのは一応本当だ。そしてこの自動選択機能のおかげで、使った人間は「思っていたのと微妙に違う願いの叶かない方」をしてしまって不幸になるという寸法なのだ。ペデラスティリアが自分で使っていて時々ミスをするというのも事実である。

「と、とりあえず、お店の人困るだろうから元に戻しておくわね」

　服に向かってさっと杖を振る。

「もと来たお店に帰りなさい。えいっ！」

　ボンっと音がして、さっきと同様煙けむりが上がる。煙が晴れると服は跡あと形かたもなく消えていた。

「ふぅっ。これでよし！」

　ちらっとたまの様よう子すを窺うかがう。

「いやー、もうちょっとで私たち、危うく泥棒さんになっちゃうとこだったわね……」

　わざとらしく苦にが笑わらい。釣られるようにして、たまの顔にもホッとした表情が浮かんだ。

「でもすぐに返したから、きっと大丈夫ですよ」

　安心させようと、笑え顔がおで語りかけてくる。本気で失敗しただけと思っているらしい。服が出た時にペデラスティリアが当たり前の顔をして「着ていいわよ」なんて口走った事は、きれいさっぱり忘れているようだ。やれやれ。馬ば鹿かで良かった。ホッとして胸を撫なで下ろす。

「ま、まぁ服に関しては無理にこんな杖使って出さなくっても、私のを貸してあげたらいいしね。ウチ来る？」

「え？　今からですか？」

「うん。善は急げ、よ」

「お家、どの辺ですか？　この近所ですか？」

「ん～、電車だと一時間くらいかなー？」

「あ、じゃあ、今から行くんだったら遅くなりますし、一言お家うちの人に言ってから……」

「あっ、大丈夫！　この杖一振りしたらすぐだから！」

　お家の人というのは、この滅め茶ちや苦く茶ちや強力な結界を張った『賀か茂もさん』とやらだろう。だが、たまの場合、事情を話すついでにペデラスティリアが悪あく魔まだってことまで馬ば鹿か正直に全部打ち明あけてしまいかねない。もしそれでこちらの目もく論ろ見みがバレたりでもしたら大変だ。『賀か茂もさん』が何者かは知らないが、あんな結けつ界かいを簡かん単たんに張れるような奴やつを敵に回したら、命がいくつあっても足りっこない。

　さっと杖つえを振り上げると、たまの返事を待たずに振り下ろす。

「私とたまちゃんを、私が今住んでるアパートの部屋の中まで瞬しゆん間かん移動させて！　うりゃ！」

　ぼむっと煙けむりが出て二人を包み込んだ。

　煙が晴れた時、河原に二人の姿はなかった。
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　無事、アパートまでの瞬しゆん間かん移動に成功したペデラスティリアは、着替えたたまの格かつ好こうを眺めていた。

　黒い全身タイツに頭からつま先まで包まれた体。尻尾しつぽと羽根と角つのが、服に開けられた穴から外に出ている。

「いかにも悪あく魔ま～って感じですね」

　ほらっ、という感じで袖そでを伸ばしながら、ニコニコと振り返るたま。

「そ、そうね……」

　確かに、絵本とかに出てくる悪魔っていうと、大抵こんな格好だ。それに、これはこれである意味可愛かわいいかもしれない。けれど……。

　じっとたまを見る。

　やっぱりこの格好はいくら何でも恥はずかしい。勧すすめたのはペデラスティリアだが、冗じよう談だんで着せてみただけで、まさか気に入られるとは思っていなかった。こんな格好した奴やつと一いつ緒しよに出歩きたくない。

　たまが自分の格好を見下ろして首を傾かしげる。

「変ですか……？」

「えっ？　いや、その、全然変じゃないわっ。うん。似合ってる似合ってる。可愛いわとっても！」

「そうですか。えへへ～……」

　嬉うれしそうにほっぺたを染そめながら満まん面めんの笑え顔がお。

　……言っちゃった。もう今いま更さら着替えろとは言い出せない。だけど、自分で選えらんで着せといて「似合ってない」なんて言えるわけないし……。それに相手は腐くさってもＳ級。ロクに魔ま力りよくが使えなくたって、その気になったらあの強烈な妖よう気きを浴びせ倒すだけでペデラスティリアなんてイチコロだ。せっかく似合ってると思ってご機き嫌げんなのに、不用意に気分を害するのはちと怖い。

　もう一度たまを見る。

　まるで幼よう稚ち園のお遊ゆう戯ぎだ。やっぱり、一いつ緒しよに歩くのはすっごい恥はずかしい。

　……自じ業ごう自じ得とくかぁ、とペデラスティリアは小さくため息を吐いた。

　まぁ、いつまでも後こう悔かいしてても始まらない。気を取り直して例の杖つえを取り上げる。

「……とにかく、それじゃ早さつ速そく始めよっか」

「あ、はい！」

　鏡かがみを見ていたたまも慌あわててこっちに来る。

「あ、でもその前に、ちょっと充電しとかないと。もう魔力切れだわ」

　考えたら、例のゴスロリ服を取り寄せるのに一回。元の店に戻すので二回。そしてこのアパートへ移動したので三回分全部使い果たしている。

　ペデラスティリアが自力で補充していたら、三回分溜ためるのに大体一ヶ月半はかかる。このままだと動けない。

　が、しかし。

　今はペデラスティリア一人ではない。たまがいる。この子の魔力を使わせてもらえば、三回分くらい一時間もあれば充分だろう。

「たまちゃん。ちょっと悪いんだけど、この杖に魔力の補充してくれない？」

「え？　補充ですか？」

「うん。ちょこっとここのグリップ握って」

「はい。こうですか……？」

　素直に握るとペデラスティリアのほうを向く。

「そうそう。それで、たまちゃん今妖気が外に漏もれないようにしてるでしょ？　それを、握ってる手のひらの部分だけちょっと緩ゆるめて」

「はい。えっと……」

　ちょっと考えるようにしてから、フッと手のひらだけ制御を緩める。

　その途と端たん、ものすごい勢いでたまの魔力が杖の中に流れ込んだ。『見て』いたペデラスティリアは一いつ瞬しゆん息を吞のむ。

「すっご……」

　みるみるうちに、最初あった分以上の魔ま力りよくが溜たまってしまった。こんな短時間でこんな大量に魔力を注そそぎ込んで大丈夫だろうか。ちょっと不安に思ってたまの様よう子すを見ると、別段疲れた様子も見えない。まだまだ余裕らしい。滅め茶ちや苦く茶ちやだ。怖すぎる。

　十分ほど溜ためてからたまは顔を上げた。

「あの、これくらいでいいですか？」

「え？　あ、そうね。これで充分。ありがとう」

　容量はまだまだ余裕あるのだが、すでにペデラスティリアが一年かけても追いつかないくらいの量は溜まっている。あまりたくさん補充しても使い道がない。それにミスった時の事を考えると、結局これくらいがちょうどいいのだ。たとえミスしても、溜まった魔力が少量なら起きる現象も大したことないが、満杯に近い量を溜め込んでしまってミスったら、まず自分の手には負えない。他人ひとに貸してミスさせる時は大量のほうがいいが、ペデラスティリアは自分が使用するために補充しているのだし。

「じゃ、改めて。行くわよ」

「はい」

　真ま面じ目めな表情でたまも立ち上がる。この格かつ好こうで真剣な顔をされると、それだけで笑ってしまいそうだが、そこはぐっと堪こらえて杖つえを振りかぶる。

「とりあえず、一番近くにいるたまちゃんの被害者かその関係者のとこへ、私たち二人を連れてって！」

　えいっと一振り。

　ここへ来た時同様、ぼむっと煙けむりが二人を包み込む。そして、煙が晴れた時には部屋はもぬけの殻からだった。




　所変わって帰宅途と中ちゆうの賀か茂も。アブデルと、同級生の佐さ々さ木き律りつ子こも一いつ緒しよである。

「ふーん。じゃあたまちゃん、そのうち自力で色んな魔法じみた真似まね事ごと出来るようになるわけ？」

　律子が尋たずねた。たまが最近、自分の魔力を使う練習を始めたと聞いての発言だ。

　賀茂は微妙な顔でうなずいた。

「まぁ、いずれは……。と言っても、あの調子だと数年かかるだろうけど」

「あー、あの子不器用だしねー」

「まぁね……。でも、自分の魔力を肯こう定てい的に受け止めようって気持ちが出てきたのが嬉うれしいかな。やっぱ、せっかく持って生まれたものなら大切に生かす道を考えてほしいし」

　自分自身、幼い頃ころは霊れい能のう力りよくなんてなくなってほしいと思っていた事があるので、その思いはひとしおだ。

　律子がうなずく。

「そーよね。無む意い識しきに漏もらした妖よう気きで十万人。その気になったら世界を滅ぼす事さえ出来そうな力を、あのまま埋もれさすのはもったいないわよね」

「いや、滅ぼしてどうする……」

「退屈な日常が一気にドラマチックな世界滅亡ものに変わる」

　即答する律りつ子こ。だが律りち儀ぎに回答されても返事に困る。

　言葉に詰まって腕時計を見た。気がついたらもう五時半だ。

「あ～もぅ、五時半か。たかが教室掃除で何でこんなに時間かかってんだか」

　早く帰ってたまの練習に付き合ってやらないといけないのに。賀か茂もがこまめに結界内を浄化してやらないと、すぐに妖気が溜たまりすぎて練習出来なくなってしまう。妖気が溜まりすぎれば、その影えい響きようを受けてこの間のように服がボロボロになったりするし、魔ま力りよくの制御もしにくくなる。それに、下手へたをすれば賀茂が張った結界が妖気の圧力で破れてしまう恐れもある。アブデルの霊れい力りよくとたまの魔力を比較すればアブデルのほうが勝まさるはずだが、賀茂が引き出せるのはアブデルの全力の一パーセントにすら満たない。そしてたまが練習のために外に放つ妖気は、少なく抑えているとは言っても、無意識のうちに漏もらしてしまっていた頃ころの比ではない。

　無意識のうちに歩く速度が速くなる。

　その時。

　突然、賀茂たちの行く手に、ぼわんと煙けむりが上がった。

「ん……？」

　足を止めた賀茂たちの目の前で、少しずつ煙が晴れていく。その煙の中に、黒っぽい服に身を包んだ二つの人ひと影かげが見えた。

「……神が全すべてを統すべたるならば、今の不幸も神の意志。ならば幸せ摑つかむには、神に抗あらがう他ほかはなし。それで悪魔と誹そしられようと、へこたれません勝つまでは！　人々を不幸から救うべく今日も闘たたかう私たち悪魔っ娘こ二人組！　その名も、『でぃあぼりっく☆しすたぁず』っ！　ただいま参上っ！」

　煙の中から一人、何だか意味不明なハイテンションでポーズを決めながら名乗りを上げてきた。少女だ。銀髪に黒マントで角つのみたいなものが頭についている。

　煙の中に取り残されたもう片方は、黒い全身タイツに角や羽根をつけて、バイキンの戯ぎ画が化かみたいなマヌケな格かつ好こうをしている。

「なっ、何だ……？」

　ぽっかーんとする賀茂の前で、銀髪少女がくるくると回りながら前に出てきた。

「人の上には人はなく、人の下にも人はなし……。そういうものの現実は、アイツらみんな幸せで、何で俺おれだけこんな目に？　そう思って日々鬱うつ々うつと過ごしているそこのあなた！　そんなあなたに朗報がっ！」

「え？　何？　ボク……？」

　指をさされて戸と惑まどう賀か茂も。そんな賀茂にはお構いなしに、銀髪黒マント少女は唐とう突とつに祝福した。

「ご当とう選せんおめでとうございますっ！　あなたは本日、私たち『でぃあぼりっく☆しすたぁず』の厳げん正せいなる審査をパスし、救済されるべき可哀かわい想そうな人として認定されましたっ！」

「つ……つきましてはっ、えと、あなたの不幸の、う、埋め合わせとなるだけの幸福を、プレゼントすべく……、えっと、お、お願い事を一つ何でも叶かなえて差さし上げます……っ」

　後ろでつっかえつっかえカンニングペーパーを読み上げる全身黒タイツ少女を見て賀か茂もは目を疑った。

「え……？　もしかして……、たまちゃん……？」

「えっ？　あっ、かっ、賀茂さんっ!?」

　ハッとして顔を上げるたま。びっくりした顔でこっちを見る。

　銀髪角つの少女がギョッとした様よう子すでたまのほうを振り向いた。

「ちょっ、かっ、賀茂さんって、まさかあの結界作った本人……？」

「あ、はい。そうです」

　うなずくたま。どうやらたまと銀髪黒マント少女は知り合いらしい。

「なっ、何でその賀茂さんのとこなんかに？　私、ちゃんとたまちゃんの妖よう気きの被害者の元へ、って言ったわよね？」

[image: ]

「あ……。実は私、賀か茂もさんも私の妖よう気きで一度死なせちゃってて……だから賀茂さんもホントは私の被害者のはずで……」

「ええ？　いや、でもちゃんと生きてるし……？」

　驚おどいた様よう子すで賀茂を振り返る少女。

　賀茂と目が合うと、びくっとした様子で目を逸そらした。

　何だろう一体……？

　とりあえずたまに声をかける。

「何やってんの、そんな格かつ好こうして……」

「あっ、あのっ、えっとこれは……」

「その、隣となりの子は知り合い？」

「あ、はい。ペディさんです。ペデラスティリアさん。私の過去の償つぐないに協力したいって言ってくださって、それでお願いを……」

「協力……？」

　賀茂が訝いぶかしんで首を傾かしげた時、後ろからアブデルが声を上げた。

「ペデラスティリアだと!?」

「知ってるのかアブデル？」

　アブデルのほうを振り返る。

　すると今度はペデラスティリアと紹介された銀髪少女が声を上げた。

「あっ、アブ様ぁ!?　何でこんなとこに？」

　互いに目と目が合うアブデルとペデラスティリア。

「くっ！　やはりキサマか！　この唾だ棄きすべき呪のろわれた黒い蛇へびめが！」

「何者だ一体？」

　賀茂の問いに、アブデルはあからさまな嫌けん悪お感かんを顔に浮かべた。

「悪あく魔まだ！　それも、天地創造以来もっとも忌いまわしい者たちの一人だ……！」

　言われて、慌あわてて霊れい視しの『眼』を開く。確かに、妖気を身に纏まとい、頭の角つのも本物、更さらにコウモリのような羽根も、先が矢や尻じりのようになった尻尾しつぽもちゃんとついている。しかし……。

「……そんな大おお袈げ裟さに驚おどろくほどの相手か………？」

　賀茂は怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

　確かに人間である賀茂より基き礎そ的な力は上だろうが、それでも霊視して簡かん単たんに正体が分かってしまう程度だ。漂ただわせている妖気も決してずば抜けて強力というわけではない。賀茂一人の力で封ふう印いんしてしまえと言われたらちょっと苦戦するかもしれないが、道具さえあれば追い払うくらい簡単に出来そうだ。ましてやアブデルの霊力をもってすれば、こんなの雑魚ざこでしかない気がする。

　それとも、よっぽど魔術の技量が優すぐれているのだろうか。微細なものまで正確に捉とらえる霊視力と複ふく雑ざつな因いん果がの網目を読み解とく力、そして魔ま力りよくを扱う精密ささえあれば、極ごく々ごくわずかの力しかなくても大きな効果を引き出せる。以前対たい峙じした菜な間ま尺しやく八はち郎ろうことベリアルは、賀か茂もの霊れい力りよく以下の力しか使わずにアブデルの霊力の直ちよく撃げきを退け、更さらに突風を起こして賀茂を壁かべに叩たたきつけて見せた。もし目の前の小こ悪あく魔まがあのレベルの技量を持っているのだとしたら、単なる力押ししか出来ない賀茂では勝ち目は薄うすい。アブデルが警けい戒かいするのもうなずける。

　アブデルはペデラスティリアから目を離はなさず、低い声で言った。

「いいかよく聞け。奴やつはな……」

「奴は……？」

　緊きん張ちようして次の言葉を待つ。

　その時。

　ペデラスティリアのけたたましい声が、アブデルの言葉を遮さえぎるように割り込んできた。

「そっ、そちらの『賀茂さん』は、もっもしかしてアブデル様がただいま守しゆ護ごしてる最さい中ちゆうのお方ですかぁ……っ？」

「は？　はぁ、まあ一応……」

　ハイなテンションにちょっと引き気味で答える。その瞬しゆん間かん、ペデラスティリアはそのテンションをますますヒートアップさせた。

「って事は何ですか、神様がこの世をお創つくりになる以前から存在しているアブデル様が、ちょうどまだ髭ひげが生はえるか生えないかといううら若き少年に、常に寄り添そって教え導みちびいていると、そういう事ですか！」

「そ、そうだけど……？」

　賀茂は自分の顎あごをさすりながらうなずいた。髭は全般的にまだうぶ毛だが、稀まれに顎の裏に一本だけちゃんとしたのが生はえていたりする。

　賀茂が肯こう定ていした瞬間、ペデラスティリアは突如人生の勝利者になったかのような勢いでガッツポーズを決めた。

「来たっ！　きたきたきたきたぁ──────っっ！　髭生え初そめし頃ころの美少年ッッッ!!　基本にして王道！　由ゆい緒しよ正しきヘレニズムの伝統！　世間ではショタ鬼き畜ちく責めだ何だと盛もり上がってますけど、でもやっぱ少年から大人おとなになりかけギリギリっていうその危あやうい年とし頃ごろこそが旬しゆんですよねっっっ[image: ]」

　誰だれに言ってるんだか分からない調子で感極きわまった声を上げると、輝かがやくばかりのときめきを背にアブデルのほうを振り向いた。

「ついに！　ついに目覚められましたかアブデル様っっっっ[image: ]　ああっ、この日をどれだけ待った事か[image: ]」

　瞳ひとみには感かん激げきの涙をにじませ、全身からはぱぁっと幸せオーラが全方位に放射される。

「目覚めるかこの色ボケ悪魔があぁっっっ[image: ]」

　今にも嚙かみつきそうな勢いで敵意と嫌けん悪お感を露あらわにするアブデル。

　賀か茂もはイマイチ話が摑つかめない。

「な……なんだ一体……？」

　キョトンとしていると、突然後ろから肩を叩たたかれた。

「やおいよ」

「は？」

　振り向くと律りつ子こがうんうんとうなずいている。

「っていうかやおいって……」

「だから、いわゆるギリシア的恋愛よギリシア的恋愛。『髭ひげ生はえ初そめし』と来れば少年愛、ってのはギリシャ文化の基き礎そ中の基礎。文学の世界じゃ常じよう識しきよ」

「そ、そうなのか……？」

「そうよ。稲いな垣がき足たる穂ほでも読みなさい」

　自信たっぷりに言い切る律子。賀茂は文学とかには明るくないからホントか噓うそかは分からなかったが、実は一応本当の話だったりする。

　キョトンとする賀茂をよそに律子は演技たっぷりの調子で高らかに言い切る。

「そして少年愛を英語に直せば！　そのままズブリ！　ボォォオォォ──────イズ・ラァァァァヴ！」

「ズブリじゃなくてズバリじゃ……」

「わざとに決まってるでしょ」

　極きわめて冷静に答える律子。

「っていうか、ボーイズ……ってつまり、ボクとアブデルが……」

「そう。男同士で愛し合ったり抜き差さしならぬ関係だったりしてるんですね？って事よ」

「な、何でボクとアブデルがそんな……」

「だって、賀茂くんとあぶでる様は見るからに違う性質の男なんだから、どっちかが受けでどっちかが攻めだろうって思うのは極ごく々ごく自然な発想じゃない？」

「自然じゃないだろっ！」

　そうツッコんだ時、ペデラスティリアが脇わきから会話に割り込んできた。

「そこのあなた！　見る目あるわね！　そのとおり！　この世には二種類の男しかいないわ。すなわち『攻め』か『受け』か！」

　世間で肩身の狭せまい趣しゆ味みを持つ人間が同好の士を見つけた時に見せる、特有の自己肯こう定てい感に満たされた暑苦しさを呈ていしながら喋しやべるペデラスティリア。

　そのままくるりと踊るように回転すると、振り返り様ざまに賀茂を指さして一方的に決めつけた。

「そしてあなたは！『受け』側の男なのよー！」

「な……」

　そんな事、いきなり決定されても一体どうしろというのだ。ぽかーんと立ち尽くす賀か茂も。

　……まぁ、とりあえずアブデルが激はげしく嫌いやがっていた理由はよく分かった。前に現れたベリアルこと菜な間ま尺しやく八はち郎ろうもホモ親父おやじだったが、悪あく魔まというのはみんなそういうのが好きなんだろうか……。

　それはそれとして、いい加減話を戻したい。たまが何であんな変な格かつ好こうをしているのかとか、気になる事は山ほどある。

「まぁとにかくそんな無意味な話は置いといて……」

「無意味、ですって……？」

　カチンとした顔でペデラスティリアが食いついてきた。

「ちょっと待って。聞き捨てならないわね。確かにやおいには、山もオチも、意味すらもないかもしれない。けれどそこには！　愛！　があるのよ！　山とかオチとか意味とか、そういった人工的な夾きよう雑ざつ物を取り除いたあとには、ただ純粋な愛だけが残るっ！　それがやおい！　深くてキツい、やおい道なのよ────────っっ！」

　拳こぶしを突き上げて高らかに歌い上げるペデラスティリア。どうしろというのだ一体……。

「ま、まぁ、とにかく律りつ子こと同類だって事は分かったから。それより……」

　その瞬しゆん間かん、今度は律子がいつになく冷たい声で遮さえぎった。

「ちょっと待った。こんなのと一いつ緒しよにしないでくれる？」

「へ……？　こんなのって、でも結局同じ趣しゆ味みだろ……？」

「こんな、キャラの見た目だけで上っ面つらなカップリングする馬ば鹿かと一緒にされちゃ、いい迷めい惑わくよ。カップリングっていうのはねぇ、ちゃんとキャラの性格や互いの役割ってものを吟ぎん味み熟じゆつ考こうした上で作るモノなの！」

「ちょっと！　上っ面ですって？　アブデル様は性格上どう考えたって鬼き畜ちく責めに決まってるし、この彼だって見るからに総受け肉奴ど隷れいって顔してるじゃない。確かにアブ賀茂じゃあ当たり前すぎて面おも白しろくないかもしれないけど、底の浅い奇きの衒てらい方をするより百倍マシだと思うけど？」

「奇を衒うですって……？　だからアンタはキャラの把は握あくが甘いっつってんのよ。いい？　その耳かっぽじってよぉーく聞きなさい……」

　ギンとものすごい眼光で睨にらみつけたのち、律子はおもむろに一歩踏み出した。

「賀茂くんはっ！『ツッコみ役』なのよ────────っっ!!」

　ど──────────────ん！

　効果音付き、怒ど濤とうの勢いで賀茂を指さす。

「あ、あのなぁ……」

　何をどう言ったらいいのか分からなくなって、諦あきらめに近い気分が賀茂を襲おそった。

　そこへ、今まで黙だまっていたアブデルが、嫌けん悪お感というよりもはや憎悪、否、怨おん念ねんに近い感情を全身にたぎらせて割り込んできた。

「いいからキサマらもう黙だまれ……！　キサマら腐ふ女じよ子しの腐くさった会話には虫むし酸ずが走る……！」

　律りつ子こはハッとして口をつぐむ。アブデルがこの手の話題を嫌う事を思い出したらしい。一応律子は美形のアブデルにフォーリンラブなのだ。嫌われるとヤバい。

　だがペデラスティリアにはそんな足あし枷かせはない。負けずに言い返した。

「どうして認めようとしないんですか？　アブ様みたいな美形の方がっ！　まだ髭ひげも満足に生はえてないうら若き年下の男の子を！　優しく教え導くのよ！　それも二十四時間常にすぐ側そばに寄り添そって！　これで二人の間に何もないって言われて信じられるわけないでしょーが普通常じよう識しき的に考えてっ！」

「キサマの常識が世間の常識だと思うな小娘！　男同士でくっつくなんていうのはアブノーマルな変態の所しよ業ぎようだ！　ソドムの町を堕だ落らくさせた唾だ棄きすべき背はい徳とく行為だ！　品ひん行こう方ほう正せいにして謹きん厳げん実じつ直ちよくの権ごん化げたるこの俺おれが、そんな道に足を踏み入れると思うか！」

　妥協の余地なく決めつけるアブデル。だが、ペデラスティリアも譲ゆずらない。

「背徳だからこそいいんじゃないですか！　何言ってんですか！　いいですか？　障害のないところに真の愛はありえない！　身分制度も消え、人種差別も建たて前まえ上悪となり、不ふ倫りんだって金きん妻つま以来当たり前になってしまった今の世の中で、一体何が愛の障害たりうるか！　そう問うた時、必然的に浮かび上がってくるのが男同士という禁断の関係なんです！　男に恋してしまった男の苦悩！　絶望！　そしてそれを乗り越えた時の感動！　そう！　ボーイズＢ・ラブＬこそはこの地上に残された最後の恋愛フロンティアなんですっ！　まぁ障害とか言いつつ冒頭からやっちゃってるのがぶっちゃけ大半ですけどそれはそれとして！」

「ホモごときが最後の恋愛フロンティアだと？　ふざけるな！　最後の恋愛フロンティアは『妹』に決まっているだろうが！」

「い、妹ですって……！　あんなもののどこが……」

「確かに恋を燃え上がらせるのは障害の存在だ。禁断の恋、結ばれる事はおろか恋をする事すら許されないようなそんな過か酷こくな障害を乗り越えてこそ、真実の愛というものは確かめられる。それに異論はない」

「だったらＢＬだって……！」

「だがしかし！　世間で同性愛は自らの運動により日々着実のその地位を向上させている！　同性愛者差別は人種差別と同等に『悪』と見なされるようになり、同性愛者同士の結婚を認めた国さえ出てきている！　翻ひるがえって、妹でそんな事があるか？　実妹との婚こん姻いんを認めている国があるか？　妹が好きな『お兄にいちゃん』たちがアキバでデモをしたところで、果たして民衆の支持が得られると思うか！　気持ち悪がられてお終しまいだろうが！」

「そ、そりゃ……実際気持ち悪いけど……」

「更さらには、ノストラダムスの予言した運命の一九九九年！　児ポ法絡みの騒そう動どうとそふりんの規定改悪によって、フィクションであるはずの十八禁ゲームの中でさえ、実妹は禁止され『義妹』しか許されなくなってしまった！　そう。今や思想、表現のレベルにおいてさえ、妹は禁断の関係なのだ！　分かるか！　真の障害とは！　真の迫害とは！　まさにこういうものをこそ意味するのだっ！」

「うく……っ！」

　一いつ瞬しゆん怯ひるむペデラスティリア。だがすぐさま体勢を立て直す。

「ほ……ホモとやおいは違う！　ホモ・セクシュアルは現実に男が主体になってやるものだけど、ボーイズ・ラブっていうのは絡んでるのは男同士だけど主体はあくまで女なの！　女の世界なの！　その時点で、原理的に妄もう想そうの世界の産物なのよ！　やおいとかボーイズ・ラブっていうのは、妄想の世界に生まれた清らかな愛の化身インカルナトウスでありファンタージエンの住人！　それに対して、現実世界の同性愛事情を持ち出して批判したところで的まとはずれなのよ！」

「ファンタージエン……。エンデか。確かに二部のバスチアン×アトレーユは萌もえたわね……」

　ボソッと律りつ子こが呟つぶやく。

　その呟きを搔かき消す勢いで、アブデルはペデラスティリアを否定した。

「妄想の産物ならますます障害は少ないではないか！」

「ぐ……っ！」

　一言で切り捨てられてペデラスティリアは言葉を失う。

　そこへ畳たたみかけるように熱の籠こもった身振りのアブデル。

「だが俺おれは！　本当の妹とえっちしたいんだ！　孕はらませたいんだよ！　そうして二人で幸せな家庭を築きたいんだっっ！　分かるかっ！　この馬ば鹿か野郎！」

　馬鹿はお前だと誰だれもがツッコみたくなりそうな変態じみた台詞せりふを、天下の公道でこれでもかとばかりに叩たたきつける。

　勢いに押されたのか、ペデラスティリアは黙だまり込んだ。

　聞いていた賀か茂もが呆あきれて呟つぶやく。

「本当の妹って、アブデル妹いないだろ……。妄もう想そうって点じゃ一いつ緒しよじゃないかと……」

　っていうか、あんまり大声で「孕ませたい」とか叫ばないでほしい。近所の知り合いが通りかかる可能性だってあるのだ。

　だがアブデルは動じない。

「俺は平等主義者だからな。妄想の妹だからといって差別したりはしない」

「へ……？　いや、差別って……」

「いいか？　よく考えてみろ。妄想の妹と現実の妹の間にどんな違いがあるというのだ？　生まれたところが現実か妄想かというだけではないか！　そりゃ確かに、妄想の妹は染しみ一つない白い肌だったり髪や目が青や緑やピンクだったりするかもしれない。だがな。それさえ除けば全く同じ普通の妹なんだよ。可愛かわいくて素直で純粋で、とびっきりお兄ちゃんの事が大好きな、どこにでもいるただの妹なんだ！　それを……それをキサマ……！　生まれた場所や皮ひ膚ふや目の色なんかで、一体彼女たちの何が分かるって言うんだ畜ちく生しようぉぉぉっ！」

　ぶわっと涙をほとばしらせながら力説するアブデル。語りながら、何か辛つらい事でも思い出したらしい。

「いや、何も泣かなくても………」

　賀か茂もは何と言ったらいいのか分からず困こん惑わくした汗を浮かべた。

　その隙すきにアブデルはスッと普ふ段だんの冷静な顔に戻ると、ペデラスティリアを眼光鋭するどく睨にらんだ。

「とにかくそういうわけで、おいそれとキサマを信用するわけにはいかん。何が目的で彼女に近づいたのか、正直に話してもらおうか」

　どういうわけなのかはさっぱり分からないが、ようやく話が元に戻ったので敢あえてツッコまずに流す賀茂。

「目的って、別に……」

　ペデラスティリアは苦しそうに口ごもった。アブデルと視し線せんが合うと目を伏せる。そのまま逃げるように傍かたわらのたまのほうを向いた。

「……たまちゃん。あなたから説明してあげて」

「え？　私ですか？」

「ええ。あなたのほうが信用あるでしょ？　私はアブデル様には睨まれてるし、賀茂さんとは初対面だし」

「あ、それもそうですね。じゃあ、えっと……」

　バイキンみたいな格かつ好こうのたまが前に出てきた。

「えっと、さっきお家うちに帰ってからまた魔ま力りよくを使う練習をしてたら、そこに偶然ペディさんが通りかかって、それで、何してるのって聞かれたんで、……自分の妖よう気きが垂たれ流しでたくさんの人を死なせちゃったり病気にしたり色々しちゃったから、その過ちを自分の魔力で償つぐなえるようになりたいと思って練習中です、って答えたら、そしたら是ぜ非ひ手伝わせてほしいって。私の技術不足はペディさんが補ってくれるからって……」

「ペディさんが補うってつまり、ちょっと前に来た魔女っ娘この時みたいな感じでペディさんがたまちゃんの魔力を使えるようにするとかそういう話？」

　もしそうだとすると少し怪あやしい。たまの魔力が目当てで近づいたんじゃないかという疑ぎ惑わくが頭をもたげる。

　賀茂の疑念を感じ取ったらしく、たまは慌あわてて首を振った。

「あっ、そういうんじゃないんです。えっと、特別な道具があって、ペディさんが今持ってるこの杖つえなんですけど、これに一いつ旦たん私の魔力を溜ためてから命令すると、自動的に魔力を使って願いを叶かなえてくれるんです。それを使えば、技術が未み熟じゆくでも魔力さえあれば何でも出来るんで、それを貸してくれるって……」

「で、その杖つえを持ってるのが何で貸してもらったはずのたまちゃんじゃなくてペディさんなの？」

「あ。えっとそれは、この杖は勝手に魔ま力りよくの消費の一番少ない形で命令を実現しようとするんで、気をつけて命令しないと失敗しちゃうんで、使い慣なれてるペディさんに任せたほうが安全かな、って……。さっきも、服を出そうとしたらどこかのお店から勝手に取って来ちゃったりとか、今も私の妖よう気きの被害に遭あった人の所へ連れてってって言ったら賀か茂もさんのとこへ来ちゃったり……。それは失敗じゃないですけど」

　アブデルが突然遮さえぎった。

「いや待て。俺おれはたまちゃんではなくペデラスティリアに尋たずねたのだ」

　そう言ってペデラスティリアのほうを睨にらむ。

「キサマが説明しろ。自分自身の口からな」

「せ、説明ったって今たまちゃんが言ったとおりよ……。付け加える事なんてないし……」

「構わんから言え。俺の霊れい視し力なら発言に付ふ随ずいした意図を『見る』事で噓うそか本当かを見分ける事が出来る。その俺の目の前で今のたまちゃんの発言をそっくり繰くり返す事が出来れば、悪意はないと信じよう」

「ぐ……」

「さぁ、どうした？　潔けつ白ぱくならば自らの口で語ってみろ」

「……………」

　言葉に詰まった。

　助けを求めるように、一いつ瞬しゆんたまのほうへ目を向ける。だが、不安げに見つめるたまの視し線せんに出くわして、気まずそうに顔を逸そらした。

　明らかに動どう揺ようしている。怪あやしい。怪しすぎる。アブデルの難なん癖くせ自体はやおい好き腐ふ女じよ子しへの偏見から来たものだったような気もするが、それはそれとして本当に何か企たくらんでいたようだ。

「どうやら疑ぎ惑わくはクロと決まったようだな」

　アブデルがペデラスティリアに詰め寄った。

「言っておくがそこの彼女は、この賀か茂もの守しゆ護ごをし続けなければならない俺おれにとってほぼ唯ゆい一いつの慰なぐさめだ。その彼女を悪の道に引きずり込み、俺たちのもとにいられないようにしようというのであれば、本気で容赦せん」

　ペデラスティリアも容よう姿しだけなら少なくとも美少女であるにもかかわらず、アブデルはお構いなしにぐいっと乱暴に胸ぐらを摑つかまえる。

　だがその瞬間。

　ペデラスティリアは何故なぜか頰ほおを薄うすく染そめてうつむいた。その視線が周囲の賀茂やたまへと泳ぎ、眼前に迫ったアブデルを一瞬上うわ目め遣づかいに見上げる。そして濡ぬれたような長いまつげを恥はじらうように伏せた。

「だ……ダメだよお義兄にいちゃん、こんなとこでそんな……。人に見られちゃう……」

　震ふるえる唇くちびるから、吐と息いき混じりの囁ささやきが喘あえぐように漏もれる。

　その刹せつ那な！

「なぅあ………っ！」

　アブデルは雷らいに打たれたかのごとく硬直した。その表情がみるみるうちに、決して妥協を許さない厳げん格かくな『天使』の顔から、可愛かわいい妹とラブラブな関係にある『お義兄ちゃん』の顔へと変へん貌ぼうしていく。

　ペデラスティリアは更さらに追い打ちをかけた。

「……そういう事は、お家うちに帰って二人っきりになってから」

　上うわ目め遣づかいでいたずらっぽく見上げると、人差さし指でちょんとアブデルの顔を押し返す。

「そ……っ、そうだな……。すっ、すまんペディ。お義兄ちゃんとしたことが、つい興こう奮ふんしてしまった……」

　どぎまぎしたように顔を赤らめながらデレデレと笑うアブデル。摑つかんだ手が思わず緩ゆるむ。

　ペデラスティリアはその隙すきを逃さず右手の杖つえを振り上げた。

「今よっ！　私とたまちゃんを私のアパートまで瞬しゆん間かん移動させてっ！」

　ぼんっ！

　軽い破裂音とともに白い煙けむりが二カ所で上がった。ペデラスティリアと、少し離はなれたたまとを別々に包み込む。

「はっ！　しっ、しまった！　騙だまされたぁっ！」

　我に返るアブデル。

「くっ！　逃がすかキサマっ！　家に帰って二人っきりになってから色々する約束はどうしたぁっ！」

　慌あわてて煙の中へ手を伸ばす。

　賀か茂もも反射的に目の前のたまの体を抱き留とめた。だが、しっかりと抱き留めたはずのたまの体は、賀茂の腕の中でみるみる手応えを失っていく。

　向こうの煙の中から、からかうようなペデラスティリアの声が聞こえた。

「アブデル様。一いつ緒しよに遊ぶのはまた今度って事で。じゃね～」

　やがて煙が晴れると、ペデラスティリアの姿は跡あと形かたもなく、アブデルの腕が虚むなしく空くうを摑んでいるだけだった。

「くそ！　してやられた……！」

　ぎりっと歯ぎしりするアブデル。

「この俺おれをこうもあっさり手玉に取るとは、相変わらず恐ろしい奴やつ……。小こ悪あく魔まとはいえ侮あなどれん……」

「いや、あれで騙されるほうがどうかと……」

「まあ、済んだ事はもういい。それよりも問題はペデラスティリアだ」

　アブデルはさっさと本題に戻して、さりげなくかつ強ごう引いんに自分のミスを不問に付す。

「どうやらあの悪あく魔まめ、たまちゃんが罪を償つぐないたいと思う気持ちにつけ込んで、何か悪だくみをしているに違いない。あの杖つえが曲くせ者ものだな……」

「あの杖、何なんだ？　振った瞬しゆん間かんに二人とも姿消したけど……」

　アブデルは難しい顔で腕組みをした。

「あれは本来、悪魔どもが契約を交かわした人間に貸す道具だ。ひとたび命令を与えるや、貯ちよ蔵ぞうされた魔力の許す限りどんな願いも実現可能にしてしまうという震しん撼かんすべき魔具だ。それも全すべて全自動で。噂うわさでは、かのセファー・ラジエルに記された秘術の全てが内蔵されているとも言われている。恐るべき正確さで因果の連れん鎖さを解析し、戦せん慄りつすべき精密さで魔力を操そう作さする事が出来るため、霊れい視しさえ出来ないただの人間であろうと、あの杖さえあれば菜な間ま尺しやく八はち郎ろうや眼鏡めがねっ娘こと同等の事が……、いや、魔力の蓄ちく積せきが可能な事を考えれば、それ以上の事さえ行えるだろう」

「そんな便利な物が……？」

　律りつ子こが興きよう味みを引かれた声を出した。

「うむ。あまりに危険すぎるため、あの手の道具は片っ端ぱしから摘てき発はつして全て処分したはずだったのだが……。今や童話か子供向けアニメか怪かい奇き小説の小道具でしかなくなったはずのあの杖を、まさかペデラスティリアごとき下級悪魔が所持していたとは……」

　アブデルは苦にが々にがしく舌打ちする。

　賀か茂もが尋たずねた。

「でもさ、それをたまちゃんに貸してあげるんだったら、ペデラスティリアの思おも惑わくはどうあれちゃんと手伝いになるんじゃないのかな。何でも出来るったって、たまちゃんなら悪い事には使わないだろうし」

「いいや、甘いぞ賀茂。あの道具は本来、貸し与えられた人間を破滅させるための物。そうそう上手うまく願ったとおりにはいかんのだ」

「え？　でもどんな願いでも実現するって……」

「それはそのとおり。ただし、最も魔力の消費の少ない形を自動選せん択たくするように仕込んであってな。よっぽど気をつけて正確な命令を与えん限り、思ったとおりの結果は出せんのだ。例えばお前があの杖を振って『たまちゃんのパンツが見たい』と願ったとしよう。普通ならそこで、偶然彼女のスカートがめくれたりずり落ちたりすると思うだろう？」

「いやちょっと待て！　何だその喩たとえは！」

　反射的に抗こう議ぎするが無視して続けるアブデル。

「だが、そう都つ合ごうよくはいかんのだ。杖に与えた命令はただ『たまちゃんのパンツが見たい』というだけのもの。すると、洗せん濯たく物として干ほしてあるパンツでも、洗ってタンスにしまい込まれたパンツでも、あるいは下着売り場で一枚三百円で売られているパンツを彼女が買った瞬しゆん間かんを目もく撃げきしただけでも、『たまちゃんのパンツが見たい』という願望は叶かなえられた事になってしまう。ただパンツが見たいとしか言っておらず、どういう状況でかは何も触れていないからな。それならば、穿はいているところを見せるよりも洗せん濯たく物を見せるほうが遥はるかに簡かん単たんに済む。そして、願望が叶ったはずのお前は目の前に現れた結果を見て愕がく然ぜんとなり、『ボクが望んだのは、こんな結末じゃない……！』と絶望に打ちひしがれて大地に這はいつくばる事になるわけだ」

「いや、だからそれくらいで絶望しないっつーか、そもそもそんな事は願わないけど……」

　そこだけは念を押しておく賀か茂も。

「……だけどつまりそれって、必ずしも本人が願ったとおりの結果になるわけじゃないって事か」

「そうだ。むしろ言葉の端はしを捉とらえて、思っていたのとまるで正反対の結果を招く事のほうが多い。そもそもあれは悪あく魔まの道具。欲望を叶えようとした者を不幸へ導みちびく事こそが、あの杖つえの本来の目的だからな」

「そうか……。だけど、あの悪魔は自分でもあの杖使ってたわけだし、正確な表現に気をつけるようにすれば……」

　だがアブデルは首を振った。そして真ま面じ目めな顔で諭さとす。

「いや、万が一正確に願いが叶ったとしても、それはそれでやはり予想外の事が起こる危険は常にある。例えば世界一の金持ちになるという願いを叶えたとしよう。だがその結果、自分の所に資本が集中しすぎて金が回らなくなり、世界中の経済が一斉に低迷して大恐慌から世界大戦が勃ぼつ発ぱつしてしまうかもしれない。もちろんこれは極きよく端たんな例だが、しかしこの世のものは全すべて何らかの形で影えい響きようし合いながら微妙なバランスを保っているのだ。そこへ安易に奇き跡せきを生じさせれば、必ずどこかで歪ゆがみが出る」

　アブデルは、消え去ったペデラスティリアを目で追おうとするかのように、遠くの空を睨にらんだ。

「……奇跡というものは、我々被造物の恣し意いによって為なされるべきではないのだ」

　静かに、だが強い口調でそう言うと、賀茂のほうを振り返った。

「二人を追うぞ。取り返しのつかない事をしてしまう前にあの杖つえを破は壊かいする」

　賀茂は無言でうなずいた。

　その後ろで、律りつ子こは何か別の思おも惑わくを巡めぐらせているように黙だまり込んでいた。
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「あー、びっくりしたー」

　ペデラスティリアは自分の部屋へ着くとホッと息を吐ついた。

「まさかこんなとこであのアブ様に出くわすとは……。しかもさりげに少年連れで……」

　思い出して、ついついにやっとしてしまう。本人たちは否定していたが、所しよ詮せんやおいは妄もう想そうの世界。くっつけた者勝ちである。事実など関係ないのだ。

「しっかしまさかたまちゃんがアブデル様と知り合いだったとはね。どこで知り合ったの？」

「あ、えっと、アブデル義兄にい様は賀か茂もさんの守しゆ護ご天使をしてるとかで、賀茂さんと知り合った時に一いつ緒しよに……」

「え？　そういや昔会った時もどっかの霊れい媒ばい少女の守護天使やってたなぁ……。普通それって最下級の天使の仕事のはずだと思うんだけど」

　直接地上での物事を担当するのは基本的に第九位のノーマル天使から第七位の権ごん天使までのはず。過去に一度だけ、対悪あく魔ま用特殊部隊の力天使、通称Ｐボーイズに追い回された事もあるが、それでもそいつらの階級は六位止まりである。最上位である熾し天てん使しが地上でブラブラと個人の守護天使をやってるなんて、普通じゃまずありえないはずなのだが。

「……暴れん坊将軍吉よし宗むねが、旗はた本もとの三男坊・徳とく田だ新しん之の助すけを名乗って江戸城下を見回ってるようなもんかな？」

　日本こつちに来てから日中の暇ひまつぶしに見ていたテレビの時代劇げきに喩たとえて言ってみたが、たまはよく分からないといった顔で首を傾かしげた。アブデルのポジションが分からなかったのか、それとも暴れん坊将軍自体知らないのかは不明である。

「……まぁそれはとにかくとして、ちょっと気をつけないとダメね。アブ様一人だけなら性格も弱点も知り尽くしてるから手玉に取るのは簡かん単たんだけど、あの賀か茂もさんって子がアブ様の霊れい力りよくを引き出して使えるとしたらちょっと厄やつ介かいだわ……」

　たまは、修しゆ行ぎよう用の結界を作ってくれたのは賀茂だと言っていた。あの結界の作りを見る限り、賀茂は霊能力者としての修行を積つんできているのは間違いない。アブデルの霊力の扱いにも慣なれている。まさか人間風ふ情ぜいが熾し天てん使しの霊力を全すべて引き出して使えるとは思えないが、あの結界を張るのに使った霊力だけでもペデラスティリアくらい簡単に滅殺してしまえるはずだ。賀茂とたまがどういう関係か知らないが、家に引き取って面めん倒どうを見てやるくらいだから少なくとも賀茂はたまを大切な存在と見なしているはず。そのたまの贖しよく罪ざい意い識しきにつけ込んで、更さらなる悪事を企たくらんでいる事が知られたらどうなるか。温厚そうな感じの少年だったが、まず容赦はしてくれないだろう。

　ペデラスティリアが考えていると、たまが聞いてきた。

「あの、もしかしてペディさん、アブデル義兄にい様と仲悪いんですか……？」

「へ？」

「なんだか、誤解されて叱しかられてたみたいでしたし……」

「あ。ああ、まぁ……。仲悪いっていうより、向こうが私の趣しゆ味みを理解してくれないってゆーか一方的に毒虫扱いしてるってゆーか。私としてはアブ様萌もえなんだけどねー」

　というか、アブ様萌えとか言ってるから毒虫扱いされるわけだが。

「だけどまー、こっちは悪あく魔まで向こうは天使だし。話合わなくてもしょうがないんだけどね」

「あの、私、帰ってちゃんとアブデル義兄様に説明してきましょうか。怒られて逃げちゃったままじゃ、ペディさんずっと誤解されたまんまですし」

「え？　あ、いや、それは……」

　それはダメだ。ここでたま一人だけ帰してしまったら、もうペデラスティリアの元へは戻ってこないだろう。そうなったら、杖つえに魔力の補充をしてもらっただけで終わってしまう。そんなもったいない真似まねは出来ない。

　だが、そうかといって二人で行ってもヤバい。アブデルにはすでに、こっちが本心からたまを手伝うつもりなどない事は見抜かれてしまってるし、その事は当然相あい棒ぼうの賀茂にも伝わっているはず。アブデルだけならさっきの調子で漢おとこ心ごころをくすぐれば何とでもあしらえる自信はあるが、賀茂にもそれが通じるかどうかは分からない。

　それよりも、さっさとたまに新たな罪を働かせて、あの二人のもとへ戻れないようにしてしまうのが一番だ。本人が全く気づいていなかったとはいえ十万人規模の犠ぎ牲せい者を出したたまが、天使どもから処刑もされず、アブデルを守しゆ護ご天使に持つ賀茂のもとに引きとられているというのは、いわゆる保ほ護ご観かん察さつ処分という奴やつだろう。霊れい視しも出来ず、妖よう気きの漏もれを押さえる事も出来ず、そもそも自分が妖気を撒まき散らして周囲に被害を出している事を知る事さえ不可能だった頃ころの過ちだという事で、情じよう状じよう酌しやく量りようでもなされたのだろうか。だが、立ち直れるかどうかを観察している間に新たな罪を重かさねれば、もう情状酌量の余地はない。アブデルや賀か茂もも、もはやたまをそのままにしておく事は出来なくなり、そうなればたまは彼らのもとへは帰れなくなるはずだ。帰る場所がなくなれば、あとはペデラスティリアに頼るしかないはず。そうしてずっと一いつ緒しよにいれば、たまの魔ま力りよくと自分の魔法の杖つえを使ってやりたい放題だ。

　そう決めると、ペデラスティリアはこれまでどおりの笑え顔がおでたまに言った。

「……やっぱり、口で言ったってすぐには分かってもらえないと思うの。私は悪魔だし、噓うそをつくのはお手のものって思われてもしょうがないから」

「で、でも、私も悪魔ですけど、アブデル義兄にい様は優しいですよ。大丈夫ですきっと」

「そりゃ、だってたまちゃんは悪魔だっていっても素直でいい子だから……。でも私は、これまでの五百年、一人で生き抜くために悪い事もいっぱいしてきたわ」

「わ、悪い事したのは私もそうですよ。っていうか私のほうが多分ずっと……」

「たまちゃんは自分じゃ妖気が漏れてる事も、それどころか妖気を『見る』事さえ出来なかったんでしょ？　だったらそれは不可抗力だわ。だけど私はそうじゃない。たまちゃんと違って、私は自分の意志で悪い事を重ねてきたの。たとえ規模は小さくても、『自らの意志で悪を行う』っていうのは道徳的にずっと大きな罪なのよ。そして、自分から悪い事をしようと思い立って悪事をした人の言う事なんて、信じてもらえなくて当然。口先だけならいくらでも噓つけるしね。信じるほうが馬ば鹿かだわ」

「でっ、ですけど……」

「もちろん、私がたまちゃんのお手伝いをしたいって思ってるのは噓じゃないわ。本当よ。だけど、それを人に信じてもらうのはそんな簡かん単たんじゃない。アブデル様だって、もし万が一私が噓ついてたとしたら大変だから、疑い深くなっちゃうのは仕方ないと思うの」

「それはそう……かもしれないですけど……」

　顔を伏せるたま。哀かなしそうに呟つぶやく。

「でも……ペディさんホントはいい人なのに……」

　こっちの事は欠片かけらも疑っていないらしい。せっかく出来た新しい友達がアブデルから誤解されて悲しいというところか。全くもってお人好しな子だ。きっとこの性格のおかげで、とんでもない被害規模にもかかわらず観察処分程度に留とどめてもらえたのだろう。つまり、ある意味天使どもはたまの素直すぎる性格に誑たぶらかされたというわけだ。天才は無自覚なのよ、と昔の偉い人が言っていたが、たまを見ているとなるほどもっともだという気がする。さすがＳ級だ。

　ペデラスティリアは、そっとたまの頰ほおに手を触れると小さく微笑した。

「ありがとう。でも心配しなくても大丈夫。たとえ私の言葉が信じてもらえなくても、ちゃんと信用を勝ち取る方法はあるから」

「え？　どうやるんですか？」

「それはね、実際に行動で示す事。実際にちゃんとやりました、っていう結果を見せれば、少なくともそれについては認めてもらえるはず。口で百回説明するより、一つでも実例を示したほうがずっと早いわ」

「あ！　そ……っ、そうですね！　何か一つでもきちんとやってれば、噓うそじゃないですっていう証しよう拠こになりますもんね！」

「そゆこと。だからね、たまちゃんが家に戻る前にもう一度だけやってみよ」

「分かりました」

　こくりとうなずくたま。

　ペデラスティリアも笑え顔がおでうなずき返す。

「んじゃ、さっきみたいな事があるとヤバいから、生きてる人間はやめて死んだ人のとこに行こっか」

「死んだ人のとこって、遺い族ぞくの方とかですか……」

　ごくり、と唾つばを飲むたま。一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする様よう子すを見せた。だが、一いつ生しよう懸けん命めい自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「……で、でも、そういう人たちのほうがホントは多いわけですし、償つぐなうっていったらやっぱりそういう人たちに対してだし、が、頑がん張ばらないと……。ゆうちゃんだってずっと被害者の奥さんに仕送りを……」

　自分のせいで死なせた人の遺族に会うのはやはり緊きん張ちようするらしい。だが、ペデラスティリアが言ったのは遺族の所へという事じゃない。

「いや、遺族じゃなくって、ズバリ死んだ人んとこへ行こうかと。ぶっちゃけお墓とかその辺」

「え？　で、でも死んじゃった人じゃ、お願いとか聞く事も出来ないですよ？　どうするんですか……？」

「それはね。生き返らせちゃうの」

「ええっ？　いっ、生き返らせるって、死んだ人をですか？　そっ、そんなこと出来るんですか……？」

「不可能じゃないわ。この杖つえと、……そしてたまちゃんのその膨ぼう大だいな魔ま力りよくがあれば」

　ただし、生き返らせるといっても完全な死者の蘇そ生せいは不可能だ。出来るとしても精せい々ぜいでゾンビとかキョンシーとか、ああいうホラー映画的な怪物として蘇よみがえらせるだけである。死者の魂を弄もてあそんで死後の安らかな眠りを妨げ、町には怪物が放たれてパニックに。それは充分に罪な行いだし、パニックになった人たちから適度に不幸分も摂せつ取しゆ出来て都つ合ごうがいい。

「で、でも……」

「それにね、前にも言ったけど、償つぐないの基本は原状回復。例えばお金を盗んだらお金を返す。人を拉ら致ちしたら人を返す。だったら、命を奪った相手には奪った命を返すっていうのが、一番自然なんじゃないかしら？」

「そ、そうですけど……」

「それに遺い族ぞくのとこへ行ったってきっと、死んだ人を返してほしいって言うに決まってるわ。もしたまちゃんが突然家族を失ったら、その人に返ってきてほしいって思うでしょ？　違う？」

「そ、それは……」

　一いつ瞬しゆん口ごもるたま。視し線せんを落として呟つぶやく。

「……思います。育ててくれた神父さんが死んだ時も、親友だった朋ともちゃんが死んだ時も、そう思いました……」

「でしょ？　だからね、死んじゃった人を生き返らせてあげたらきっとすごく喜んでもらえると思うの」

　そこまで言って、ふといい事を思いついた。どうせなら、たまの育ての親だという神父を生き返らせてみるのはどうだろう。神のもとに安らっている聖せい職しよく者の魂を、悪あく魔まの手で叩たたき起こして化ばけ物に仕立てるなんていうのは、それだけでも立派な悪行。ましてやその相手が育ての親となれば、悪さも倍増だ。そんな事をすれば、たまはもう確実にアブデルたちのもとへは帰れない。そうだ。それがいい。よし決定。

　ペデラスティリアは笑え顔がおで言った。

「そうだ。じゃあ、たまちゃんが死なせちゃった神父さん生き返らせに行こっか」

「え？」

「たまちゃんだって、生き返ってくれたら嬉うれしいでしょ？」

「そ、それは……嬉しいですけど………でも……」

「はい。じゃあ決定。生き返った神父さんと一いつ緒しよなら、アブデル様もきっと納なつ得とくしてくれるわ」

　ペデラスティリアは強引に決定すると、問答無用で杖つえを振り上げた。




「見えそうか、アブデル？」

　賀か茂もは虚こ空くうを見つめるアブデルに尋たずねた。

「もう少し待て……。あぁそうか、ここはこっちではなくてこう行ってこうか…………」

　アブデルは霊れい視しの『眼』を見開いて因いん果がの連れん鎖さを辿たどり、ペデラスティリアの逃れた先を探っているところだ。ちなみに賀茂も辿ろうとしてみたが、それまで周囲との関連の中で持続していたペデラスティリアの存在が、瞬間移動した時点を境にぷっつり途と切ぎれてしまっている様よう子すしか『見え』ないのであきらめた。これでは肉眼で普通に見えた以上の情報は何もないに等しい。アブデルがどこをどうやって辿たどろうとしているのかなど、賀か茂もには見当もつかない。

　アブデルは眉まゆをしかめながら呟つぶやいた。

「……ほほう。ここのつながりをこう移して、ここをいじる事で回りまわってあそこの存在確率を……なるほど、あそこの処理がここで効きいてくるわけか……。肉体を持った状態で瞬しゆん間かん移動など相当な魔ま力りよくを要するはずだが、これなら確かに可能だな。それにしても、手作業では到底不可能な芸当だ……」

　アブデルはしばらくして視し線せんを下ろすと、少し疲労を顔に浮かべて振り返った。

「何とか行き先は摑つかめた。が、しかし……」

「しかし……？」

「どうやら再び移動したあとのようだ。見つけたアパートにはすでに誰だれもいない。いじくられた因いん果が系列を解ときほぐすのに、少々時間がかかりすぎたな……」

　目頭を押さえるアブデル。

「そっか。どうしよう？　どこへ移動したか分かりそう？」

「いや、ちょっと分からんな。残念ながらここからでは細かすぎて『見え』ん。更さらに行き先を辿ろうと思ったら、アパートまで行かねば無理だな」

「じゃあとにかく、一いつ旦たんそこまで行ってみるか」

「そうだな。当面そうする以外に手立てはない。それにそのアパートが本拠地であるなら、帰ってくるのを待ち伏せても良いだろうしな」

「よし。じゃあ急ごう。交通費は……何とかなるかな」

　財布の中を確認してうなずく。

　そして、隣となりにいた律りつ子こに別れの挨あい拶さつをする。

「じゃ、ボクらはちょっとあの二人を追っかけるから。また明日」

「うん。じゃ、また明日ねー。あぶでる様もごきげんよう」

　素直に手を振ると家のほうに歩き出す律子。ちょっと意外だ。いつもなら、面おも白しろそうだとか言って絶対ついてくるはずなのに。

　だがまあ律子が一いつ緒しよに来たところでしょうがないし、帰ってくれたほうが話がこじれなくていい。

　賀茂はアブデルと二人で足あし早ばやに駅へ急いだ。




「さてと」

　律子は賀茂たちと別れると、家へ向かう足を速めた。

　たまは、自分の妖よう気きの被害に遭あった人へ償つぐないをするために、相手の願いを叶かなえる行脚あんぎやをしていると言っていた。しかるに、律子はたまの妖気で一度死にかけた事がある。故ゆえに、律子も願いを叶えてもらう権利がある。

　最初に賀か茂もの所へ現れたという事は、時間的に見て新しい被害者から順に回る予定なのだろう。校内で出た被害者の順番は、たまのクラスメイトたち（順不同）、たまの親友で死亡した朋ともちゃん、朋ちゃんのお葬そう式しきの帰りにやられた自分、そして最後に賀茂が死亡だ。自分の知る限り、それ以降新たな被害は出ていないはず。これを逆に辿たどれば、賀茂の次は律りつ子この番だ。さっきは賀茂やアブデルと一いつ緒しよにいたから、直接律子の前に来るのは避さけて家のほうに来てるかもしれない。それが、敢あえて素直に別れた理由だ。賀茂やアブデルは、あの杖つえを見つけ次第破は壊かいするつもりらしいから、一緒に行動していたら願いを叶かなえてもらう前に壊こわされてしまう。それではマズい。何といっても、律子は「あの杖をくれ」と願う予定なのだから。

「たっだいま～」

　玄関に入るとまず自分の部屋へ駆かけ込み、たまとペデラスティリアの姿を捜さがした。

　だが、いない。

　おかしい。続いて台所、トイレ、居間、風ふ呂ろ場、物置、押おし入いれの中、更さらには机の引き出しまでチェックしてみた。しかし二人のいる気け配はいは微み塵じんもない。

「律ちゃん何捜してるの？」

　同居している猫耳娘の鍋なべ島しま真ま央おが興きよう味み深そうに声をかけてきた。

「あ、真央ちゃん。たまちゃんたち来てない？」

「へ？　来てないよ？」
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「来てない？　………くそっ。もしかしたら被害に遭あった人って死亡者限定？　だとしたら次は……朋ともちゃんとこか？」

　バッと振り返る。

　キョトンとして尋たずねる真ま央お。

「どしたの？　たまちゃん来る約束してたの？」

「いや、ってゆーか話すと長くなるんだけどね、実はたまちゃん、ようやく過去の被害者たちに償つぐないをする気になったらしくて、怪あやしい悪あく魔まっ娘ことつるんで償い行脚あんぎやを始めたらしいのよ」

「ふ～ん。それで？」

「で、その償いってのが、迷めい惑わくかけた相手の願いを叶かなえてくれるってものらしいのね。それも、つるんでる悪魔の持ってる魔法の杖つえを使えばどんな事でも叶うらしいのよ」

「へー。でもそれ私たちカンケーなくない？」

「ところが大ありよ。実は私も、たまちゃんの妖よう気きで殺されかけた事があんのよ」

　親指で自分を指しながら、えっへんと胸を反そらす。

「………何でそこでいばるの？」

「何となく流れで。まーそれはともかくとして、さっき賀か茂もくんとこに現れてたから次は私んとこかなーって思ったんだけど、どうやら違ったみたいね。多分朋ちゃんとこに出現すると思うから、ひとっ走り行ってくるわ」

「え？　行ってくるって今から？　もう外暗いよ？　それにご飯ももうすぐ……」

「いいの。早く見つけないと、賀茂くんたちに先越されたらあの杖壊こわされて、そしたら永久に願い叶えてもらえなくなっちゃうんだから」

「へ？　その杖ってたまちゃんが償うための物なんでしょ？　何でごんがたまちゃんの邪じや魔まするの？」

　ごんというのは真央が賀茂を呼ぶ時のあだ名である。

「大人おとなには色々事情ってモノがあるの。時には愛する人の意に反する事をやらなきゃいけない場合もあるのよ」

　律りつ子こは分かったような口ぶりで言った。

　そう。自分もあの杖を手に入れようとすれば、愛するアブデルの意に逆らう事になってしまう。けれど、せっかくすごい魔法のアイテムが手に入るチャンスだ。こんな機会は生涯二度と巡めぐってこないだろう。ならば手に入る時に手に入れておかねばなるまい。魂を揺ゆさぶるような物との出会い。これは運命なのだ。出会いを大切にする者だけが、自らの運命を支配し、人生に勝利する事が出来る。だとしたら、手に入れないわけにはいかない。たとえ愛いとしい人を敵に回す事になろうとも……。

「……生きていくって哀かなしい事ね」

　フッと遠い目で呟つぶやく。

　まぁ、どうせ杖つえが手に入ったら何でも願いが叶かなうらしいから、そしたらアブデルとラブラブになる事だって簡かん単たんなんだろうけど。でも律りつ子こだってまだ恋に恋する乙女おとめちっくなお年とし頃ごろ。たまには悲壮な恋をしている気分に陶とう酔すいしたいのだ。

「というわけで、もう行くわ。あんまりグズグズしてるわけにはいかないから」

「あっ！　待って！　面おも白しろそうだから私も行きたい！」

「じゃあさっさと支度して来なさい」

　真ま央おが外出用の帽子を取ってくるのを待って、二人は暗くなった町へと走り出していった。




「なに？　共同墓地なの？　教会の納骨堂とかじゃなくて？」

　ペデラスティリアは周囲を見渡して愚ぐ痴ちをこぼした。

　賀か茂もたちの住んでいる町の、駅から徒歩約二十五分。南側に開けた斜面に、仏式の四角柱状墓石が林のように立ち並んでいる。洋風っぽい墓石といったら、精せい々ぜいでアメリカのメモリアルパーク風の平らな記念墓石だ。しかも石材は一いつ緒しよだから見た目の印象は和風と大して変わらない。加えてお供え用品は仏具である。完全に欧風の石版型や十字架も二、三ある事はあるのだが、全体としては完全に和風だ。

　一応周囲を薄うす暗ぐらい木で囲まれていて町の光はほとんど届かず、アメリカの明るく綺き麗れいな庭園式霊れい園えんなんかよりずっと薄気味悪い雰囲気を醸かもし出してくれてはいるのだが、西洋出身のペデラスティリアとしては他人ひとの家に上がり込んだみたいでどうにも居い心地ごこちが悪い。墓地に居着いている霊れいや妖よう怪かいも、多分自分の知らない日本産だろう。他人ひとのナワバリで勝手な事してたらケンカになったり揉もめたりしないだろうか。ちょっと嫌いやな緊きん張ちよう感かんだ。こういう時、国際認定でＢ級くらい持っていれば理解も得やすいのだが。

　そう考えてから、たまが国際Ｓ級認定を持っている事を思い出した。そのたまと一緒にいれば文句は言われないはず。Ｓ級認定があれば大抵の所はフリーパスだし、認定証を見せれば下級の妖怪くらいすぐ黙だまらせられる。だったら別に萎い縮しゆくする必要ないじゃん。緊張して損した。

　一気に気分が楽になるペデラスティリア。

「で、神父さんのお墓はどれ？」

　振り返ってたまに聞く。もっとも、キリスト教形式の墓など数えるほどしかないので、聞くまでもないのだが。

「えっと、こ、こっちです……」

　周囲の墓石に怯おびえながら、おどおどと指をさすたま。十字架のシルエットがうっすら黒く浮かんで見える。

「おっけ。暗くて足下見えないから、ちょっと明かりがいるわね」

　指先に軽く魔ま力りよくを集中させる。爪つめの先にポッと青白い炎が現れ、目の前のたまの顔をぼんやり照らし出す。何やら驚おどろいた表情だ。

「そ、そんな手品みたいな事も出来るんですか……」

「ん？　ああ。まぁこれでも悪あく魔ま歴五百年ですから」

　ちょっと気取って答えてみた。他ほかの悪魔から感心される事など滅めつ多たにないペデラスティリアとしては、驚おどろきの目で見られて悪い気はしない。

「じゃ、行こっか。こっちだっけ？」

「あ。はい」

　歩き出すペデラスティリアの後ろにしっかりとしがみついてくるたま。

　しばらく行くと、十字架をかたどった墓ぼ碑ひの前に来た。

「ここ？」

　後ろを振り向くと、たまがうなずいた。この墓らしい。名前を見ると「桂かつら太た一いち郎ろう」となっている。たまも名みよう字じが桂だし、養子になったと聞いているからここで間違いない。

　ふと見ると、供えてある花がまだ新しい。今でもお参りに来ている者がいるらしい。

「このお花は誰だれが……？」

「あ、私です」

「そう。ちゃんとお参りしてるのね」

「毎月一回だけですけど……」

「それでも偉いわ」

　適当にお世せ辞じを言いつつ、内心チッと舌打ちする。たま以外に知り合いや親しん戚せき等がいるんだったら、騒さわぎが大きくなって面おも白しろかったのに。

　だがまあいい。今はとりあえず、たまに死者の命を弄もてあそぶような大罪を犯してもらって、アブデルたちのもとへ戻れなくなってもらうのが目的だ。デカい騒ぎはそのあとでいくらでも起こせる。

「よし。それじゃ早速だけど、始めるわよ。心の準備はいい？」

「あ、は、はい……」

　胸に手を当てて、大きく深呼吸をするたま。気持ちを落ち着かせようとしているらしい。だが、深呼吸に必死になりすぎてかえって心拍数が上がってそうなのは気のせいか。

　もう少し待ってみようか。そういえば、この杖つえに残ってる魔力では死者蘇そ生せいは少々厳きびしいかもしれない。やった事がないからどれくらい魔力を必要とするのか知らないけど。でも念のため、もう少し補充させておこう。その間にたまの気分も落ち着くだろうし。

「たまちゃん。悪いけど、もうちょっと魔力補充してくれる？」

「へ……っ？」

　深呼吸に夢む中ちゆうになっていたたまは、突然話しかけられてびくっと顔を上げた。

「魔力の補充。お願いしていい？　二回も移動して、ちょっと減っちゃったし」

「あっ、はっ、はいっ。分かりましたっ。補充ですね。補充補充」

　かちこちに固まったまま腕を伸ばすと杖つえを受け取る。緊きん張ちようしているらしい。やはり死人を甦よみがえらせるというのは怖いのだろうか。それとも大好きだった養父が戻ってきてくれると思って興こう奮ふんしすぎているのだろうか。

　けどまぁあの杖の性質上、「ゾンビだろうが吸血鬼だろうが生き返った事に変わりはない」的な解釈で魔ま力りよくを節約してしまうから、残念ながら生前の養父が完全蘇そ生せいするなんてありえないんだけど。実際、過去に知り合いがやった時も、どれも全部ゾンビとか生きた骸がい骨こつとかで、完全に生前のとおりに生き返った例は一つもない。

　ペデラスティリアとしては、あんまり生なま々なましくてグロいのは正直苦にが手てなのだけど、でもゾンビ状の養父を見てガビーンとショックを受けるたまの顔を想像するとちょっと笑える。神父が生き返ると思って嬉うれしそうなたまの様よう子すを見ていると、少し可哀かわい想そうな気もしたが、残念ながらどんな人でも人生は一度きり。死んだ人が返ってくるなんて事はこの世じゃ起こらないもんなのだ。あきらめてくれ。

　ペデラスティリアがあれこれ考えていると、たまが声をかけた。

「こっ、これくらいでいいですか？」

　かなり張りきって補充したのか、杖の容量の四分の一近くまで溜たまっている。さすがのたまも、息が上がっているようだ。顔色も少し悪い。

「あ、ありがと……。こ、これだけあれば充分。うん。充分だと思うわ」

　正直ちょっとビビった。こんな量の魔力、これまで見た事がない。この杖はどんな高等な悪魔が魔力を補充しても決してオーバーフローしないだけの容量が確保されていると言われていて、ペデラスティリアが百年休まずに全力で溜め続けたとしても、全容量の五パーセントも埋まればいいほうなのだ。それが、四分の一ってことは二十五パーセント。このたった四倍で、容量はいっぱいになってしまう。どんな量だ一体。

「じゃ、じゃあ、さっそくやってみる？」

「はい。お願いします」

　杖を差さし出してくるたま。

「え……？」

　こんな大量の魔力が込められた杖に触るのは、はっきり言って怖い。失敗して変な暴ぼう走そうの仕方をしたらどうなるんだろう。人に迷めい惑わくがかかるのは構わないが、自分が巻き込まれるのはちょっと嫌だ。それに、ゾンビ状の神父を見て、自分のせいになるのも困る。たまの信頼を失っては元も子もない。やはりここは、たま自身にやらせるべきだ。

「あ、あの、やっぱこれはたまちゃんの償つぐないなんだし、たまちゃんが自分でやってみたほうがよくないかな……？」

「そ、そうですか？　でも、大丈夫でしょうか……」

「大丈夫大丈夫。全部オートでやってくれるんだから。ただ命令して杖を振るだけなんだから、誰だれだって出来るわよ」

「わ、分かりました。じゃ、じゃあ、や、やってみます……！」

　たまはごくり、と唾つばを飲み込むと、墓の前に立った。小さな両手でぎゅっと杖つえを握り締しめる。

「え、えっと……神父さん……じゃなかった、えと、桂かつら太た一いち郎ろうさんを生き返らせてくださいっ！　えいっ！」

　一いつ生しよう懸けん命めいに伸ばした腕をたどたどしく振る。

　そして………。

　…………。

　静せい寂じやく。

　何も起こらない。

　夜風が小さく木この葉をざわめかせた。

「あっ、あの………」

　たまが困った顔で振り返った。

　ペデラスティリアはたまに近づくと、杖を見てみた。魔ま力りよくは減っていない。術は発動していないということだ。与えられた命令を実行するだけの魔力がなくて、キャンセルされたらしい。

　ペデラスティリアは顎あごに指をかけて呟つぶやいた。

「………ちょっと足りなかったみたいね」

「足りないって、魔力がですか？」

「うん。前に友達がやってた時はこれくらいでも行けてたはずなんだけどな～。何でだろ？」

　ちょっと首を捻ひねってから、ポンと手を叩たたく。

「あ、そっか。日本こつちって火か葬そうだっけ？」

「え？　は、はい。火葬にしましたけど……」

「あっちゃー。それでか。あれって骨粉々になっちゃうから再構成すんのに余分な魔力が要いるのよね……。そっかそっか……」

　忘れてた。アメリカでも衛えい生せい上の理由から火葬を進めようという動きもあったりして、教会側などでも火葬を認める解釈を出したりしているとはいえ、大半の人は未いまだに土葬だ。だからついうっかりその感覚でいた。

　しかし、火葬だとすると、地面の下から草の根を引きちぎって這はい出してくる地虫まみれの骸がい骨こつというのは見なくてすみそうだ。内心ホッとした。多くの腐ふ女じよ子したちの例に漏もれず、ペデラスティリアも「肉体関係」は「生々しくないほうがいい」という価か値ち観かんを持っている。そんなグロい映像は映画の中だけで充分だ。

「とりあえず、あとこの倍くらい魔力の補充してくれる？　悪いけど」

「あ。はい」

「ゴメンね。たまちゃんの魔力にばっか頼って」

「いっ、いいえ！　私の魔ま力りよくで補充するのは当然です。ペディさんが謝あやまる必要ないです。だ、だってペディさんは好意で協力してくださってるだけなんですから。ホントはこれは私が全部一人でやらなきゃいけない事で……」

　たまは恐きよう縮しゆくすると、大急ぎでわたわたと手を振った。

　そんなたまを見て、ペデラスティリアは思わず微笑を返した。生き返った神父を見たらたまはどんな顔をするんだろうと思ったら、楽しみでしょうがない。たまは同じ悪魔仲間でいわば「身内」だから、不幸になっても「他人ひとの不幸分」は得られないけど、それはそれとしてイタズラ心がときめくのを抑えられないペデラスティリアだった。




　たまはお墓の敷しき石いしに腰を下ろすと、手に持った杖つえに精一杯の魔力を注そそぎ込みながら、星空を見上げた。夜風は少し冷たいが、今着ている全身タイツは意外と温かい。

　……なんだか、ドキドキする。でもこれはきっといいドキドキだ。

　最初、ペデラスティリアから「死んだ人を生き返らせる」と聞いた時は、正直少し怖かった。何が怖いのか自分でもよく分からなかったけど、怖かった。死んだ人っていうのが単純に怖かったのかな、と思う。だけど、神父さんを生き返らせるって聞いた瞬しゆん間かん、反射的に「会いたい」って思った。会いたい気持ちが大きくなるにつれて、怖い気持ちは小さくなって隅っこのほうへ引っ込んでいった。

　もうすぐ、神父さんに会える。神父さんが生き返る。それも、自分の力で。

　そう思っただけで嬉うれしくなる。ペディさんは、償つぐないの基本は原状回復だって言ってた。それは、一つには不幸にしちゃった人にその分幸せをプレゼントする事。もう一つは、奪っちゃった命を返す事。この二つは別々だと思ってたけど、そうじゃない。生き返ってくれると思ったらこんなに嬉しい。だから、生き返らせるだけで死んじゃった人には命を返す事になるし、残った遺い族ぞくの人には幸せのプレゼントになる。ペディさんが言ってた二つが一度に出来てしまう。死なせちゃった人を生き返らせるっていうのは、きっと一番いい償いの方法なんじゃないだろうか。

　ちらっとお墓を見る。

　神父さんが死んだのはたまが十歳さいの時だ。もう、あれから五年も経たつ。賀か茂もたちと会うまでの五年間、ずっと独ひとりぼっちだった。あれからずっと、家事は一人でやってきた。少しだけど背も伸びた。神父さんは今の私を見たら何て思うだろう。大人おとなっぽくなったって言ってくれるかな。一人でよく頑がん張ばったって褒ほめてくれるかな……。

　神父さんが生き返ったら、最初にきちんと私のせいで死なせちゃった事を説明して、そしてちゃんと謝って、賀茂さんや律りつ子こさんやアブデル義兄にい様たちの事を紹介して、ペディさんのおかげで神父さんを生き返らせる事が出来たことを話して、これからもこうして頑張って死なせちゃった人を生き返らせていきたいって事も話して、そしてまた前みたいにずっと一いつ緒しよに暮らして……。あ、でもそうすると賀か茂もさんのお家うちからは出てかないといけなくなるのかな？　どうしよう。せっかく賀茂さんと一いつ緒しよのお家で生活出来てるのに……。

　そんな事を考えながら、たまの口元は幸せのあまり綻ほころんでくる。あぁ、何て贅ぜい沢たくな悩みなんだろう。大好きな人が二人もいて、その二人のどっちと一緒に暮らそうか、なんて。ちょっと前までの自分は独ひとりぼっちで、選えらぶどころか大切な人を一人も得られなかったのに。幸せすぎて罰ばちが当たっちゃいそう……。

　たまは黒い全身タイツに覆おおわれた両膝ひざをぎゅっと抱くと、にへ～っと弛ゆるんでくる顔を埋めた。ものすごい勢いで杖つえに魔ま力りよくを注入している疲労から少し頭がふらついてきたが、それさえもふわふわして気持ちよく思えた。







[image: 第八章　アブ賀茂か賀茂アブか、それが問題だ]







「あの建物か……」

　電車を降りて約五分。アブデルは前方に見えた安アパートを睨にらんで呟つぶやいた。

　電車での移動時間が長かったため、もうすっかり暗くなって空には星が瞬またたいている。夜風が少し肌寒い。

「急ごう！」

　賀か茂もはアブデルを急せかしつつ、小走りに建物へ急ぐ。

　アブデルの先せん導どうに従って鉄製の階段を上がった。

「そこの部屋だ」

　指し示された部屋の前に立つと、ドアノブを回してみる。

「鍵かぎかかってるな。中に入るのは無理か……」

　律りつ子こがいれば、鍵を開けるくらいは一分と経たたずにやってのけそうなのだが。別れたのは失敗だった。

「構わん。ドア越しに中を霊れい視しするくらい出来るだろう」

「え？　いや、無理とは言わないけど……」

　言わないけど、かなり難しい。賀茂の霊視力でも、目の前にあるものなら、その因いん果がの系列を辿たどって半径百キロ、過去一ヶ月くらいまでは見通せる。しかし間に遮しや蔽へい物が入ると、途と中ちゆうで系列を乗り換かえたり辿り直したりする必要が出てしまう分、因果的な距きよ離りが遠くなって『見え』にくくなる。遮しや蔽へい物の向こう側の現在の様よう子すくらいなら『見る』自信はあるが、そこから更さらに過去を辿たどったり遠くの連れん鎖さを見たりするのは困難だ。

　しかしアブデルは賀か茂もの躊ちゆう躇ちよなど無視して命令した。

「俺おれは新たな移動先を探る。その間にお前は過去を遡さかのぼって、彼女たちが移動前に行き先を口にしていないかどうか確かめろ」

「え？」

「あの杖つえは音声入力式だ。移動するなら行き先を告つげる必要がある。もし具体的な名前が出ていれば、いちいち移動先を辿らずともどこへ行ったか分かるかもしれん。だから念のためチェックしておけ」

　そう言う間にもアブデルは霊れい視しの『眼』を見開いて、複ふく雑ざつ精妙に操そう作さされた因いん果がの網目を解ときほぐす作業にかかっている。移動する瞬しゆん間かんに遡って辿り直すのなら、賀茂にやらせずとも自分でチェック出来るはずだと思ったが、どうもそれとは別のところから手を付けているらしい。どういうやり方をしているのか少し興きよう味みはあるが、どうせ賀茂の霊視力では『見れ』っこない広大な範はん囲いを、賀茂には『見れ』っこない精密さで調べているのだろう。聞いたところで手伝いようがないし、今はたまたちの行き先を見つけるほうが先決だ。

　そう考えると、賀茂も『眼』を開く。

　障害物越しに過去を辿るのはあまり経けい験けんがないが、仕方ない。精せい々ぜいで二十分前くらいの事だ。ドア越しでも何とかなるだろう。

　賀茂はまずドアを霊視した。次いでドアと室内とが結びついている連鎖を見つけ、そこから室内自体へと『眼』を移す。あとは部屋の中で起こった事を少しずつ過去に向かって遡っていくだけだ。直接目の前にある物の過去を見るのに比べて、ちょっと遡っただけでもすぐ暗くかつ遠くなってしまうが、一応『見え』ることは『見え』る。

　しばらくすると、ペデラスティリアの姿が見えた。誰だれかに話しかけている。話しかけられている相手の姿は搔かき乱されて『見え』ないが、恐らくたまだろう。強力な妖よう気きが周囲の因果系列を攪かく乱らんし、たまを霊視出来ないのはいつもの事だ。

　慎重にその前後を辿っていく。ペデラスティリアの言葉に注意していた賀茂は、やがてハッと顔を上げた。

「アブデル！　分かったぞ！」

「何？　どこだ？」

「たまちゃんの育ての親の神父さんとこだ！　死んだ神父さんを生き返らせるとか言ってるぞ！」

「何!?　馬ば鹿かな！」

「出来るのか？　生き返らせるなんて……」

「出来るわけがなかろう！　魂と肉体という本質的に異なる原理に基づく二実体を、完全に融合させられるのは妊娠出生の時だけだ。幽ゆう体たい離り脱だつを行ったのでもない限り、一度魂が肉体を離はなれてしまったら二度と元には戻せん」

「……でもあの杖つえとたまちゃんの魔ま力りよくならもしかして、って事は……」

　アブデルは即座に却きやつ下かした。

「無理だ。仮に一時的に魂と肉体をつなぎ合わせたところで、そんなものすぐまた離れる。つまり死ぬ。因いん果がの流れは常に原因から結果へとつながれていくもの。そして生は死に向かうが死は生には向かわない。魔力は通常とは違った仕方で因果関係に影えい響きようを与える力だが、それでも原因から結果への流れを逆転させる事は出来ん」

「それでも無理やり生き返らせようとしたらどうなる？」

「無理やり復活させた肉体に、無理やり呼び戻した魂をつなぎ止めたところで、肉体と魂は完全には溶け合わず、Ｂ級ホラーのゾンビみたいになるのが精一杯だろう。しかも、生き返った状態を保つためには常に魔法のかかった状態を維い持じしなければならない。そのためには、毎日新たな魔力の供給が必要になってくる。もし新たな魔力の供給がなければ、半日も保もてばいいほうだ。そのあとはボロボロと肉が腐くされ落ちて死亡するだろうな。無理やり生き返らされた者は、死の苦痛と恐怖を再び味わうだけ。こんなもの、償つぐないでも何でもないどころかまさに罪の上うわ塗ぬりだ」

　険けわしい表情で言いきると、アブデルは賀か茂もを見た。

「……神父の墓の場所は分かるか？」

「ウチの近所にある共同墓地のはず。前に朋ともちゃんが幽ゆう霊れいになって里帰りしてきたあのお墓。たまちゃん、毎月神父さんの命日にお花供えに行ってて、ボクも何回か一いつ緒しよに行った事がある」

「よし分かった。大至急戻るぞ。神のもとに安らっている死者の眠りを、生者の都合で搔かき乱してはならん」




　賀茂たちの町にある共同墓地。

　魔力の追加補充を始めておよそ二十分。さすがのたまにも疲労の色が見えてきた。ぐったりして、息も上がっている。休きゆう憩けいも取らずにこれだけの量を急速補充していては、当たり前である。

「たまちゃん、大丈夫？」

　ペデラスティリアは少し心配になって声をかけた。

　だが返事がない。

「たまちゃん？　お～い」

「ふぇ……？」

　朦もう朧ろうとした表情で顔を上げるたま。

「大丈夫？　ちょっと休んだほうがよくない？」

「あ……、ら……らいりょぶれすお……」

　たまは意味不明なことを呟つぶやいてから、ろれつが回っていない事に気づいて口を噤つぐんだ。そして息を整えてから言い直す。

「ごめんなさい。大丈夫です……」

「そう？　ホントに？」

「はい……」

　うなずくと同時に一いつ瞬しゆんかくんと意い識しきを失った。そして、その衝しよう撃げきでビクッと目を開けると、一瞬周囲を見回す。

　………どう見ても大丈夫じゃなさそうだ。

　手に持った杖つえを見ると、すでに杖の容量の半分近くまで溜たまっている。無む茶ちやしすぎだ。そりゃ意識も朦もう朧ろうとするだろう。ひからびて干ひ物ものになってしまわないのが不ふ思し議ぎなくらいだ。それにしても、この杖の容量が半分も埋まってしまうことがあるなんて……。

「あの、たまちゃん……。そろそろ充分な量も溜まってきたと思うし、ちょっと休きゆう憩けいしない？」

「あ、はい……」

　すっかり生気を吸い取られた顔で呟くたま。

「よし。じゃ、ちょっと飲み物でも買ってこよっか」

　ペデラスティリアは立ち上がった。この辺の地理は正直よく分からないが、コンビニか自販機くらい捜さがせばすぐ見つかるだろう。

　その時、ふと足音が聞こえた。反射的に耳をそばだてる。こんな時間に墓地へ来るなんて何者？　アブデルたちか？

　足元を照らしていた炎を消すと身構える。

　目を凝こらすと人ひと影かげが見えた。暗くてよく見えないが二人組だ。身長がかなり違う。うろうろして何かを捜しているようだ。背筋に緊きん張ちようが走る。

　杖はたまに預けたままだ。アブデルたちを退けるから返せと言ってもたまは応じまい。自力で何とかするしかない。アブデルに対しては萌もえ仕掛けでかわすとして、問題は賀か茂も対策だ。

　携帯している鶏にわとりの血をポーチから取り出して、左の手のひらに呪じゆ印いんを描かいた。そして慎重に魔ま力りよくを込める。

　足音が近づいてきた。見つかったか？　思わず息を潜ひそめる。

　気け配はいはもうすぐそこだ。

　三歩……二歩……一歩………。

「動くなっ！」

　機先を制して飛び出すと、左の手のひらを相手の目の前にかざす。

　と思った瞬間。

　ペデラスティリアは手首を摑つかまれて、気がつくと体が宙を舞まっていた。

　背中から激げき烈れつに地面に叩たたきつけられて一いつ瞬しゆん息が止まる。

「……カップリングの不一致による断絶は親兄弟の絆きずなをも引き裂くとはいえ、暗くら闇やみで不意打ちとは品がないわね」

　この声……！

　律りつ子ことかいう女だ！　どう見たってアブデル攻めに決まってるのに、賀か茂も攻めアブ受けなんてたわけた事を主張していた馬ば鹿か腐ふ女じよ子し……！

「な、何であなたがこんなところに……？」

　律子は遥はるか上方から見下ろして笑った。

「私もたまちゃんの妖よう気きの被害にあった事があってね。それでちょっと償つぐないのために願いを叶かなえてもらおうかと思って」

「願い……？」

「そう。あの杖つえがほしいの。それが願いよ。さぁ、どこにあるの？　出しなさい」

「な……？」

　何て強ごう欲よくな女だ。っていうか、あの杖を渡してしまったらこっちは何にも出来なくなってしまうじゃないか。ふざけんな。

「あの杖は……」

　呪じゆ印いんを描かいた左手に魔ま力りよくを溜ためつつ起き上がろうとする。

　その刹せつ那な。律りつ子この足がペデラスティリアの手を踏みつけた。

「おぉ～っと、怪あやしい動きしてんじゃないわよ。そのまま起き上がらずに杖の在処ありかだけ言いなさい」

「く……っ」

「早く！　あぶでる様に見つかったらあの杖処分されちゃうでしょーが！」

　ギリッと足に力を入れてくる。

「……っ！」

　踏みにじられた手の痛みに唇くちびるを嚙かむペデラスティリア。

　後ろから、帽子を被かぶった少女が出てきた。

「律ちゃん、ちょっとやりすぎじゃない……？」

「そんな事ないわよ。とりあえず私のモットーは『相手の意志を尊重する』だから、暴力で決着つけたいって思ってる人に話し合いの押しつけはしたくないの。暴力にはちゃんと暴力でお相手するべきよね？」

　星明かりを背に振り返ると、にっこりと微笑ほほえむ。そして拳こぶしを握り、ゴキゴキと骨をならした。

　ヤバい。コイツは本気だ。殺やると言ったら殺る人間だ。ペデラスティリアはゾッと背筋が凍った。




「………というわけで、神父さんに生き返ってもらおうとしてるんです」

　墓の前で、少し疲れた様よう子すのたまが説明した。傍かたわらには、律りつ子こにボコボコにされたペデラスティリアが、まだ少しくらくらする頭を押さえている。すぐ杖つえの在処ありかを吐いたのにタコ殴なぐりにされた。賀か茂も攻めを認めて降伏しなかったら、本気で殺されるところだった。

「それと、この杖は私のじゃなくてペディさんから借りてるだけなんで、律子さんにあげるわけにはちょっと……」

「あー、たまちゃんがもらったわけじゃないのか。んじゃ、しょーがないわね」

「すみません……」

「その杖の魔ま法ほうで同じ物もう一本複ふく製せいするとか出来ないのかしら？」

「さぁ……どうなんでしょう……？」

　たまは首を傾かしげてペデラスティリアのほうを見る。

　ペデラスティリアは素そっ気けなく手を振った。

「無理無理。簡かん単たんに複製なんて出来たら、この杖が最後の一本になったりするわけないでしょ」

「それもそうね。まぁいっか。んじゃ、別の願い考えとくから、先に神父さん復活させてみて。魔力の補充は終わってんでしょ？」

「ええ、多分……。大丈夫ですよね？」

　たまは不安そうにペデラスティリアを見る。

　ペデラスティリアは自信なさげにうなずいた。

「多分大丈夫だと思うけど……」

「多分って何よ？　はっきりしないわねー。しっかりしろよ、自称経けい験けん豊かな五百歳さい」

「うっ、うるさいわね！　私だって初めてなんだからしょうがないでしょ！　昔友達がやってんの一回見た事あるだけなんだし！」

　言い返すペデラスティリア。

　その時、ついてきた真ま央おがポツリと呟つぶやいた。

「たまちゃん、育ててくれた神父さん生き返るんだ……。いいな……」

「ん……？」

　思わず振り向く律子。

「私のお父さんとお母さんも、死んだのがたまちゃんのせいだったら良かった……」

　真央は膝ひざを抱えたまま独ひとり言のように呟く。

「……そしたら生き返らせてもらえたのに」

「…………」

「…………」

「…………」

　一いつ瞬しゆん気まずい沈ちん黙もくが訪れた。

　全くこのバカ猫は……、と律りつ子こは内心ブチぎれそうになる。そんな水を差さすような事を言って、たまたちのやる気が殺そがれたらどうする気だ。確かに、世の中には納なつ得とくのいかない死に方をした人ってのはたくさんいるわけで、その遺い族ぞくたちはみんな行き場のない悲しみや憤いきどおりを抱えながらも毎日健けな気げに生きているというのに、たまの犠ぎ牲せい者だけが生き返らせてもらえるというのは不公平だ。そう思う気持ちは分からなくもない。だが、それはそれ、これはこれ。せっかく、死人が甦よみがえるという世にも悍おぞましげなイベントが始まろうとしているというのに、余計な事を言って邪じや魔まされては困る。もし取りやめになったりしたら一生恨うらむぞ……！

　律子は真ま央おの頭をポンと叩たたいた。

「分かった。んじゃ、私がたまちゃんに叶かなえてもらうお願いは、真央ちゃんの両親を生き返らせて、ってのにするから。ね？　それで文句ないでしょ？」

　といっても、真央も一いつ緒しよに特別扱いしてやるってだけで、一部の人間だけ生き返らせてもらって不公平ってこと自体には変わりないから、この取引は無理かな～、と内心少々不安だったりする。

「………」

　案あんの定じよう、納得したんだかしてないんだか分からない表情で黙だまり込む真央。だが、社会に出たら沈ちん黙もくは肯こう定ていの証あかしと見なすのがルールだ。黙り込んだんなら、オーケーという事にしてしまおう。

「よし。んじゃ、あぶでる様たちが来ないうちにさっさとやっちゃいましょっか」

　何故なぜか律子が仕切って、全員立ち上がる。

　皆の視し線せんがたまに集中した。ペデラスティリアが励はげますようにうなずく。たまは真剣な面おも持もちでうなずき返すと、杖つえを持つ手にギュッと力を入れた。

　そして杖を振り上げ、静かに振り下ろした。
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　その頃ころ駅前では、ようやく戻ってきた賀か茂もとアブデルが、帰宅ラッシュの人混みをかき分けて改札を出ると走っていた。

　アブデルが顔をしかめる。

「奴やつのアパートが遠くて思いの外ほか手間取ってしまった。手遅れでなければいいが……」

　賀茂が腕時計で確かめると、たまたちが姿を消してからすでに二時間近く経たっている。更さらに、ここから共同墓地まで走って十五分はかかる。完全に後ご手てに回ってしまった感は否いなめない。

　もう、生き返らせてしまったのだろうか。途と中ちゆうで思い直してくれてはいないだろうか。だが、たま一人なら思い直すかもしれないが、ペデラスティリアが一いつ緒しよにいる。彼女が悪意を持ってたまを唆そそのかしているなら……。お人好しなたまを口先三寸で丸め込むくらい、赤あか子ごの手を捻ひねるより簡かん単たんだろう。

「とにかく急ごう！」

　賀茂はアブデルを急せかすと、夜の道を墓地に向けてひた走っていった。




　場面は再び夜の共同墓地。

　控ひかえめな十字架の付いたキリスト教風の墓ぼ碑ひの前。

　四人の少女たちが取り囲む中、地面が何かに持ち上げられるように動いていた。

　やがて乾いた表面にひびが入り、湿った土が押し上げられた。

　そして。

　ずるり………。

　青白い手が、地面の中から這はい出てきた。男の手。微かすかな月明かりを反射して、体液がぬらめくように光る。

　その指は、もがくように何度も虚こ空くうを摑つかみ、やがて草の根を引きちぎりながらのたうつように全身が現れた。

　ほとんど骨と皮だけの、骸がい骨こつのような惨みじめな姿。ところどころ皮ひ膚ふがただれ、肉が痛々しく露ろ出しゆつしている。眼球のない眼がん窩かには暗い空洞が虚うつろに開いているだけ。唇くちびるのない口からは剝むき出しの歯が覗のぞき、その歯の隙すき間まからダラダラと唾だ液えきが垂たれた。

　地面から這い出したそれは、自らの体重を支えるだけの力もないのか、ドッと倒れ伏すと苦しげに呻うめいた。人の声とは思えないような、聞く者を総そう毛け立だたせる低く暗い呻き声。

　それを見て、律りつ子こは好奇心に目を輝かがやかせ、真ま央おとペデラスティリアは込み上げた吐き気を抑え、そしてたまは、両手で口元を覆おおい、一いつ瞬しゆん息を吞のんでから、涙で目を滲にじませて駆かけ寄った。

「神父さん………！」

　倒れて呻く異い形ぎようの化ばけ物の傍かたわらにしゃがみ込むと、躊躇ためらわずにすがりついた。いくら外見が異様でも、それが自分を育ててくれた桂かつら神父に間違いない事は、『眼』を開いて『見れ』ば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。人一倍怖がりのたまだが、怖いなんて思わなかった。

　だが。

　たまの手が触れた瞬間、神父は声にならない悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。そして苦痛に身をよじる。ねばりつく体液が飛沫しぶきとなって周囲に飛んだ。

「ごっ、ごめんなさい……っ」

　びくっと手を引っ込めるたま。

　どうしたんだろう。痛かったんだろうか。驚おどろいただけだろうか。

　混乱して見守るたまの目の前で、たまが触れた神父の左肩の肉がだらりと崩くずれ、そのまま地面に落ちた。腐くさった肉片が異い臭しゆうをさせて辺あたりに飛び散る。掠かすれた悲鳴が神父の喉のどから漏もれた。

　たまはそれをただ呆ぼう然ぜんと見つめる。

　神父は目の前で辛つらそうにもがいている。眼球のないその目ではたまの姿を確認する事も出来ず、一呼吸ごとに息の漏れる喉では声を出す事もままならない。やがて、もがく力も尽きたのか、その場へ倒れ伏してしまった。

　何がどうなっているのか分からない。失敗した？　魔ま力りよくが足りなかった？　だからこんな不完全な形で生き返ってしまった？

　神父は確かに生き返った。生き返って、今目の前で動いている。だけどこれでは……。

　そこでハッと思い出す。この杖つえは、一番魔力の消費の少ない形で願いを実現させるように出来ているとペデラスティリアは言っていた。そのせいかもしれない。肉体の復元がどんなに不十分であろうと、ぎりぎり生きていられるラインであれば、そこに魂を呼び戻してやれば、「生き返った」ことには違いない。だから、肉体の復元に使われる魔ま力りよくを極力節約してしまったのではないか。

　でもこのままじゃまたすぐに死んでしまう。それじゃ意味がない。わざわざ死なせるために生き返らせるなんて、そんな惨むごい話はない。どうしよう。

　杖つえを『見る』。初めにペデラスティリアから借りた時と同じくらの量がまだ残っている。やっぱり、節約されてた。でも、これなら一回分くらいの命令は与えられるはず。

　よし……！

　ギュッと杖を握り締しめた。うろたえちゃいけない。うろたえてる場合じゃない。このままじゃ、神父さんに痛くて苦しい思いをさせるだけでまた死なせてしまう。そんな事は絶対にダメだ。

　泣きそうな気持ちをグッと堪こらえて、たまは杖を大きく振り上げた。

「神父さんの体を元気な状態に戻してください！」

　えいっと振り下ろす。それと同時に煙けむりに包まれる神父の体。

　その煙が晴れると同時に、健康そうな肉体が現れた。

　やった……！

　意い識しきは失ってるけど、でもどこも崩くずれてない元気な体だ……！

　もう一度、今度はゆっくり側そばへ近寄ると、そっと頭を抱き起こす。だが、元気な肉体になったはずの神父の体は何故なぜかたまの腕の中で見る見る内に張りを失っていき、萎しおれたミイラのようになってしまった。たまの手で押さえられた皮ひ膚ふが、そんなに強く圧迫されたわけでもないのに再びズルリと剝はがれ落ちた。

「ひ……っ」

　たまの喉のどから小さな悲鳴が漏もれた。その目の前で、肉ごとただれ落ちてしまった跡あとから、白い骨が剝むき出しになった。

　一体どうして……？

　啞あ然ぜんとするたま。

　そのたまの『眼』に、何かが『見え』た。

　おかしい。普通の生きた人間とは何かが違う気がする。律りつ子こたちと神父を見比べた。やっぱり違う。律子たちは、魂と肉体とが溶け合うように分かちがたく結びついて一体となっている。だけど、神父はそうなってない。魂はかろうじて肉体に引っかかっているが、しかし律子たちのように渾こん然ぜん一いつ体たいとなって溶け合ってはいない。いや、一応結びついてはいるのだが、それがどんどんと解ほどけていってしまう。肉体に生命を与えるのは魂だ。死亡する直前と直後で、肉体は物理的にも化学的にもほとんど変わらない。それを生体と死体に分けるのは、そこに魂が溶け込んで内側から賦ふ活かつしているかどうかだ。

　神父の魂は、肉体との結びつきがどんどん解ほどけてしまっている。解けた先から肉体は死んでいく。そして腐くさって剝はがれ落ちていく。魔ま法ほうをかければ一時的に結びつきは回復させられる。だけど、普通に生きている人と同じにはならない。無理やり呼び戻された魂には、肉体との安定した結合を自然に維い持じする事は出来ない。

　だったら……。

　もう一度杖つえを手に取る。

「神父さんの魂と体を、生きてる人と同じように結び合わせて！」

　祈りを込めて一いつ閃せん。

　だが、何も起こらない。杖を見ると、もう魔力は空っぽだった。さっき肉体を回復させた時に使いきってしまったらしい。もう一度溜ためてからじゃないとダメだ。だけど溜めてる間にも神父さんの肉体はどんどん死んでいってしまう。どうしたら……。

　死なせてしまった人には、奪ってしまった命を与え直してやればいい。ペディさんはそう言った。そのとおりだと思った。だけど、生き返った途と端たんにすぐ死ぬような命なんて……、それも死ぬ間ま際ぎわの最後の苦しみだけを味わい直すためだけに生き返るなんて……。そんなの、償つぐないどころか、死んだ人を二重に冒ぼう瀆とくしているだけなんじゃ……。

　たまの小さな胸で、取り返しのつかない事をしてしまったような恐怖が頭をもたげてきた。

　どうしよう……。

　一体どうしたら………。

　不安に駆かられ出したその時、突然ペデラスティリアが鋭するどい声で叫んだ。

「誰だれか来たわ！　伏せて！」

「え？」

　よく分からないままその場にしゃがみ込む。

　ペデラスティリアは身を低くして霊れい園えんの入り口を睨にらむ。

「アブ様来ちゃったわ……！　くっそー、魔力使いきったところへ……」

　カリカリと親指の爪つめを囓かじると、鋭するどい声で指示した。

「たまちゃん！　大至急逃げる準備！　杖に魔力溜めて！」

「えっ!?　逃げるって……」

　キョトンとするたまに向かってペデラスティリアは焦あせった調子で急せき立てた。

「こんな不完全な生き返らせ方見られたら、怪あやしげなネクロマンシーか何かと勘かん違ちがいされちゃうでしょ！　杖取り上げられて神父さんも死体に戻されちゃうわ！　ぼさっとしてないで！　早く！」

　一気にまくし立てられてたまは混乱した。

　杖が取り上げられる？　神父さんが死体に戻されちゃう？　どうして？

　はっきり聞き取れなくて理由は分からなかったが、ペデラスティリアの焦りは伝わった。流されるように慌あわてて立ち上がる。

　とにかく、何だか分からないが逃げないと神父さんが元の死体に戻されてしまうらしい。不完全とはいえせっかく生き返ったのに、また死なせるなんて……。弁明するにしても何にしても、一いつ旦たん逃げて時間を稼かせがないと……。

　振り返ると、黒い人ひと影かげが二つ見えた。賀か茂もとアブデルだ。こっちへ来ようとしているところだった。

　ペデラスティリアが再度指示を出す。

「移動する分だけでいいから！　溜たまったら即脱出！　やり方分かるわね！」

「あっ、はい」

「私、時間稼いでくるから！　一人で逃げちゃダメよ！　ちゃんと私も忘れないで！　いいわね！」

　ペデラスティリアはそう言い置いて、アブデルたちのほうへ駆かけていった。たまはイマイチ事情が飲み込めないまま、杖つえに魔ま力りよくを溜める事に集中した。




　少し時間を戻して、賀茂たちが墓地に到着した時。

　賀茂の目の前に、黒い人影が立ち塞ふさがった。

　銀色の髪に黒ずくめの服装。

　ペデラスティリアだ。たまは一いつ緒しよじゃない。

「アブデル様？　こんなとこでまた再会出来るなんて……！　もしやこの私を追って……？」

　抱きつこうとするペデラスティリアの顔面をアブデルは片手で押し返すと、キツい口調で問いつめる。

「たまちゃんはどうした？」

「神父さんのお墓の前よ」

　拒絶されて憮ぶ然ぜんと答えるペデラスティリア。

「神父はどうした？　もう生き返らせてしまったのか？」

「知りたい？」

　小首を傾かしげると、からかうような笑えみを浮かべる。

「さっさと答えろ！　キサマとくだらん問答をしている暇ひまはない」

「あー。そんな意地悪な事言うんだったら教えてあーげないっと」

　ペデラスティリアは拗すねた振りを見せると、ぷいっとそっぽを向いた。

　そして賀茂のほうに視し線せんを送る。

「お兄にいちゃん意地悪だから、キミにだけ教えてあげる。耳貸して」

「へ……？」

　教えてもらわなくったって、行ってみれば分かる話だ。こんなところでグズグズしている暇はない。っていうかお兄ちゃんって誰だれだ？

　賀か茂もは振り払おうとしたが、ペデラスティリアの細い腕がギュッと賀茂の首に絡みついた。体に似合わず大きな胸が押しつけられて、非常時にもかかわらず賀茂は一いつ瞬しゆん緊きん張ちようして固まった。照れから身をよじって逃げようとする。

　だがペデラスティリアはグイッと賀茂の頭を抱き寄せると、耳元に唇くちびるを寄せた。

「神父さんはね……」

　そこで言葉を切る。

　続きは何なんだ？　賀茂の意い識しきが耳に集中する。

　そのタイミングを見計らったように。

「Ｆｕ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……っ（はぁと）」

「なっ！　何をしてんだいきなり唐とう突とつにっ！」

　耳に熱い息を吹ふきかけられて、賀茂は驚おどろいてペデラスティリアを振り払おうとした。しかし、ペデラスティリアはフジツボのようにへばりついて離はなれない。

「ちょっとじらしてみちゃった。うふ」

　ベタベタと賀茂に抱きつきながら、ペデラスティリアはちらっとアブデルへ目をやった。そして、んべ～っと思いっきり舌を出す。

　見ていたアブデルがブチっと切れた。

「でえええええぇぇい！　キサマら公衆の面前で何をいちゃついているのだ！　賀茂！　離れろ！　それは俺おれに対する嫌いやがらせか！」

「な、何でボクが……？」

　理不尽な怒りを向けられて戸と惑まどう賀茂。くっついてきたのはペデラスティリアだ。自分は何もしていない。むしろ被害者だ。

　ペデラスティリアはヒョイと賀茂から離れると、再び拗すねたようにそっぽを向いた。そして、アブデルのほうをチラチラ見ながら口を尖とがらせる。

「だって、お兄ちゃん私の相手なんてしてる暇ひまないとか言うから……」

「は……？」

　また訳の分からない事を言い出したペデラスティリアに、賀茂は怪け訝げんな顔をする。

「他ほかの男の人といちゃいちゃしてたら、ちょっとはヤキモチ焼いてくれるかな……って……」

「な、なんじゃそら……？」

「ホントは……あんな男の子にベタベタするのなんてイヤだったんだよ……？」

「だったらするなよ……」

　呆あきれて呟つぶやく賀茂。

　だがその時。

　ズキュゥゥゥ───────────────────────ンンッッ!!

　すぐ隣となりですごい音がした。

　振り返ると、アブデルが萌もえ心を直ちよく撃げきされた擬ぎ音おんだ。

　フラフラと夢む遊ゆう病びよう者のような足取りでペデラスティリアに近づいていく。最初に遭そう遇ぐうした時に逃げられたのと同じ状態だ。

　だが。少し様よう子すがおかしい。

「お、お兄にいちゃんは……、く……っ、お兄ちゃんは何もお前の事を無視するつもりじゃ………なかっ……ぐぬぅ……っ！」

　何か一人で苦しがっているアブデル。歯を食いしばり、必死に何かに耐えている。

　やがてぎゅっと双そう眸ぼうをきつく閉じると、何かを断ちきろうとするように大きくかぶりを振った。

「ぬあああああああああああああああっっっ！」

　全身汗だくになりながら、大きく肩で息をする。

　そして、ペデラスティリアを威い圧あつするように指さした。

「こ……こんな短時間のうちに二度も同じ手にかかると思うな……！　萌もえ美少女というものは天然自然の産物であり、神の為なしたる最大の奇き跡せき！　キサマら被造物の恣し意いによる演技などで作られて良いものではない！」

　断固として言いきると、ペデラスティリアから目を背そむけるように顔を墓地の奥へと向けた。

[image: ]

「行くぞ賀か茂も！　こやつの時間稼かせぎに付き合う必要はない！」

　まだ少し額ひたいに汗を浮かべながら、ペデラスティリアを振りきって駆かけ出すアブデル。慌あわてて賀か茂ももあとに続く。

　ペデラスティリアの声が後ろから追いかけてくる。

「あっ！　待ってお兄にいちゃん！」

「くどいッ！　作った妹で、このアブデルを縛しばりつけられるかッ！」

　強固な意志でド迫力に切り捨てる。

「ちぃ……っ！　ならば……！」

　ペデラスティリアは舌打ちすると、片手で顔を覆おおった。その手の下から、さっきまでとまるで違った表情が現れる。

「待ちなさいって言ってるでしょアブデルくん！　どうしてお姉ちゃんの言う事が聞けないの？」

「なにっ!?　こいつ、『お姉ちゃん』だとッ!!　馬ば鹿かな……ッ!!」

　一いつ瞬しゆん足取りが止まるアブデル。さっきまで妹だった者が突然お姉ちゃんになるなど、予想の範はん疇ちゅう外がいだ。心の防御が間に合わない。

「……つ、強そうな属性なら無節操に何でもかんでもくっつけおって！　キサマは小学生が考えた無敵戦せん艦かんかぁっ！」

　悪態を吐はきつつも、無力に足を止めてしまうアブデル。

「く……っ！　賀茂！　お前だけでも先に行け！」

　動けないアブデルが必死で叫ぶ。

　賀茂はうなずくと、一足早く神父の墓ぼ碑ひのある区画への道を曲がった。たまを止めるだけなら一人でも出来る。

　その時、新たな人ひと影かげが立ち塞ふさがった。

　賀茂は反射的に身構える。それから、驚おどろいた声を出した。

「ま、真ま央お……？　なんでお前がここに？」

「律りつちゃんについてきたの」

「律りつ子こもいるのか？　っていうか、ちょっと通してくれ！　早くたまちゃん止めないと……！」

「ダメ！」

「ダメって何でだ!?」

「だって、たまちゃんたちからあの杖つえ取り上げに来たんでしょ？」

「何で知ってる？」

「律ちゃんから聞いたから。だけど取り上げるのはもうちょっとだけ待ってあげて。お願い。あと少しだから……」

「いや、っていうか真央、たまちゃんたちが何しようとしてるか知ってるのか？」

「神父さんを生き返らせようとしてるんでしょ？」

「それを知ってたら……」

「大事な人に帰ってきてほしいって思うのは当然じゃない。それのどこがいけないの？」

「そう思うだけなら構わない！　だけど、死人を生き返らせるなんてあの杖つえ使っても無理なんだ！　生きてる人間のわがままで死んでしまった人を起こしちゃいけない！」

　焦あせりがつい語気を荒くする。

「無理って言うけど、でもちゃんと生き返ったよ！」

「な……！」

　ちゃんと生き返った？　もう手遅れだったのか……？　愕がく然ぜんとする賀か茂も。

「たまちゃんあんなに一いつ生しよう懸けん命めいなのに！　あと少しでちゃんと元の神父さんに戻りそうなのに！　無理なんだったら、何とかなるように一いつ緒しよに協力してあげたらいいじゃない！　何でそれもしないでダメって言うの？」

　真ま央おの抗こう議ぎは聞こえていなかった。

　少し真央を押しのけるようにして、たまがいるほうへ顔を向ける。

　しゃがんでいるたまの姿が見えた。相変わらずの変な全身タイツのまま、しゃがんで杖を抱き締しめている。

「たまちゃん……」

　たまが怯おびえた顔で振り向いた。そしてその後ろには、横たわる青白い男の体があった。

　賀茂は思わず言葉を失った。




　たまが杖に魔力を溜め始めて何分くらい経たっただろう。

「たまちゃん……」

　賀茂が自分を呼ぶ声が聞こえた。

「賀茂さん……」

　振り向いた。

　目が合った。

　そして。

　賀茂の表情が凍りつくのが分かった。

　それを見た時、突然たまの体を恐怖が走った。怒られる。そう思った。自分は今、怒られるような事をしている。やっちゃいけない事をしている。唐とう突とつにそんな自覚が生じた。生き返った神父さんの姿を見られちゃいけない。見られたらもう、私は賀茂さんの所にはいられなくなる。

　逃げなきゃ……。焦あせって働かない頭に、それだけが反射的に浮かんだ。この場所から逃げなきゃ……。賀茂さんに見られない所へ、神父さんを連れて逃げなきゃ……！

　無む意い識しきに、杖つえを持つ手が上がった。

「たまちゃん！　待って！」

　賀か茂もの声がした。

　その声に追い立てられるように、たまは無む我が夢む中ちゆうで杖を振り下ろした。

　それと同時に辺あたりを煙けむりが包み込み、やがて煙が晴れた頃ころにはたまと神父の姿はどこにも見えなかった。
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　それから三日後。

　姿をくらましたたまの行方ゆくえはまだ摑つかめなかった。

　たまが以前住んでいた教会は真っ先に調べたが、誰だれもいなかった。もっと全然関係ない所へ逃げたらしかった。小さい頃ころに何度も学校を変わって引っ越しもしたらしいと聞いていたので、以前住んでいた場所を調べて回ったが手掛かりは見つからなかった。

　たま自身を霊れい視しして追跡するのは妖よう気きに阻はばまれて元から不可能だったし、神父もたまにしっかり抱きかかえられているせいで極きわめて霊視しづらくなっていた。加えて、あの杖つえによる瞬しゆん間かん移動では痕こん跡せきが辿たどりにくい。アブデルの『眼』をもってしても、行方を辿るのは困難だった。律りつ子こも持ち前の情報網を駆く使しして捜さがしてくれたが、それらしい人物の情報は入らなかった。

　ペデラスティリアはどさくさに紛まぎれて姿を消していた。もっとも、いたところでたまの行方が彼女に分かるわけでもなかった。




　夜の町。

　真ま央おは一人、日課のナワバリチェックに出ていた。日課といっても、実は見回り頻ひん度どは一週間に一度、土ど曜よう日か日曜だけ。夜中に女の子が一人でふらついていると世せ間けん体ていがよくないと律子に言われて、平日は見回りしないと約束させられているのだ。真央としては不満もあるが、以前は夜中の見回りは一切禁止だった事を考えれば妥協せざるを得ない。その代わり、週に一度の見回りは絶対に欠かせない貴き重ちような時間だ。

　しかし、今夜の真ま央おはいつものコースを外れていた。新しいナワバリ獲かく得とくのためではない。たまを捜さがすためだった。

　あの晩の事を思い出す。

　たまとペデラスティリアが数年前に死んだ神父を甦よみがえらせようとしていた時。

　真央にはよく分からなかった。死んだ人を生き返らせる。それはどこかインチキな気がした。もちろん真央だって、自分の両親が生き返ってくれたら嬉うれしい。そして、元の家族と一いつ緒しよに以前のように暮らせたら嬉しい。そんなの当然だ。だけど、嬉しいに決まってるけど、でもどこかズルい気がした。あの時は、たまの被害者だけが生き返らせてもらってズルいって言った。けど本当は、一度死んでしまった人が生き返るってこと自体が何かズルいように思った。やっちゃいけない事だと思った。たまは騙だまされてる。そう思った。

　何がズルいと思ったのかは分からない。考える気もない。真央は考えるのが苦にが手てだ。あの時は律りつ子こが生き返らせる事に賛成みたいだったし、自分には直接関係ない事だから、あんまり強く反対するのはやめた。でも、やっぱり間違ってるって思った。

　だけど。

　生き返った神父の気持ち悪い姿を見て。

　その神父を気持ち悪がりもせず、抱きつくたまを見て。

　羨うらやましいって思った。

　生き返るのがインチキだって気持ちは変わらない。でも、インチキでもいい。大事な人が帰ってくるんなら、インチキだって構わない。

　神父さんがちゃんとした体に戻ってくれたらいいのにって思った。せめて、言葉くらい交かわしてあげてほしいって思った。私だってお父さんとお母さんが生き返ったら話くらいしたい。だから、たまにも会話くらいさせてあげたかった。それまで待ってあげてほしいって思った。

　だから、賀か茂もを止めた。躊躇ためらいはあった。間違ってる事に手を貸してる気がした。だけど、今神父さんを元の死体に返したらたまが可哀かわい想そうだ。落ち着いて話せば、きっと分かってくれると思った。賀茂なら、きっと一番いい方法を一緒に考えてくれると思った。考えてくれなかったら絶対に通してあげない。そう思った。何にも聞かずに一方的に杖つえを取り上げて神父さんを死体に戻すなんて絶対に許してあげない。そう思った。

　そして自分は、止めに来た賀茂の邪じや魔まをして、たまが逃げるのを手伝ってしまった。まさかたまが逃げるなんて思わなかった。

　だから。

　あの晩、たまを逃がした責任は自分にある。そう感じていた。誰だれも真央のせいとは言わなかったけど、間違いなく自分のせいだった。だから知らんぷりは出来なかった。

　そして、もう一つ。

　純粋に、たまの事が気になっていた。どうしているのか知りたかった。賀か茂もや律りつ子こが見つけてしまう前に、たまと神父がどうなったか自分の目で見たかった。哀かなしい結果になっているのか、辛つらい状況が続いているのか、それともたとえ一いつ瞬しゆんでも本人たちなりに幸せな瞬間を持てたのか。せめて一言くらい言葉を交かわす事は出来たのか。直接本人たちを見て確かめておきたかった。多分、そっちのほうが本当の理由だった。

　橋の下とか高速道路の橋脚の下とか使われてないトンネル跡あととか空き家とか、人目を避さけて雨あめ露つゆをしのげそうな場所なら真ま央おが一番詳しい。多分この近所からそう離はなれていないと思うし、きっと見つけられる。もし自分がたまだったら、遠くへは逃げない。生き返った人が一番懐なつかしい場所に留とどまる。たとえ目を覚ます事さえないとしても、やっぱり慣なれ親しんだ場所が一番落ち着くって思うから。そこまではっきり意い識しきしていたわけではなかったけど、きっと自分のナワバリかその周辺にいるはずだという確信があった。




　部屋の隅っこで膝ひざを抱えてうとうとしていたたまは、顎あごが膝から落ちた弾はずみにハッと目を覚ました。

　昔、神父と一いつ緒しよに住んでいた教会。神父が死に、たまが賀茂の家に移ってからはずっと空き家だ。空き家と言っても、ガスも水道も電気も解約せず料金を引き落とされ続けているので、全部使える状態にある。でも、明かりは点つけていなかった。何となく、点ける気になれなかった。明るい場所で神父の姿を見るのが怖かった。

　あの夜賀茂たちから逃げたあと、最初は見知らぬ町の小さなビルの屋上に出た。鍵かぎがかかっていて降りられないから、仕方なくその晩はそこで過ごした。次の日の昼頃ごろになって、もう一度杖つえを使って移動すればいい事に気づいた。昨日から休まず魔ま力りよくを放出しすぎてフラフラだったが、気力を振り絞って杖に魔力を注入した。行き先はこの教会に決めていた。せっかく神父さんが生き返ったんだから、お家に帰らせてあげたかった。上手うまい具合に、賀茂たちが調べに来るのと入れ違いになった。もちろんたまはそんな事は知らなかった。賀茂たちが捜しに来るかもしれないという考え自体、疲れ切った頭には浮かんでこなかった。

　目を覚ましたたまは、ぼんやり窓の外を見た。暗い。曇くもった夜空には星さえ見えない。何だか気が滅め入いった。見なければ良かったと、少しだけ後こう悔かいした。

　ベッドから神父の呼吸が聞こえた。息苦しそうだ。肺か喉のどがダメになってきているのだろう。時計を見ると、そろそろまた体を回復させなくちゃいけない時間だ。最低でも三時間おきにやらないと、すぐに肉体は腐くさって剝はげ落ちてしまう。たまは逃げた晩からずっと休まず、杖に魔力を溜ためては神父の体を回復させていた。

　杖を見た。うとうとしている間中ずっと握っていたけれど、魔力はあんまり溜まっていない。しょうがない。たま自身の魔力が回復する暇ひまもないうちに次から次へと補充しているのだから、杖に込められる量は減っていって当然だ。この量でもちゃんと神父の体を治せるだろうか。

　不安になりながらも、立ち上がる。

　くらっと立ちくらみがした。一いつ瞬しゆん目の前が真っ暗になって、壁かべに手をつく。少し待ってから、両手で杖つえを構えた。

「……神父さんの体を……健けん康こうな状態に戻してください」

　やっとの思いで言葉を吐き出しながら杖を振る。

　いつものように煙けむりが神父を包み込み、やがて神父の呼吸が穏おだやかになった。ちゃんと効きいたらしい。ホッと安あん堵どする。

　部屋を出ると階段を降りて洗面所へ行った。眠気を醒さましたい。冷たい水で顔を洗おう。

　自分の顔が鏡かがみに映った。目が落ちくぼんで真っ黒なクマが出来ていた。涙の跡あとが乾いてカピカピになっていた。頰ほおはげっそりと別人のように瘦やせこけていた。

　この三日間、ほとんど食べていなかった。そのうえ、ロクに睡眠も取らずに杖に魔ま力りよくを補充し続けていた。無む性しように眠りたかった。何も考えずに布団の中で熟じゆく睡すいしたかった。気力も体力も、もう限界に近かった。でも、寝ている間に神父の体が腐くさってしまったらと思うと、怖くて眠れなかった。壁かべにもたれて束つかの間まどろむのが精一杯だった。

　顔を洗い終えると神父の寝室に戻る。静かな寝息が聞こえた。体を元に戻してから十分ほどの間は、本当に元気だった頃ころの神父さんが帰ってきたように見える。でも、その目が開く事も、起きてたまと喋しやべってくれる事もない。ただじっと眠っているだけだ。そしてそのまま静かに死へと戻っていく。

　たまは再びしゃがみ込むと壁にもたれた。

　……私は、罪を犯してしまった。

　ぼんやりと神父の横顔を眺めながらたまは思った。

　神父さんを無理やり生き返らせて、苦しい思いをさせて、死者の眠りを妨げてしまった。いい事をするつもりだったのに、実際には苦しませるだけだった。生き返らせるっていっても、結局死の苦しみをもう一度味わわせてるだけだった。死なせた人に償つぐなってるどころか、死んだあともいたぶっているだけだった。過ちの償いどころか、罪の上塗ぬりだった。

　神父さんは、今は落ち着いているけど、十分もすれば肺や気管が少しずつダメになってくる。そうすると、一回呼吸するたびにすごく辛つらそうになる。背中や腰も、皮ひ膚ふが潰つぶれて肉が剝むき出しになって、お布団に触れてるだけで痛くなってしまう。その痛みは全部私のせい。私が生き返らせようとしたせい。神父さんが痛い目に遭あって苦しんでるのは全部私の責任……。

　抱えた膝ひざに顔を埋める。

　過去に自分は十万人もの犠ぎ牲せい者を出した。それは絶対に赦ゆるされない罪だ。でも、あの頃ころの自分じゃ気づきようがなかったし止めようもなかった事だったからって言って、賀か茂もは庇かばってくれた。誰だれも赦してくれなくても、たま自身でさえ赦せそうになくても、賀茂だけは赦してくれようとした。

　だけど、今度は違う。私は、自分の意志で神父さんを生き返らせた。自分の意志で罪を犯してしまった。

　自分の意志で──。

　みぞおちが締しめつけられた。決定的な何かを踏み越えてしまった気がした。

　自分はもうただの罪人じゃない。悪人に堕おちてしまった。きっともう、賀か茂もさんでも庇かばいようがない。

　賀茂さんもアブデル義兄にい様も、何が本当の償つぐないなのかちゃんと考えてから行動するようにって助言してくれた。償うつもりで罪を重かさねちゃいけないからよく気をつけるようにって、ちゃんと忠告してくれてた。

　なのに……。

　なのに私はその忠告を忘れて、何も考えずに神父さんを生き返らせてしまった。私はもっとちゃんと色んな可能性を考えなくちゃいけなかった。ペディさんも、生き返らせる事はやった事ないって言ってたんだから、ペディさん一人に考えるのを押しつけてちゃいけなかった。それ以前に、自分自身の罪の償いなんだから、ペディさんの考えに頼りっぱなしじゃなくて自分の頭で考えなくちゃいけなかった。

　それなのに……。

　膝ひざに顔を埋めた。肩が小刻みに震ふるえた。

　……結局私は、神父さんに生き返ってほしいっていう気持ちに流されてしまって、ちゃんと考える事をやめてしまった。生き返ってくれたら嬉うれしいっていう気持ちに負けて、どんな結果になるかをロクに考えようとしなかった。考えたくない可能性から、目を逸そらしてしまった。結局私は、神父さんのために生き返らせようとしたんじゃなくって、自分のために生き返らせようとしてた。神父さんに申し訳ないから生き返らせたんじゃなくて、私が神父さんに会いたいから生き返らせた。私は、償いのためって言いながら、実際には自分の事しか考えてなかった。自分の喜びしか考えてなかった。私は、自己中心的で利り己こ的でわがままな悪人だ。

　ノロノロと目を上げた。目の前には相変わらず、横たわったまま動かない神父の青白い体。息はしてるけど、ほとんど死体と変わらない。ふと神父が死んだ時の事を思い出した。埋まい葬そう前の、通夜式の夜。あの時に見た神父の顔も、今と同じように青白かった。神父さんを死なせたのが自分だったなんて、あの頃ころは思いもしなかった。

　私が神父さん生き返らせたかったのは、本当は、自分が神父さんを死なせてしまった事実をなかった事にしたかったからかもしれない。ふと、そう思った。だけどそれは償う事じゃなくて、自分の過去から目を逸らして逃げたいって事でしかない。私は弱虫で、昔の過ちをちゃんと受け止めきれなくて、そこから目を背そむけようとしてただけだった。そしてまた、こうやって過ちを重ねてしまった……。

　虚うつろな目で床ゆかを見た。掃除もせずほったらかしの床は、綿のように埃ほこりが積つもっていた。どれくらい長い間、掃除してなかったんだろう……。

　初めて賀か茂もと出会った時は、まだ自分はここに住んでいた。賀茂の具合が悪くなってしまって、やむをえずこの部屋に一晩寝てもらった。あの時は毎日きちんとお掃除していて、埃ほこりなんて一粒も落ちてなかった。

　この埃は、たまが賀茂の家で居い候そうろうさせてもらうようになってからの歳さい月げつの間に積つもったもの。賀茂と出会ってから、こんなに埃が積もるほどの長い時間を一いつ緒しよに過ごしてきていた。そう気づいて、今いま更さらのように少し驚おどろいた。

　だけど……。

　私は、賀茂さんの事も裏切ってしまった。

　賀茂さんは、わざとじゃなかったんだから自分を責めすぎるなって庇かばってくれた。悪あく魔までも人に害を与えないで生きていけるって信じてくれた。償つぐなうつもりで罪を重かさねないようにって忠告もしてくれた。でも私は、自分の意志で神父さんを生き返らせて、痛くて苦しい思いをさせて、考えなしに罪を重ねてしまった。賀茂さんの気持ちにも言葉にも、全部背そむいてしまった。全部裏切ってしまった。

　それだけじゃない。

　私を探して止めに来てくれた賀茂さんから、私は逃げてしまった。

　ホントはあの時、逃げちゃいけなかった。勇気を出して全部話して、ごめんなさいって謝あやまらなくちゃいけなかった。そして、どうしたらいいか相談させてもらうべきだった。賀茂さんなら、たとえ怒ってたとしても、どうしたらいいかちゃんと一緒に真剣に考えてくれるはずだった。なのに私は、賀茂さんを裏切った事が見つかるのが怖くて、賀茂さんに正直に打ち明ける勇気がなくて、そして結局そのまま逃げてしまった。怒られて逃げちゃったら、それこそ裏切ったままになってしまうのに。ホントの裏切り者になってしまうのに……。

　全部、自分のせい。私が弱くて、バカで、臆おく病びようで卑ひ怯きよう者だったから。

　もう賀茂さんの所へは戻れない。戻る資格なんてない。賀茂さんの信頼も、一緒にいられた幸せな時間も、何もかも自分の手で全部壊こわしてしまった……。

　ぼんやりと窓を見た。泣きたいのに涙は出てこなかった。心が渇かわいて干ひ涸からびてしまったような気がした。もう何も考えたくなかった。

　ただ、無む性しように寒かった。疲れて腹ぺこで眠くて寒かった。震ふるえて奥歯がカチカチ鳴った。ぎゅっときつく膝ひざを抱いたが、震えは止まらなかった。




　小柄な体を黒ずくめの衣い装しようで包んだ少女が一人、暗い町を早足で歩いていた。

　夜風に揺ゆれる銀色の髪。ペデラスティリアだった。

　たまの行方ゆくえを捜していた。一緒に連れて逃げろと言ったのに、たまだけ一人で逃げてしまった。しかも、大事な大事な杖つえを持ったままで。アブデルに見つかる前に返してもらわないと、せっかくの貴き重ちよう品が処分されてしまう。

　それに、ペデラスティリアにはたまを仲間にする目的がある。あの膨ぼう大だいな魔ま力りよくは魅み力りよくだし、やっぱり一人でいるよりは誰だれかとつるんでいるほうが楽しい。たまはお人好しすぎて悪魔としてはズレまくっているが、そのおかげで臆おく病びような自分でも悪魔らしく振る舞まえるし、尊敬の眼まな差ざしで見られるのも気持ちいい。

　あの晩、あの場から逃げた事で、たまはアブデルたちのもとへ帰りづらくなってしまったはず。そこにつけ込んで、たまがアブデル側と接触しないよう上じよう手ずに促うながしながら、自分と一いつ緒しよに行動するようにさせるのは可能なはずだ。

「……え～と、たまちゃん家ちってこの辺だっけか？」

　地図を広げながら周囲を見回す。

　あれから必死でたまが行きそうな可能性のある場所を調べまくって、ようやく賀か茂もの家に行く前に住んでいたという教会の位置を入手した。最初はたまのクラスメイトたちに聞き込みをかけたりクラスの名めい簿ぼを入手したりしようとしたのだが、学校には賀茂やアブデルが通っているので極きわめて動きづらい。律りつ子こならひょっとして協力してくれるかも、と期待したが、杖つえを持っていないペデラスティリアに対しては律子の態度はびっくりするほど無関心で何の力にもなってくれそうになかった。結局、たった一人でアブデルたちの目を警けい戒かいしながら動いていたら、三日も経たってしまった。

「……こんだけ時間経っちゃうと、もうアブデル様たちに発見されてっかなー」

　以前住んでいた教会なんて真っ先に調べられてるに決まっているから、たとえたまがそこへ移動していたとしても今はもうアブデルたちに発見されて、身柄も確保され杖も破は壊かいされているかもしれない。

　でもとにかく、やっと手に入れた手掛かりだ。一応覗のぞくだけ覗いておかないと落ち着かない。

　顔を上げると目の前に教会の尖せん塔とうが見えた。小走りに近づくと、塀へいの中の様よう子すを窺うかがう。

　ずっと空き家になっているだけあって、庭には雑草が生おい茂しげり、窓も曇くもっていかにも廃はい墟きよである。明かりは点ついていない。

　居住部のドアの前に立つと、インターホンを鳴らしてみる。しばらく待ったが応じる気け配はいはない。ドアノブに手をかけると、引っ張ってみた。鍵かぎがかかっている。

　念のため鍵を開けて中に入ってみる。下級悪魔とはいえ、鍵開けくらいは朝飯前だ。

　玄関にはたまの靴くつはない。

「ごめんくださ～い……」

　声をかけた。だが、ペデラスティリアの声は虚むなしく奥へ吸い込まれていくだけ。

　やっぱりもういないかな……。

　そう思ったが、念のため室内を調べておく事にした。

　一階の食堂や応接間を見て回る。いない。

　洗面所のほうへ行った。もちろん人ひと影かげはない。

　だが、ふとペデラスティリアは水回りが濡ぬれている事に気づいた。最近使った跡あとだ。いるのか？　アブデルらに見つかって連れ去られたあとかもしれないが、やはりたまは確実に一度はここへ来た。間違いない。

　二階に続く階段を上がる。一階同様に静かで、動くものの気け配はいはない。だが、よく耳を澄すますと、微かすかに人の呼吸する音が聞こえた気がした。

　その音のする部屋のドアを開ける。

　寝室だった。電気も点ついていない真っ暗な部屋。ベッドに、例の神父の体が横たわっていた。胸が微かに上下している。つま先辺あたりからうっすら腐ふ臭しゆうが漂ただよい始めているが、上半身はまだ完全な死体には戻っていないらしい。そしてその傍かたわらに、膝ひざを抱えてうずくまるたまがいた。

「たまちゃん！」

　思わずホッとした声が漏もれた。アブデルたちより先に見つけた。杖つえもちゃんと手に持っている。

　だが、ペデラスティリアは異変に気づいて立ち止まった。たまの様よう子すがおかしい。呼びかけに全然反応がない。

　寝ているのか……？　いや、そんなはずはない。目はちゃんと開いている。

「たまちゃん……？　お～い……」

　恐る恐る近づくと、ようやくたまは顔を上げた。

「あ……ペディ……さん……」

　その顔を真正面から見て、ペデラスティリアは一いつ瞬しゆん絶句した。

　焦点の合わない落ちくぼんだ目、肉のそげ落ちた頰ほお。一体どうしたというのだ？

「ちょっとたまちゃん？　一体何が……」

　言いかけて、ふとたまが手に持った杖に目をやる。魔ま力りよくを補充中だった。しかも、墓場で急速補充した時と同じくらいの勢いだ。

「ちょ……っ！　アンタ何やってるのよ！　そんなボロボロな体で！　死ぬわよ！　やめなさい！」

　思わず杖を奪い取ろうとした。

　だが、たまは杖から手を離はなさない。こんな疲ひ弊へいしきった体のどこにそんな力が残っているのか不ふ思し議ぎなくらい、杖を持つ手は固く握り締しめられている。

「たまちゃん、ちょっとこの手離しなさい」

「………」

　たまは無言で首を振って拒絶した。

「嫌いやって何で？」

「………だって、……魔法かけ続けないと、……神父さん死んじゃう」

　ほとんど譫たわ言ごとのように呟つぶやく。目はさっきからずっと一点を見つめて動かない。震ふるえる顎あごから、カタカタと奥歯の鳴る音が聞こえた。

「かけ続けないと、って……。いや、だってだけどでも、そんな体で魔ま力りよく絞り出してたらたまちゃんが先に倒れるわよ？　分かってるの？」

「………」

　無言で答えない。だが、このままじゃヤバい事くらい本人が一番分かってるはずだ。

「とにかく、ちょっと休きゆう憩けいしなさい。ね？」

　杖つえを取り上げようとする。

　だがたまは両手で杖にすがるようにして拒否した。

「……ダメです……。休んでたらその間に神父さん死んじゃいます……。体が腐くさって死んじゃいます……」

「いや、だからそれは……」

　何か抗弁しかけてペデラスティリアはハッとした。

「っていうかまさかたまちゃんあなた………、あの晩から一度も休んでないんじゃ……？」

「………」

　沈ちん黙もく。だが、答えないのは肯こう定ていの証あかしだ。

　滅む茶ちや苦く茶ちやだ。あの晩すでにあれだけ疲労の色を見せていたのに、あれから休まずずっと魔力を杖に補給し続けていたなんて。倒れるどころじゃない。普通だったら死ぬ。冗じよう談だんじゃない……。

「ちょっと！　いいからその杖離はなしなさい！　そのまま続けてたら死ぬわよ！　分かってるの！」

「だって……そしたら神父さんが……」

「いいじゃない元々死んでたんだから！　たまちゃんが死なせるわけじゃないじゃない！　元に戻るだけでしょ！」

「でも、……元は私が死なせたんです……」

　相変わらず焦点の合わない目をしたまま、たまは掠かすれた声で呟いた。

「……私がやめたら……また死んじゃうんです……」

「………」

　一いつ瞬しゆんペデラスティリアは言葉を失う。だがすぐまた口を開いた。

「だからって、たまちゃんが死んじゃったらどっちみち神父さんだって死ぬでしょ？　意味ないじゃない」

「…………」

　カタカタと震えるたま。

「……でも…………やめたら死んじゃうんです………」

　怯おびえたように首を振る。

　ダメだ。何を言っても通じそうにない。

　だけど、このまま放っておいたらたまが死んでしまいかねない。死なれちゃ困る。せっかく日本に来て最初の友達に……じゃなくて、無む尽じん蔵ぞうな魔ま力りよくの供給源になってくれそうだったのに。

　でも、だからって何が出来る？　たまは杖つえを手放さない。杖なしでは、ペデラスティリアには人を癒いやすような術は使えない……。

　賀か茂もとアブデルの事が頭に浮かんだ。あの二人なら何とか出来るだろうか。賀茂にはあれだけの結界を普通に張れるだけの技量があるし、アブデルの霊れい力りよくの後ろ盾だてもある。それに、悔くやしいけどあの二人のほうがたまの信頼は厚い。もしかしたら説得出来るかもしれない。

　とにかく、たまを何とかする事が先決だ。たとえ今はアブデルたちの手に戻す事になっても、生きてさえいればいつか仲間に出来る。

　だけど、どうやってアブデルたちを呼べばいい？　自分が出て行けば、話がこじれる。それに杖がなければ瞬しゆん間かん移動で逃げるなんて高度な技は使えない。この間の晩はアブデルと賀茂が上手うまく別れてくれたから姿をくらますのは簡かん単たんだったけど、二人揃そろってるところへ顔を出すのはヤバすぎる。たまは死なせたくないけど、自分が捕つかまるわけにはいかない。

　その時、外で物音が聞こえた。

　何だろう？

　窓から覗のぞくと、ぶかぶかのハンチング帽に黒っぽい服の少女が見えた。確か、律りつ子こが墓場に連れてきた、真ま央おとかいう女の子。一人だけだ。何しに来たんだろう……？　いや、何しに来たかなんてどうでもいい。それより彼女がたまを見つければ、律子や賀茂たちへも情報は回るだろう。そうすれば、保ほ護ごしに飛んで来るはずだ。

　ペデラスティリアは素早く立ち上がると部屋の明かりを点つけた。これで、中に誰だれかいる事は伝わるはず。玄関の鍵かぎは開けたままにしてあるから、簡単に入ってこれる。室内に入ってきてくれればたまはすぐ発見されるはずだ。あとは人を呼んで何とかしてくれるだろう。

　もう一度窓から下を見る。真央はこの部屋を一瞬見上げると、玄関のほうへ回った。よし。予想通り。

　小さくうなずくと、ペデラスティリアはそのまま窓枠に足をかけた。自分がここにいた事が知られると、何かとヤバくなる。

　最後にもう一度たまのほうを振り返る。相変わらず呆ぼう然ぜんとしている。明かりを点けた事にも気づいていない様よう子すだ。

「たまちゃん。今お友達呼んだから」

　やはり反応はない。

「私はちょっとトンズラするけど、元気でね」

　下でドアの開く音が聞こえた。グズグズしてはいられない。

　前を向こうとした時、視界の隅にベッドの上の様よう子すが映った。

　こんな事になるなんて思ってなかった。たまを不幸にするつもりなんてなかった。ペデラスティリアとしては、死者の勝手な蘇そ生せいという神への冒ぼう瀆とく行為をさせる事でたまと天使側との関係を悪化させて仲間に引き込み、そのついでに腐ふ乱らん死体がうろつき回ってパニックになった人たちから不幸分をちょっともらえたらそれで充分だった。悪あく魔まとしては甘いと言われるだろうけど、ホントにほんの軽いイタズラ心だけだった。

「ゴメン……」

　小さく呟つぶやくと、ペデラスティリアは窓から暗い外へ向かって音もなく飛び出していった。




　少し時間を戻して、真ま央おである。

「……見つからなかったなー」

　ナワバリ内の怪あやしい場所を全すべて捜さがし終えた真央は、不満げな声で呟いた。

「絶対遠くには行ってないと思ったんだけど……変だなぁ……」

　首を傾かしげる。見つからなかった今になっても、やっぱり近くにいるはずだという確信は変わっていなかった。

「まぁいいや。ちょっと休も……」

　あちこちこまめに回ったせいで疲れた。

　途と中ちゆうで拾った五百円玉で、菓子パンと唐から揚あげと温かい紅茶を買ってきた。落ち着いた場所で食べようと、普ふ段だん巡じゆん回かいする時の最初の拠きよ点てんへと向かう。

　巡回時の最初の拠点。たまの住んでいた教会だ。化ばけ猫として退治されそうになった時に匿かくまってもらった時から、真央にとってあそこは絶対的に安心出来る聖域なのである。

　コンビニの袋片手に、塀へいを飛び越えて教会の庭に入る。

　その時、ふと窓に明かりが点ついた。

　誰だれかいる……！

　二階だ。誰だろう……？　この教会はたまが逃げてから賀か茂もたちが真っ先に調べたはずだけど、誰もいなかったと言っていたはず……。

　真央は一いつ瞬しゆん首を傾かしげたが、考えるのは三秒でやめた。誰がいるのかなんて、そんなの見にいったらすぐ分かる。

　玄関へ回るとチャイムを鳴らしてみた。でも誰かが出てくる気け配はいはない。ドアノブを引っ張ると、スッと開いた。鍵かぎはかかっていなかった。不用心だなー、と内心呟きつつ玄関の中へ踏み込む。

「お邪魔しま～す………」

　緊きん張ちよう気味に声をかけて、少し待つ。でもやっぱり迎えに出てこない。

　真央は靴くつを脱ぐと、そっと室内へ上がった。何となく足音を忍ばせながら二階の部屋へ向かう。

　戸の隙すき間まから明かりの漏もれている部屋が見えた。あそこだ。軽くノックしてからドアを開いた。

「誰だれかいるの……？」

　中を覗のぞいた真ま央おは、ハッと息を吞のむとその場に凍りついた。

　腐くさり始めた臭においをさせながらベッドの上に横たわる青白い神父の体。

　そしてその脇わきには、膝ひざを抱えたたまが虚うつろな表情でしゃがみ込んでいた。

　真央はしばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、気がついた時には賀茂たちを呼ぶべく教会を飛び出していた。
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　物音にたまがふと顔を上げると、誰だれかが立っていた。

「あ………」

　声が引きつった。

　目の前にいたのは賀か茂もだった。

　逃げたい。そう思った。だけど体が縮ちぢこまって動けなかった。

　賀茂は黙だまってたまの目の前にしゃがみ込む。たまは目を瞑つむって顔を伏せた。賀茂と目を合わせる勇気がなかった。

「体、大丈夫……？」

　賀茂の声がした。

「これ、飲んで。三日間、何も食べてないんでしょ？」

　何か差さし出す気け配はいがした。

　賀茂の目を見る勇気はないけど、無視する勇気はもっとない。

　恐る恐る顔を上げた。

「お腹なか空っぽのとこにいきなり固形物入れるとよくないから、とりあえず今はこれで」

　魔ま法ほう瓶びんに入れたスープをカップに注そそぐ。湯ゆ気げが出ている。受け取ると、手のひらに熱がじんわりと伝わった。

　一口啜すすった。あったかい。凍った体が内側から溶けていく気がした。

　不意に頭に触れられた。一いつ瞬しゆん身を竦すくませる。けれどその手は、優しくたまの髪を撫なでた。怖こわ々ごわ目を上げると、賀か茂もの安心した微笑が見えた。

「食べる気はあるんだ。良かった」

　もっと自棄やけになっているのではないかと心配していたのだろう。ホッとした表情だった。

　そんな賀茂の顔を見た途と端たん、たまは急に泣きそうになった。じわっと目元が潤うるむのが分かった。

「……ごめんなさい」

　うつむくと、やっとそれだけ言った。それしか言えなかった。

「………」

　賀茂は答えず、しばらく黙だまってたまを見つめた。

　たまもうつむいたままじっとしていた。

　やがて、賀茂は静かな声で言った。

「杖つえ、貸してくれる？」

「………」

　こくり。無言でうなずくと、たまは素直に手渡した。

　渡せばきっと、杖は壊こわされてしまうのだろう。そして神父さんも遺い灰はいに戻されてしまうのだろう。でも、間違っていたのは自分だ。生き返らせるべきじゃなかった。だから、渡した。自分の手で神父さんを遺灰に戻す勇気は持てなかったから。生きていてほしいと今でも思ってしまっているから。

　賀茂は杖を手に取ると、握ったところをたまに見せた。

「魔ま力りよく補充する時ってここ握ればいいの？」

「…………」

　再び無言でうなずく。賀茂は多分杖の力で神父さんを遺灰に戻そうとしてるはず。それに対して、声を出して返事するだけの強さはなかった。

　賀茂は立ち上がった。そして、自分の体を通じてアブデルの霊れい力りよくを杖の中に注そそぎ込む。魔力も霊力もその本質は同じ物だ。杖の中に、みるみるうちに霊力が蓄ちく積せきされていく。その量も勢いも、たまの倍以上だ。たちまちのうちに杖の容量は半分を超えた。

　啞あ然ぜんとするたまの目の前で、賀茂は神父の体に向かった。ポケットから何カ所か結び目の付いた紐ひもを取り出して、神父の首にかける。それから、小さな声で何事か命じて杖を振った。

　全すべて終わると、賀茂はたまのほうを振り返った。

「じゃ、下で待ってる」

　それだけ言うと、部屋を出ていく。杖は置いたままだった。霊力はまだ一回分命令するくらいには残っていた。

　目の前で、静かにドアが閉まる。

　下で待ってる……？

　いや、それ以前に、どうして杖つえを置いていったんだろう……？

　意味が分からず、たまは考えようとしたが、頭はボーっとしてしまって動かなかった。

　その時、ベッドがきしむ音がした。

　振り向いたたまは、思わず目を見開いた。信じられない光景があった。

「神父……さん……」

　神父が、ベッドの上に体を起こしてこっちに微笑ほほえんでいた。

　気がついた時には、たまはその胸に抱きついていた。




　部屋をあとにした賀か茂もは、階段を降りたところでバランスを崩くずした。倒れそうになったところを、階下で待機していたアブデルが抱き留とめる。

「ゴメン……」

　フラフラになりながら呟つぶやく賀茂。

　アブデルは肩を貸しながら答えた。

「構わん。あれだけ短時間のうちにあれだけの霊れい力りよくを放っては、こうなるのが当然だ。普通の人間に耐えられる量ではなかったからな」

「アブデルのほうは平気なのか。あの量……」

「問題ない。霊力の本質は精神の力。心を新たに奮ふるい立たせてくれるものがありさえすれば、その力が尽きる事はない」

　最高位たる熾し天てん使しの余裕で笑うと、懐ふところから「使徒ター・プリンセス」のＤＶＤを取り出す。パッケージの表で、イスカリオテのジュディがにっこり笑っていた。

「…………」

　ツッコみたかったが、その気力さえない賀茂。声を出すのも辛つらかった。

　アブデルは賀茂を応接間のソファの上に座らせた。

「まぁとにかく少し休め。あとはあの神父を、そしてたまちゃんを信じよう」

「あぁ……」

　横になると同時に、賀茂の意い識しきは急速に深い眠りに落ちていった。




　たまは神父に抱きつくと、涙で濡ぬれた顔をぎゅっと押しつけた。

　胸の弾だん力りよくがあった。体温を感じた。生きてる。本当に、ちゃんと生きてる……。さっきまでの生きた屍しかばねなんかじゃなくて、本当にちゃんと生き返ってる……。

　神父は黙だまって、節ふしくれだった大きな手でたまの頭を優しく撫なでた。

「……久しぶりだね。たま」

「………」

　たまは無言でうなずく。

「元気にしていたか？」

「はい……」

　たまは目を潤うるませたまま、やつれきった顔に精一杯の笑え顔がおを浮かべた。

　神父も青白い顔に静かな笑みを湛たたえる。

「……大きくなったな」

「五年で十二センチ伸びました……」

　少し照れたような、でも少し得意げな表情を見せるたま。

「そうか」

「でもクラスじゃ相変わらず一番ちっちゃいです」

　えへへ……と苦にが笑わらいする。

　神父も無言で笑うと、たまの頭をよしよしと撫なでた。

　やがて、神父は撫でる手を止めると、少し声を落とした。

「もう、五年か……」

「はい」

「……幼いお前一人残していって、すまなかった。苦労しただろう……」

「………」

　たまは目を伏せ、小さく首を振った。

「………それは、神父さんのせいじゃなくて私のせいだから」

　頭に置かれた神父の手が、その言葉にぴくっと動いた。

「知っていたのか……」

「………」

　コクリとうなずくたま。

「いつ頃ごろ気づいた……？」

「つい、この間です……。学校の一年先せん輩ぱいで、賀か茂もさんっていう人がいて、その人が霊れい能のう力りよくとか持ってる人で、色々教えてもらって、それで初めて自分が妖よう気きを漏もらして周囲の人に害を与えてるって知って……。神父さんの他ほかにも、お友達とか、全然知らない人までたくさん……」

「そうか……。私も死んでから向こうで初めて教えてもらったんだが……」

　神父は静かな吐と息いきを漏らした。

「敢あえてお前を普通の人間と同じように育てようとしたことで、かえって罪を重かさねさせる結果になってしまったな……」

　後こう悔かいするように視し線せんを落とす。そして沈ちん鬱うつな様よう子すでうなだれた。

「育てた私の間違いだ。すまない。結果的に、お前にも辛つらい思いをさせてしまった……」

「神父さんのせいじゃないです……」

　たまはもぞもぞと首を振った。

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。

　やがてたまが、呟つぶやくように話し出す。

「……それで私、自分のした事の償つぐないをしたくって、でもどうしたらいいか分からなくて、自分の魔ま力りよくを使って何か出来ないかと思って賀か茂もさんたちに相談して……。その時もちゃんと言われたんです。考えないで動いたら償うつもりで逆に悪い事しちゃうかもしれないから、しっかり考えてからにしなさいって。魔力使えるようになるまで長い練習が必要だから、その間にしっかり色々考えるようにって。なのに私、早く何とかしなくちゃって焦あせって、お友達のペディさんって人から『死なせちゃったんなら生き返らせたら？』って言われた時に単純にそのとおりだって思って……。それでペディさんの持ってる魔法の杖つえを使ったら、ヘタクソな私でも自分の魔力で色んな事が出来たから、だからそれを貸してもらって神父さんを生き返らせて……」

「ああ、何か振っている音が聞こえていたが、その杖だったのか」

「聞こえてたんですか……？」

「音だけは一応ね。動く事は出来なかったが、声は分かった」

「意い識しきあったんだったら、す、すごく苦しくなかったですか……？　私……」

「大丈夫。苦しくなってきたらお前が体を回復させてくれてたからね」

「だけど……。ごめんなさい………」

　たまは小さくうつむく。

「……結局、完全に生き返らせるなんて出来なくて、無理して神父さん生き返らせて、苦しい思いさせただけで……。償うつもりがかえって相手に悪い事になるかも、って注意されてたのに、結局そのとおりになっちゃって……。もう罪を犯さないでいられるようになれるって信じてくれた賀茂さんの信頼も裏切ってしまって………」

　たまはうつむいて神父の胸に顔を埋めた。涙が出てきた。一人じゃ泣けなかったのに、神父に抱かれていたら自然に涙が零こぼれた。

　神父はあやすようにそっとその頭を抱いてやる。

　たまはしばらくそのまま懐なつかしい感触に体を預けていた。

　だが突然、座っていた神父の太腿がグニャリと張りを失って崩くずれた。

「え……？」

　バランスを失いかけて手をつくと、たまは戸と惑まどったように神父の顔を見上げた。

「今の……？」

　神父は哀かなしそうに苦く笑しようすると首を振った。

「足がまたさっきの状態に戻ってしまったみたいだね……」

「さっきの状態って……つまり……」

「もう動かないな……。あの少年……賀か茂もくんだったね……彼に回復してもらった直後は歩く事も出来そうだったんだが……」

「ちゃんと……生き返ったんじゃないんですか……？」

　たまは呆ぼう然ぜんと神父の顔を見上げる。

　神父はたまの目を見つめ返すと、寂さびしそうな微笑を浮かべた。

「いや、残念ながら、そうはいかないようだ。今こうしている間にも、指先からどんどん冷たくなっていくのが分かる」

　たまは思わず霊れい視しして神父を『見た』。

　上半身はまだ大丈夫だが、下半身はもうほとんど魂と肉体とが解ほどけてしまっていた。賀茂が首にかけていった紐ひもがなんとか魂を肉体につなぎ止めている。これがなかったら、とっくに話す事さえ出来なくなっていただろう。

「だ、だったら、元気なうちにもう一回あの杖つえで……」

　あの杖を使って回復させれば……。賀茂さんは、せっかく神父さんが喋しやべれるとこまで回復させてくれた。あとはこの状態を維い持じすればいいだけ。それだったら、さっきまで自分がやってたのと同じ魔ま力りよくで足りるはず。

　ベッドから降りようとするたま。

　だが、その腕を神父が摑つかんだ。

「待ちなさい。それはいけない」

　たまは叱しかられたように、神父のほうを振り向いた。

　神父はたまの目を見ると、フッと表情を和やわらげる。

「……お前が自分の体も顧かえりみず、寝る間も惜しんで一いつ生しよう懸けん命めい私の体を回復させてくれてたのは知ってるよ。その気持ちはとても嬉うれしかった。だけど、私を死なせないために自分の命を削るのはもうやめなさい。私は天へ帰らなければならない身なのだから」

「で、でも……」

　何か言おうとするたまの頭を、神父はそっと撫なでた。

「よくお聞き。死んだ人間はもう生き返らない。それが、この世の決まりなんだよ。私たちクリスチャンは死後の復活を信じるけれど、しかしその時はもはや血肉の体ではなく御み霊たまの体として甦よみがえるのだとはっきり聖書に書いてある。死んだ人が生前の形でこの世に再び甦る事はないんだ」

　神父は、真剣な顔で真正面からたまを見つめた。

「……だから私も、体を遺い灰はいに戻して霊魂は神の御み許もとに戻らなくてはならない」

「だけど………」

　たまの目が潤うるむ。

「たま。お前ももう分かっているだろう？　一度起きた事をなかったことにすることは出来ない。死んでしまった人は、生前の通りに生き返る事は出来ないんだ」

「…………」

「だからお前自身の手で、再び私を本来の自然な状態に戻しておくれ。自分でした事のけじめは自分でつけなくては。お前はちゃんとそれが出来る子だろう？」

「わ、私は……」

　怯ひるむたま。ためらいがちに目を伏せる。

「あの賀か茂もくんという少年が杖つえを置いていったのは何のためか考えなさい」

「え………？」

　思わず顔を上げた。どうして賀茂が杖を置いていったのか。今、神父に言われてやっと分かった。自分で犯した過ちは自分の手でけじめをつける。そのとおりだ。そうでなかったら、いつまでも過ちを引きずる事になってしまう。ペデラスティリアは、償つぐないの基本は原状回復だと言っていた。死んだ人を生き返らせる事は出来ないから別の方法を考えないといけないけど、不自然な状態に置かれた神父さんを本来の自然な状態に戻す事は出来る。

　それに……。

　このままほっとけば、神父さんはまたいずれ体がボロボロに腐くさり落ちてしまう。そんな状態で無理やりこの世に引き留とどめるのはただの拷ごう問もんでしかない。私が神父さんを現げん世せに生き返らせちゃったんだから、私がちゃんと元どおり天国に送り返さなくちゃいけない。寂さびしいとか別れたくないとか、そんなのはただのわがままだ。

　だから、賀茂は杖に霊れい力りよくを残したまま置いていった。たまのために。たまが自分自身の手でけりをつけられるように。

　だけど。

　たまの目が震ふるえた。

　出来ない……。

　神父さんを本来あるべき自然な状態に戻すということは、死んだ状態に戻すという事。だけど、神父さんは実際に今こうやって生きているのに。生きてる事自体が間違いかもしれない。だけど、それでも生きてるのに……。

　弱気に目を潤うるませたたまを、神父は再び真剣な表情で見据すえた。

「賀茂くんは、お前がちゃんとけじめをつけられる子だと信じたから、その杖を置いて出ていったんだろう？」

　大きな手を、そっとたまの両肩に乗せる。

「……彼を裏切ったと悔くいているのなら、もう二度と裏切ってはいけない。分かるね？」

　ハッとした。

　そうだ。もう二度と賀茂さんを裏切るような事しちゃいけない。これまでどんな事があってもずっと信じてくれた気持ちを、これ以上裏切っちゃいけない。

「分かりました………」

　たまは顔を上げた。

　神父はたまを見つめ返して静かにうなずく。

　たまはベッドを降りると、杖つえを手に取った。

　そして振り返る。

　ベッドに半身を起こした神父の姿が目に入った。

　生前と何も変わらない神父の姿。

　その瞬しゆん間かん、たまはその場に立ち尽くした。動いたら、もう神父を遺い灰はいに戻さなくちゃいけなくなりそうな気がして、動けなかった。戻さなくちゃいけないと頭では分かっていても、まだその勇気が持てなかった。

　神父と、目が合った。たまは力なくまつげを伏せた。

　神父は困ったように微笑すると、緊きん張ちようをほぐすように語りかけた。

「……そういえばたまは、今もまだここに一人で暮らしているのかい？」

「………いえ、今は賀か茂もさんのお家うちで居い候そうろうをさせてもらってます」

「そうか……。彼の所か。いい人そうだったな」

「はい。すごく優しくて、いい人です。いつも私の事助けてくれて、私の事信じてくれて……」

　賀茂と出会ってからの思い出話を、ぽつりぽつりと呟つぶやくように話す。

　神父はじっと黙だまって聞いていたが、やがて静かに笑った。

「彼の事が、好きなんだね」

「………………………………はい」

　真っ赤になって口ごもるたま。

　神父はそんなたまを微笑ほほえましそうに眺めた。

「いい人に巡めぐり会えて良かった。独ひとりぼっちじゃないと知って安心したよ」

　それから少しだけ真剣な声になる。

「……たま。お別れの前に一つだけ言っておく事がある。よく聞きなさい」

「はい……」

「死んだ人はもう生き返らない。だから人を死なせてしまったという事は、決して取り返しのつかない事だ。取り返しようがない以上、ずっと背せ負おって生きていかなくてはならない。一生の間、ずっとだ」

　神父は真っ直ぐたまの目を見つめる。

「……だからこそ、焦あせってはいけない。焦って取り返しのつかない事を無理に取り返そうとしたり、いきなり目に見える大きな事をしようとすれば、今回のように必ず間違いを犯す。小さな事でもいい。自分に確実に出来る範はん囲いの事を、人生の終わりの日までコツコツとやっていきなさい。魔ま力りよくなどには頼らずに。超常の力を使うのは、超常の出来事に対処する時だけにしなければいけない。分かったね」

「……はい」

　たまは神父の言葉を嚙かみ締しめるように、小さくしっかりとうなずいた。

　そして、おずおずと神父を見上げる。

「神父さん……。一つだけ聞いていいですか……？」

「何だい？」

「神父さんは……天国に戻っちゃうんですよね……？」

「ん……？」

「私も、もしちゃんと罪を償つぐなう事が出来たら私も、……私でも天国に行く事は出来ますか？　私みたいなたくさん悪い事した悪あく魔までも、天国に入れると思いますか……？」

　神父は穏おだやかに笑えみを浮かべた。

「もちろんだとも。過ちを犯した者が正しい道に戻ってくる事を、神様は何よりも喜んでくれるのだから。お前が一生今のようなまっすぐな心を持ち続けて、最期の瞬しゆん間かんまで償う努力を忘れなければ、きっと神様は赦ゆるして受け入れてくださる。一介の人間にすぎない私でさえお前を赦してやれるのに、人間なんかよりずっとずっと心の広い神様が赦してくれないわけがないだろう？　大丈夫。心配いらないよ」

「………」

　たまは、こくんとうなずいた。

「最後にもう一度抱き締めさせておくれ」

　神父が手を伸ばす。

　たまはベッドに上がると、ギュッと神父に抱きついた。神父はそっと抱き返す。

「……お前と一いつ緒しよに過ごせたおかげで幸せな晩年だった。愛しているよ」

「私も大好きです……。神父さんに拾われて良かったって今でも思ってます……」

「ありがとう……」

　温かい声で神父はうなずく。

　唐とう突とつに神父の腕から力が抜けた。

「……とうとう腕もダメになってきたようだ」

　神父が苦く笑しようする。

「そろそろ潮しお時どきだな。たま。さよならだ……」

「はい……」

　たまは神父から離はなれると、ぐっと袖そでで涙を拭ふいた。

　神父は無言でうなずく。

　たまはそっと杖つえを振りかぶった。

「神父さんを……」

[image: ]

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよののち、目を瞑つむって一気に振り下ろす。

「……元の遺い灰はいに戻してくださいっ！」

　ボンと音がして、例の白い煙けむりが神父の体を覆おおい始めた。

　最後に神父がたまに向かって微笑ほほえむ。

「……賀か茂もくんを、……大切にしなさい」

　煙はそのまま神父を包み込み、やがて晴れたあとには、ベッドの上に真っ白いボロボロの骨片だけが残った。

　たまはそれをそっと拾い上げると、大切にハンカチに包んだ。

　私は、もっと強くなろう。罪の重さに押しつぶされて焦あせったり、感情に負けて考えなしの行動を取ったりするのは、もうやめよう。

　早く償つぐないたいというのは、何もしていない自責の念から解放されたいというただの逃げだった。早く罪の重さから解放されたいというただの逃とう避ひだった。一生背せ負おっていく罪なら、背負って生きる覚かく悟ごを決めよう。そして焦らず、自分が本当にちゃんとやれることを一つずつしっかり見極きわめていこう。そうじゃないと、また同じ失敗をしてしまうから。また人を傷つけてしまうから。

　手の甲でぐいっと涙を一ひと拭ぬぐいすると、顔を上げた。

　私はもう、泣かない。

　窓からほんのり明かりが差さしてきた。東の空がうっすらと明けてきていた。

　突然、ぐ～っとお腹なかが鳴った。そういえば三日も食べてなくて腹ぺこだった。それを思い出した途と端たん、急に空腹感が込み上げてきた。それが何だかおかしくて、無む意い識しきのうちに笑えみがこぼれた。賀か茂もが持ってきてくれたスープの入った魔ま法ほう瓶びんを持つと、ドアを開けて階下の賀茂たちの所へ急いだ。賀茂の顔を見るのは、もう怖くなかった。
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「あ、アブデル義兄にい様。賀か茂もさんは……？」

　一階に下りたたまは、真ま央おと一いつ緒しよにお茶を飲んでいるアブデルに尋たずねた。

「ん？　応接間のソファで寝ている」

「え？　あ、そういえばまだ普通なら寝てる時間ですよね……」

　時計を見てたまは今いま更さらのように気がついた。

「まぁ、眠くて寝ているわけではないが」

　アブデルは苦く笑しようしてお茶を啜すすった。

「で、ちゃんとお別れは済ませたの？」

　真央が尋たずねる。

「あ。はい」

「そうか……。よく頑がん張ばった」

　独ひとり言のようにうなずくアブデル。

「あの、私、ちょっと賀茂さんの様よう子す見てきます。お布団とかかけてあげないと風邪かぜ引いちゃいますし……」

　たまはそう言うと、来客用の掛け布団を運んできて応接間へ向かった。

　ソファの上に賀茂が寝ていた。疲れきった様子だった。アブデルが、眠くて寝ているわけではないと言っていた事を思い出す。そういえば、神父を会話出来るようにするために、ものすごい量の霊れい力りよくを杖つえに注そそぎ込んでいた。霊力自体はアブデルのものだとしても、あれだけの霊力を通したら体の負担は相当なものだろう。生なま身みの人間が扱って大丈夫な量じゃなかったはずだ。その疲労で倒れたのかもしれない。

「ありがとうございます……」

　そっと布団をかけると、何となく寝顔を見つめた。

　忠告を無視しちゃっても、自分の意志で罪を重かさねてしまう過ちをしても、止めに来てくれたのに逃げてしまっても、この人は私を見捨てたりしないでずっと信じていてくれた。ずっと助けてくれた。

　罪を一生背せ負おって生きる以上、これからも迷めい惑わくをかけたり頼ったりしてばっかりだろう。でも、この人は私を信じてずっと一いつ緒しよに支えてくれる。そこは、素直に甘えさせてもらおう。そしてその代わり、その気持ちに恥はじる事のないように、毎日少しずつでも努力していこう。

「これからも、よろしくお願いします」

　そう囁ささやくと同時に、ここ数日ロクに寝ずに魔ま力りよくを補充していた疲れがドッと出た。そしてたまは全身タイツの格かつ好こうのまま、賀か茂もに覆おおい被かぶさるようにして静かに眠りに落ちていった。




　その頃ころ、外では律りつ子ことペデラスティリアが何やら話していた。

「……で？」

　律子が無関心な目を向ける。

「いや、だからその……、杖をね……」

　口ごもりつつ下した手てに出るペデラスティリア。

「杖が何？」

「二階にある杖を、今のうちに持ってきてくれたら嬉うれしいな～、って……」

「何で私がアンタのために？」

「だって私が行ったら捕まっちゃうじゃない！」

「捕まっちゃえばー？　別に私カンケーないし」

　あさっての方向を向いてグビッと缶コーヒーを傾ける律子。

「うっわサイテー。血も涙もないわねアンタ。いいでしょ？　同じ『賀茂×アブ』萌もえ仲間じゃない！」

「血も涙もないのはそっちでしょ？　たまちゃんに協力する振りして廃はい人じん一歩手前まで追い込んだりして」

「なっ！　ちっ、違うわよ！　何言ってんの！　私はね、ただ単純に、人を生き返らせた経けい験けんなかったから……」

「あー、五百年生きてるとかエラソーな事言っといて、結局経験不足で知ち識しき不足なのね。ま、所しよ詮せんは小悪魔か……」

「なっ、何よその目つき！　やめなさいよその憐あわれむような視し線せんは！　何なのよ！　い、言っとくけどねー、これでも私は熾し天てん使しとサシで相手出来る数少ない実戦派として通ってるのよ？　あのアブ様相手に一歩も引かずにやり合って、それどころか裸に剝むいて縛しばって転がして全ぜん裸らスケッチした悪あく魔まなんて私くらいのモンよ？　いやマジで」

　律りつ子この耳がピクッと動いた。

「全裸スケッチ……？　ちょっと、何それ初耳よ？」

「あら？　言わなかったっけ？　かなり昔の話だけど、やっぱりアブ様が地上に来てた時に遭そう遇ぐうした事があってね。私の文字どおり悪魔的な知略でもって、アブ様を油断させて目隠かくしして後ろ手に縛り上げたのよ。んで、将来何かやることになった時のために、一応ちゃんと形とか知っとくほうがいいかな～と思ってね。後学のために脱がして全身あますところなくスケッチしといたの」

「ほ、ほほぅ……。それはそれは……」

「今でもちゃんと取ってあるわよ。見たい？」

「見たい！」

「じゃあ杖つえ取ってきて」

「任せろ！」

　即答する律子。そのままひょいっと外がい壁へきをよじ登ると、二階の窓から中へ侵入した。




　そして十分後。

「ちょっと待てコラ！　騙だましたわねアンタ！」

「だっ、騙してなんかないわよ！」

「じゃあ何なのよこの小学生以下のラクガキは！　ナニが描かいてあるのかさっぱり意味不明じゃない！」

「しっ、失敬なっ！　ひ、人が一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって描いたのにっ！」

「つーか描けないんだったらおとなしく写真撮とっとけ！」

「あの頃ころまだ写真機なんて発明されてなかったんだからしょーがないでしょ！　あ～もう畜ちく生しよう！　全然魔力残ってないじゃんこの杖！」

　空っぽで何の役にも立たない杖を虚むなしく振りながら、ペデラスティリアは必死で逃げる。そのあとを怒りの形ぎよう相そうで追いかける律子。紫むらさきから濃のう紺こんへと変わり始めた暁あかつきの空の下、顔を覗のぞかせた太陽を背に、若い二人はどこまでも果てしなく駆かけていった。

　そんな外の騒さわぎなど露つゆ知らず、たまは賀か茂もに頰ほおを寄せるようにして、久しぶりに安心した寝顔を見せていた。


終









あとがき




　こんにちは。佐さ藤とうケイです。

　前の巻から結構間が開いてしまいましたが、久しぶりの新刊です。

　待っていてくださった読者様、お待たせしてしまってすみません。もう私の事など忘れてしまったという読者様……………は、どうせ読んでないはずだから謝あやまらなくてもいいか。いや、でもここを読んでる他ほかの読者さまの心しん象しようが悪くなるから、やっぱり形だけでも謝っとこう。ごめんなさい。ぺこり。

　何でこんなに間が開いてしまったのかというと、話せば長くなるので秘密にしておきます。そのうち別の本のあとがきとかで明あかされるかもしれないので、知りたい人は私の新刊を常にチェックしていてください。………と書く事によってあざとく売り上げアップを図はかってみたりする私。でもあとがきだけだったら立ち読みで簡かん単たんに済ませられるし、あんまり効果はないかな……？




　まぁ、そんなこんなで、いつものように簡単に分かりづらそうなネタの解説ぽいことを。




　まず「使徒ター・プリンセス」のシモーヌたんは、シモン・ペテロです。お寝坊さんキャラなのは、最後の晩ばん餐さんのあとにゲッセマネでイエスが祈りを捧ささげている時に、一いつ緒しよにお供をしていたペテロ、ヤコブ、ヨハネの三人は、待ちくたびれて寝てしまって、弟子筆ひつ頭とうのペテロがイエス様に怒られるという話があるんですね。もちろん一緒にいたヤコブとヨハネもお寝坊さんですが、台詞せりふがくどくなるから割かつ愛あいしました。

　あと、「イエスさまなんて知らないっ」発言ですが。ペテロは最後の晩餐のあと、イエスから「あなたは鶏にわとりが啼なくまでに三度、私の事を知らないと言う」と予言されて「たとえ一緒に死ななければならないとしても、私はあなたを知らないなどとは決して申しません」と優等生ぶった回答をするんですが、イエスが捕らえられて大祭司の所に連れて行かれたあと、ペテロがその家の庭でウロウロしてると、女中とかに見つかって「あなたもイエスと一緒にいましたよね」と尋じん問もんされ、思わず「イエスなんて知りません」と答えてしまうエピソードがあるんです。しかもイエスに言われたとおり、三回聞かれて三回とも否定するんですね。その後イエスの言葉を思い出して激はげしく泣くわけです。割と有名な話なので、小中学生の皆さんは憶おぼえておくと将来何かの時に役に立ったり…………しないだろうな。けど、使えようが使えまいが知ち識しきが増えるのはいい事なので憶えておきましょう。




　んで、イスカリオテのジュディことユダが「嫉しつ妬とと独占欲に狂った挙あげ句くに銀貨三十枚でイエスを売る」というネタですが（何故なぜユダがジュディなのかは英語を習ったら分かります）。ユダがイエスを裏切った理由を「嫉しつ妬とと独占欲で歪ゆがんだ愛」だとする解釈を私が知ったのは太だ宰ざい治おさむからです。「駈か込み訴え」という短たん編ぺんで、ユダ萌もえに目覚めました。もうね、読んでみたら分かりますが、ホントに一いち途ずで健けな気げでヤキモチ焼きで、ついでに恋に恋するナルシスティックでお馬ば鹿かなユダ像なんですよ。福音書同人モノとして実に出しゆつ色しよくの出来です。メロメロです。いや、同人じゃないけど。大抵の図書館では置いてあると思いますので、男を愛した男の話が好きな人か、ユダを萌え美少女に脳内変換して読める人は是ぜ非ひご一読を。

　ちなみに「駈込み訴え」を読む前に予備知ち識しきですが、ユダはイエスを売ったあと、もらった金を全額神殿に投げ込んでひっそりと首を吊つります。「駈込み訴え」ではそこまで書かれませんが、それを知っておかないとあの話は分からないので一応念のため。

　それから、イエスの昇天は復活後四十日目で、その間あちこちに姿を現したことになっているので、ホントは「会えるのは復活の日だけ」って事はありません。どーでもいい事ですが。




　あと、今回たまが唱えていたお祈りは、一番メジャーな「主の祈り」といわれる奴やつです（ただし「わたしたちの日ごとの糧かてを今日もお与えください」という一節が省はぶいてあります）。元々これはイエスが直じき々じきに教えたとされる祈りで、マタイ伝では山上の説法の時に民衆に、ルカ伝では弟子の一人に請こわれて教えた事になっています（ちなみにルカ伝のバージョンでは「御み心こころが天で行われるように地でも行われますように」の一節が抜けています）。これを知らない奴はクリスチャンではないと言われるほど基本中の基本のお祈りで、ニカイア信条を般はん若にや心しん経ぎようとするなら主の祈りは南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつです。……いや、全然違うか。主の祈りは宗派問わず大抵どこでも通じるけど、南無阿弥陀仏は浄じよう土ど宗しゆうか浄土真しん宗か、あといくつかのマイナーな浄土仏教だけで、実は意外とローカルだったりするし。まぁ浄土宗と浄土真宗で日本の檀だん家かの大半が占められてるわけで、ローカルっつってもそれほどローカルなわけではないですが。




　話が逸それました。

　それから、「通つ夜や式」（または「通夜の祈り」「通夜の集つどい」）というのは本来キリスト教の葬そう儀ぎにはなくて、日本のお通夜の慣かん習しゆうに合わせたものみたいです。だから正式に定められた形式というのはないそうです。プロテスタント系だと「前夜式」といいます。

　ちなみに、こういう儀式は「異教的」な「先祖祭さい祀し」なのではないか、といったラディカルな議ぎ論ろんも一部では存在してるみたいですが、大部分の人は「異教的信仰とは切り離はなした、あくまで故こ人じんを偲しのぶ時間」とする事で容認してるみたいですね。




　とりあえず今回は特に変な話は出てこなかったんで、解説と言ってもこれくらいでしょうか。

　あぁそうだ。知らない人がいるといけないので最後に念のため書いておくと、「先に来たほうが攻めであとに来たほうが受け」です。第八章の章タイトルについてですが。ちなみに作中のキャラの発言は、あくまでそのキャラの発言という事で、作者本人の考えとは何ら関係ございません。私自身はあくまで、天てん魔ま外げ道どう皆かい仏ぶつ性しよう、一いつ相そう平びよう等どう無む差しや別べつの精神で当たってまいりたいと思っております。これからも応援のほどよろしくお願いいたします。




　それではまた、次の本でお会い出来れば幸いです。


佐さ藤とうケイ









[image: ]







佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。美味しいスフレを作るため、まずはオーブンを買いたいです。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない⑩




妹いも兄せ山やま腐やおい女おん子な庭てい訓きん
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